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平巌と試鼓区における周年の水温粂件は同じであった｡特にホソメコンプのn世代
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2 上田善幸

緒 言

収量海峡北部水城は嘆火湾と並んで北海道周辺における有数のスケトウダラ産卵場であるo当水域のスケ

トウダラ漁業は主に産卵群を対象として､11月から翌年1月まではえ純で､1月から3月までは刺し網で行

われ､盛漁期の2月には約250隻の漁船が換業している｡また.11月から翌年の3月までに年間漁獲Jtの8

割以上を水掛デしており､そのうちの9割以上が刺 し網で漁獲されている｡これまでの漁集Jtの推移をみる

と､1965-1976年までは1-4万 ト/の間で変動していたが､200海里汎集専管水域設定後の】977年以降急

増し､1985年には7万7千 トソに連している (YosHIDA1989)0

一方､稔産卵丑から産卵した来遊成魚且を推定するEE的で1980年から水産庁の北海道周辺スケトウダラ新

規加入量賢源禍査が実施され.産卵群構造､産卵生腰､産卵場形成機構､卵および稚仔魚の分布､移送など

に関する資料が蕃耕されてきた (北水研 1981､1984､1985､1986､1987)｡ これらの謁査結果から､はえ

縄漁獲物の体長は刺し矧こ比べ明らかに小型で若齢の個体が多いことが知られていた｡しかし､この原因が

漁具の選択性による差か鼎なる魚群を対象にして漁獲していることによる差なのかは不明であった｡そこで

この原因を検討するために､El合の異なった刺し鰍こJ:る漁獲筑鋲を行った｡本報告は1985年おJ:び1986年

に行った漁獲試敦の結果から網El選択性曲線を求め､選択性を排除した体長組成を推定し､はえ縄の漁獲物

体長組成と比較検討した｡また､多くの刺し網漁船が使用している971皿目合の商業網の網E]効率についても

検討した｡

この内童は水産庁の北海道J褐辺スケトウダラ新鹿加入鹿野源鵡壷の一環として､北海道区水産研究所と北

海道立水産試輸場の協力のもとに行われた｡また､この報告をまとめるにあたり､】980年当初からこの銅盤

に参加された方々に多くのご指尋､ご協力をいただいたことに深く感謝する｡さらに唐本の採集および測定

等にご便宜､ご協力いただいた沸白漁業協同組合,ならびに漂白町役場の関係各位に心からお礼申しあげる｡

材 料 と 方 法

漁獲妖掛ま1985年3月13日および1986年1月26Elに

根室海峡羅臼港沖の水深約3Ei0-400mの網査点 (F.g

1)で行った.刺し網漁船の使用日合は一部94mであ

るが､多くは97山である｡そこで今回用いたB合は､

97mmを基轡とした公比約11の73hJq.79m､88U､97

山､109RJ)の5種類とした｡網地はモノフィラメL/I

を使用し､73dnおよび79DJD日合の網は4号糸を使用し､

掛El数はそれぞれ169､156とした｡88mm､97mmお

よび109mm日合の網は5号糸を使用し､掛目故はそれ

ぞれは140､127､113としたo各日合の足跡ま､2

反ずつ合計10反を交互に配置し､位臣や水深､網なり

等による漁轟に差がでないように､刺し網漁船の繭菓

網の間につなげた｡網の海中吸殻時間は刺し網漁船の

･一般的な操業と同様に約24時間としたo標本はそれぞ

れ日合別に標碑体技 (中位dVn 以下､体長と称す)を`

測定 した｡また､一部の標本については胴周艮 (神位

nm 汲lj定部位は第1背山前端基部から体長軸に対して

直角の方向にとった)を測定し､肉眼観察により成熟

145'00rE lL15o30rE

Flg･1Mapsh仇Vlngthestudyarea(●)
lnthenorthernwatersoEthe

NentlrOStraltOfeasternJlok上a)do



根室海Brこおけるスケトウダラdi9相 に対するNLMの折目適訳性 I 3

状態を粥ペ､耳石を採集して年齢査定を行った○親日選択性曲強 似 下､曲幹と称す)の推定は･反復法と

して代寂的な石田 (1962)にしたがった｡推定に用いた体長の聴取 ま390p-4601.･lとし･この体艮範疎で
石田の耶娘が成立しているものとした｡また,用いた体艮範湖内のそれぞれの体位の汲集尾故には10m叫位

で階級分けした2体長階級rulの移動平均値を用いた｡

結 果

1 はjt.AとPlL鵜のA肋 休耕 成

はえ純と刺し網の漁集物体艮凪庇を比較するため､1981-1985年に当菓船の漁集か Lら抽出したf1本の体

組 成をFlg2に示した｡標本は両漁具の盤汎期間である､はえ札については1月に､刺L･PJこついてはJ

～3月に漁鼓された標本の合計で示した｡各年とも,はえ純のモードは刺し網に比べ小さい方に偏っていた｡

また､平均体長も刺し網が430-450M台であるのに対し､はえ純では390-420u台と小型であったoさ

らに.漁atされる体艮唯EBは､はえ純の方が広かった｡また､以前から漁期中の刺し網による漁毒物の体長
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4 上田舌辛

は､初漁期の12月と比べ終漁期の3月には大きい個体の多いことが知られていた｡実際､1985年 】2月から

1986年3月に刺 し月漁船で汲集された各月の体長取成も同様の便向を示 した (Fig.3)｡各月の平均体長は

12月は416■､1月はLl23I､2月は423lL､そして3月は451bと大型化の併向を示し､各月の体長取成

のモ-｢も月が進むにつれ大きい方に移っている｡つまり､当海域のスケトウgラ漁獲物の体長は,はえJt

で漁簾されるものより刺 し角で漁蓑されるものの方が大きく､また､刺し網の漁産物の体長は漁期が進むに

つれて大きくなっている｡

2 38択性曲*の推定

1985年3月の漁集妖牧で得られた漁集尾政は各日合合計で1.578個体であり､体長は360-510■のもの

がほとんどであった(Table1)｡目合別の漁獲足掛士79u自合で478個体とJtも多く､次いで731▲目合で400

個体･88-8合で373個体､97q目合で249個体､109山日食で78個体と日合が大きくなるにしたがい汎集

尾故は戎少 した｡また､各日合の漁葉物の平均体長はEl合が大きくTL引こしたがい､それぞれ407■､415

I､433L.443-､453L･と大きくなった｡1986年1月の乱舞釈放から得られた漁集尾女は合計で213個

体と少なかったが,79Ld目合で長も漁獲尾故が多かったこと,日食が大きくTLalこしたがい標本の平均体長

も大きくなる点では､1985年3月の結果と同様であった｡

曲級の推定にあたっては､相対的効革の点大俵を1･0と収定し､プロットした点を上下移動することに上

り全体としてできるだけちらぼりが少なく､なめらかTz-曲線上にji合させるようにした｡縛られた各日合

の曲線と合成選択性曲線をF)g･4､5に示 した｡1985年3月の漁集釈輸括巣から推定 した曲鰍 まほぼ左右対

象の正規曲鰍 こ近い形を示 しているが､1986年1月の漁孝釈排 巣から推定 した曲線は右側に良くナそを引
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墳墓海峡におけるスケトウダラ産卵群に対する刺し網の網目選択性 I 5

く形となった.相対的効率が長も高くなる体長 (以下､最適体長と称す)は､1985年3月では73dJ)El合で

38如mとなり,日食が大きくなるにしたがって415nED､462m､509dd､572mと大きくなっている01986
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6 上田書単

年1月の耗巣も1985年3月と同様に最遠体長は355I.384lL､438lt､471-,530lqと大きくなってい

る｡曲毅の襟帯偏差の代わりとして用いられる相対的効串が50%に強少する体長間の豊も､El合が大きくな

るにしたがって大きくなり､選択性は拓く､選択7EE削ま広くrzっている｡また,最遠体長と日合の大きさの

也 (k)は1985年3月では525となり､1986年 l月の4.86J:り大きい値を示した｡

つぎに､各日合の曲線から求めた合成選択性曲娘をみると.1985年3月では合成相対的効串は体長270M

からほぼ単鞘に増加し､体艮420一でJL大2.53に連する｡その按､体長が大きくなるにしたがい徐々に沸少

し､体技720■■ではば0となる｡この合成相対的効串の平均値を求めると1.34となり､変肋係数は67.6%と

なった｡1986年1月の合成選択性曲軌 ま､I985年3月の括娘と同鰍こ相対的効串は体長27011から増加し､

体技460rLmで最大値2.21を示した操､徐々に減少 し体艮700Lbで0となった｡しかし.体長370-520LJbの

抵朗では相対的効率に小さな増妹がみられた｡

3 漁書物の件長･年k粗庇の1正と満目助平の推定

相対的効率から漁凄物凪戒の粥EI選択性に上る偏りを補正し､選択性を排除した扱成を推定する場合 ｢あ

る日合の桐にとって食題の大きさの魚に対するその網の相対的効率は.El合の大きさの如何にかかわらず同

じである (石田 1967)｣という仮定が成り立てば､ある体長の漁集尾数をその相対的効率で除することに

より､最大の相対的効率がはたらいたときに期待される漁集尾教を縛ることができる｡

そこで､推定 した目合ごとに漁事物の体長範J戒を補正して,選択性を排鼓 した捧長取成を求め､漁鼓動の

体技凪成と曲強とを併せてFig6に示 した｡各EI合の選択性を珊鼓した体長鼠庇はいずれもほぼ同様の形状

を示し,各体良階級の尾政およびその合計はそれぞれ近い値となった｡1985年3月の各日合の選択性を排除

した体長組成は.はば体長350-550mの範囲にあり､モードの位置が410LDのゆるやかな右ナそを持つ組成を

示した｡また,1986年1月の選択性を排験 した体長叙庇も体長410LLにモードがあり､ゆるやかJi右すそを

持つ阻成を示した.ただし､休良推臥11985年3月に比べてやや狭く,ほぼ390-510-であった｡一般に

刺し網の選択性曲鰍 ま､ある体長で長大の効率を示し.その両Nで徐々に効率を接じていく｡また､汲事物

の体長親戚は選択性を排除した体技鼠戒と曲線との位正純係,および曲線の帯革偏差によって決まる｡そこ

で1985年3月の結果に基づいて､選択性を排除した体戊組成とそのときの各日合の曲線の位正および漁獲物

の体技組成を比較してみた｡73mE-]合の網では､最適体技は384mで.選択性を排除 した体長範.攻のIt-ド

よりも小さかった｡また､漁蓑橡体艮組成の楳革偏差も､選択性を排除した体兵乱戒のものより小さかった｡

したがって､734日合の網では小型の個体が浪集対象となり､選択福田も狭くなった｡また､1反当り漁集

尾.Eは､73uF]合の突沸値は200尾で､選択性を排除 した体良風戊から得られた322尾 (CPUEの補正値)

に対する比である網EI効串は062であった｡7gqbEI合の粥では､Jl為体技は415■■となり､選択性を排除し

た体韮組成のモードに近い値となった.そのため､実際の1反当り軌集尾故も239尾と5種目合のうぢ丘も

多く､約日効率も長大の078となった｡88-E]合の網では､必着仲良は4621LAIC､選択性をil験 した体技親

戚のモード上り大きく､大型の個体を漁集対政とすることになった｡その括果,漁集物件良風戒のそ-I:は

430■■台と､79-B合より大きくなり､網B効串は060と､791NIE合より強少した｡刺し荊漁船の多くが使用

している97mEI合にfzると,長ji体長はさらに大きく496qとなるOその括果､漁集物体良親戚のモードは

440m台と/Zり､網目効率も034に減少した｡さらに109LP)EI合になると､枚ig体長は5441皿と､遇択性を

排除した体艮iL成の大きい方に位だし､漁集は曲線の左側でかろうじて行われている結果とJiった｡

つぎに､I985年3月と1986年1月の9714抱合の選択性を排除した体長組成お上U漁生物体良風戒を年齢凪

成に変換し､Flg7に示した｡変換は漁孝雄 で得られた標本の年Fa査定をもとに作成した年齢-体長関係

を用いておこなった｡両年とも体艮組成を補正したときのようなモードの差掛 ま見られなかったが､選択性

を排除すると6乱 7成魚は補正前より割合が増加し､反対に8歳､9歳魚は補正後に割合が減少 した｡つ
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生り､選択性を排除した補正後の年齢軌跡ま､97km目合で実際に漁獲された漁集物の年齢組成より若齢の個

休が多く､97mEl合では高齢魚を選択的に漁集している抵果となった｡
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考 察

1 K価による体型の比較

点讃体長と目合の大きさの比 (k)は魚種による体型の違いによって異frることが知 られている｡石EZl

(1964)は8種類の魚についてこの値を比較しており.ティラt='7 (TILaplaびCuZenta) (k-262)な

どの体商の高い魚のk値は小さく､反対にナマズ (CゐnasmoSCamblCrLLS)(k-5･03)などの細長い体

型の魚は大きいkの値を示すと報告している｡今回推定 した曲線からスケトウダラのk億はそれぞれ5.25と

4.･86となり､普通の紡錘形の体型をもつサケ･マス (On- hy7W huD7W ka,0･keta･0･9W bzLLS山 )

やニノン (ニ-177/ドラバ 産)､7イワ/(Sard17WPSTneLaTtOShclw)(k=45へふ 0)より大き
い値となった｡これは､スケトウダラがサケ､マスやニy./､マイワ/などと比べ細長い体型をもつためと

考えられる｡ ところで､971四日合による最適体長は､1985年3月は509Bで1986年1月の47luより大きい○

また､k値も1985年3月は5,25と1986年1月の486に比べ大きいことから､L985年3月の97n･bEl合の網は大

型で､しかも細長い体型のスケ トウダラを漁獲していたものと考える｡

2 はえ托漁獲物と刺し親漁獲物の体長組成の蓋Aについて
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今回推定した97mJn目合の選択性を排除した体長組成と同一年の,はえ縄漁獲物の体長組成を併せてFlga

に示 した01986年の漁獲試験は1月におこなったもので.はえ縄の体圧組成も1月のものであるが､1985年

の漁獲試験は3月に行ったもので､1月のはえ縄とは厳掛 二は比較できないoLかし､両年とも選択性を排

除 した体長組成と､はえ純漁獲物の体長組成のモー ドの位置や平均体長は近い値を示したことから､はえ縄

は実際のポビュレー/冒/をほぼ無選択に漁獲していると考えられる｡これは､選択性を有する刺 し網漁獲

物の体長組成に比べ､はえ縄漁獲物の体長組成の範囲が広いこととも一致する｡よって､刺し網漁獲物と､

はえ縄漁獲物の体長組成の違いは､現在刺し網漁船が使用している97m日合の網が､大型魚を選択的に漁獲

していることによるものと考える｡

3 漁期中の刺し綿漁獲物体長の大型化について

調査年は異なるが､今E]推定した97mmE合の最適体長は3月の方が1月より大きく､その差は約30mであ

った｡選択性曲線の位億の差異は､同じ魚唖を対象にしても産卵等による体型の違いからおこりえる｡特に,

根室海峡においては例年 1月は産卵期の初めにあたり､1986年 1月の漁獲経 で得られた漁獲物には放卵放

椅中､または放卵政柄後の個体が1尾もなかった｡これに対 して､1985年3月の漁獲試鋲で得られた標本は

半数以上 (567%)の個体が放卵放括中あるいは後の個体であった｡そこで､1985年3月と1986年 1月の体

長一胴周関係を回帰直線で示した Flg,9)｡これによると体長300Rn以上では､3月の直線は1月の直線よ

り位置が低く､同じ体長でも胴周は小さくなるOまた､

aDD

≡
〔

5 250

くク

200

100 500

aodylength(rTlm)

Flg9 Relat10nShlpbetween♭∝lylength

and glrthofwalleyepoHock.

胴局194m (=目合97m爪の目合周長)付近での体長

の差は､1985年3月と1986年1月における97m目合の

最適体長の差と等しい約30m皿となったOこのことから

3月の個体は放卵放掛 こより胴周が小さく､細長い体

型をしていたと考えられ､曲線から求めたk値が大き

いことも合っている,このことは逆に､ある日合に刺

さる個体は胴周が同じであれば､体長は1月より3月

の方が大きくなる｡また､各日合の選択性を排除 した

体長組成は1月と3月では大きな相違がないことから

1月と3月の曲線の位置の差異や体見終成の違いは､

同じ目合の網で漁獲していても故卵放精により胴周が

小さくなったことによって､相対的に体長の大きい個

体が漁獲されるようになったものと考えるO

4 漁礁物組成の4Iりについて

漁獲物から得られた体長組成にみられるモ-ドを誠別して成長と年齢を推定するためには､漁獲物と海中

の魚群との体長範成に現れるモードの位置がそれぞれ一致しているという条件が必要であるoLかし､今回

得られた結果から､当海域で刺 し網漁船から得られる体技組成は大型の個体に偏 り､一致 していない○たと

えば､1985年3月の97mnEl合を用いた漁獲試験の結果から､5歳､6歳について､選択性を排除 して得られ

た体艮組成と漁獲物体長組成とを年齢ごとに比較すると､5歳魚では両体長鼠戒のモードは一致せず､漁獲

物体長組成の方が大きい方に偏っていた｡ したがって､97Ⅷ1日合を主に使用する刺し網漁掛 ま､同じ5歳魚

でも成長の良い､体長の大きなものを漁獲 していることになる｡また､6歳魚では両体長組成にモードの差

はないが､漁獲物体長組成の方が選択性を排除したものより全体に大きい方に偏っていた(FlgJ10)oよっ

て､刺し網漁船では高齢の個体､さらに同じ年齢でも成長の良い個体が選択的に漁獲されているために､刺
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L網漁船の漁獲物組成は､海中の魚群組成に比べ､小型の個体は過小に､大型の個体は過大に評価されてい

ることになる｡銘木 (1976)は漁業の選択性により計井体長にLee現象の生じることを兄いだし､若齢魚か

らは大きい個体を､高齢魚からは小さい個体を選択的に漁蓑した結果,成長係数は過大に､康限体長L∞は

過小に評価されると報告している｡今回の括果からも､刺しiFI漁船から得られる漁獲物の選択性を排除しな

ければ､5､6歳魚の体長は過大に推定され､成長係掛 土過大に評価されることになる｡

今回求めた97lVIEl合の網目効率は1985年3月では0.34､1986年1月では0,39となり､最遠体長が連択性を

排除 した体長親戚のモードに近い方が大きい値を示した｡網目効率の逆故は,CPUEの補正値とTlることか

ら､今回の97m目合のCPUEは､約25-3倍に補正されることになる｡ただし､今回求めた網目効率は､

水掛プされた標本数だけから求めた値であり.たとえば､掛約時に脱落魚があり漁獲局数が減少していれば､

この値はさらに小さくなる｡つまり､求めた網目効率は過大に推定されており､その道政であるCPUEの補

正値はbJJ､に評伝される｡また､網El効率は絶対選択率からの漁集効率 (藤森はか 】990)とは一致せず､

嗣EI選択性による効率の減少だけしか考慮されていない｡よって,海中の魚群Jtを評価するCPUEの補正値

は､さらに大きくなるものと思われる｡

要 約

ユ985年3月13日および1986年ユ月26日に板塞海峡羅臼港沖水深350-LIOOmでスケトウダラを対象とした

5櫛El合 CT3､79､88､97､109m血)の刺し網を2反ずつ､合計IO反を同時に用いた漁獲訊鼓を行い,得られた

資料から石田 (1962)にしたがい各自合の網El選択性曲線を推定した.また､推定した曲線から選択性を排

除した体長､年齢阻庇を推定し､以下の知見を得た｡



鼓室希銭におけるスケトウダラ産卵群に対する■ル井のJR目選択性 I 日

1 1985年3月のき択性曲軌 ま.はば左右対穀の正規曲銀に近い形を示し,Jt為体長は73dJ日合で384lP

となり､F]合が大きくなるにしたがって415TP､462工■､509m､572ALと大きくなった｡1986年1月の曲

線は右冊に艮くすそを引く形となり､各日合の長老体長は355dJI､384rLb.438■､Ll71lt1､530■となっ

たE,

2 各日合の曲線から漁獲物の体長取成を補正して求めた.選択性を排除 した休艮組成は.1985年3月の

結果では体長範淵が約350-550m､モ-ドが410Mのゆるやかな右すそを持つ組成を示した｡1986年】月

の結果は体長範uhがやや狭い390-510m､モードが410uで､1985年3月と同様のゆるやかな右ナそを持

つ組成を示 した｡

3 選択性を排除した体技凪虎と､はえ粍漁集物の体長取成を比較した冶果､両巷のモードの位置や平均

体長が近い値を示したことから,刺し粥漁事物と､はえ見漁集物の体長払庇の遠いは､現在使用している97

uEl合の刺し網が.大型魚を選択的に漁集していることによるものと判diした｡

4 漁期中の刺し加に上る漁&物体良風皮の大型化は､体長一脈周関係の回帰蔽絵から同じ胴周でも3月

の体長が1月の体長より大きいこと,推定した曲線のk値も1月より3月が大きいことから､漁期中の放卵

放鰍こより胴周が小さくなり､相対的に拝長の大きい個休が漁集されているものと判断した｡
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YosHll)A･lil.(1989) ⅥbLleyepoILockELSheryandflSheriesmanagementH= heNemuro

StraltlSeaOfOkhotsklHokbLdo pages59-771爪Proc･Int.Syrnp･BIOL･Mgmt walleye

FbllockUnlY･Alaska.ATIChorage.A)aska･
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北海道西部沿岸域におけるキアンコウ漁獲量の急増

富 永 修

(北海道立中央水産試験場)

DrastlClnCreaSelnCatchofyellowgooseflSh,LophもW

Zもtulon,1nthecoastalwatersofwestern

Hokkaidoln1989

0samuToMIN人GA

HoはauoCe'tlTaLFtshm esEq)er一m&71talSlat.071'
YoteAL･Bo比auo046.ノaf氾れ

BasedonlandlngStatlStLCSOtYoICh1-gunandMashlkeFISherleSCooperat10nS.the

catchesoEyellowgoosef.sh･LAPhLLLSZLIzLLo7L,drastLCa‖yIncreased･n1989･nthecaaSta)

watersolwestem Hokh)do.AnnuallandlngSOEi.ん tLLLo'thJghlylluctuated.especlaHyat

Yolch1-gunFISheriesCooperation.andthereyeretwocatchpeakslnSumrnerandwlnter

eyeryyear･lnthesumLnerSOE1989and1990.predom)nantELShrangedintdywetght

from1-3kgand2-4kg respect.rely Thedrast.C.ncreaseofL･ム山 LoTtln1989LSProba-

blyduetotheoccurrenceofastrong year-classlnthesummerandtoIncreaselnE)sh-

1ngeLEortforthlSflShlnthewlnterbecauseah)ghCatchlntheformerSeaSOn Pro-

motedthew･ntercatchandthepopulatlOnOLanothermajortargetsTXeleS･p-aZLCALAyS

oZL8tZCe仏∫.a)sodecreased】nthewlnter.

キ7/コウLopん…CLttLLL071は7ソコウ日アソコウ抑 こ属し､北海道以南の日本沿岸および朝鮮半島沿

岸に分布している｡本社と近蛭の7ソコウ LopAtomLLSSeL89eT- とは区別されずに耽り扱われているこ
とがあるが.キアンコウは口内と腹膜が白いのに対し､7./コウは舌の前部が黒く､円形の葉色戊がある(松

原 】955)た桝こ両者は容易に鼓別することができる0両助 士北海道の全沿岸であきされるが､日本海沿岸

ではキ71/コウが多く､太平洋､オホーツク海沿梓ではアンコウが多い (上野 1966)｡

全滋のキ7./コウ漁獲Jtは漁獲統計が盤っていないたかこ不明であるが､余市郡漁業協同掛合の汎集統計

賢料によると､本牧の漁獲JLは1985年から1988年まで15-48トL/で推移していたのが､1989年には156トノ

と急軌 こ増加した｡キア'/コウに関するこれまでの知見は龍めて少なく､この上うな漁集A急増の事例は報

告されていない｡そこで.34去10年間の余市都漁業協同風合の漁集統計苧料および市場gI圭の虎児ならUTに

増毛漁業協同範合の漁搬 計幣科をもとに､最近の漁集JL変化を検討し.若干の知見を得たので報告する｡

報文番号 A173 (199】年3月25日受理)
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材料および方法

本報告に用いたキ7'/コウの漁集Jt(kg)および水掛 f金顎 (円)は余市EB漁業協同組合の漁集生産高月

報および増毛漁兼協同組合の漁集生産高搬告から得られた｡平均単価 (円/ks)は水掛 f金領を漁凄tで除

することに上って推定 し､夏季 (6月と7月の平均)および冬季 (10月と11月の平均)について求めた｡ま

た､1989年6-7月､1989年10-11月､1990年6-7月および)990年)0-11月に､余市郡漁業協同抱合に

水軌 ヂされたキ7ソコウの 1箱当りの延長 と尾故を船毎に記寿 した｡1矧 こ枚赦尾入っている場合には､1

満の盃Jtを箱に入っている尾教で除することによって 1尾当りの休息を推定 した｡また､1990年10月には余

市郡漁業協同組合に水軌 ヂされたキ71/コウの全長 (】00単位)を湘定 した｡

結 果

急事JLの変化

余市職 業協同抱合におけるキ7ソコウ漁鼓1 (FI昔1)は1981年以降増加 し､1983年に130ト'/を記や

したが､その按息兼に凍少 し､】987年には15ト./を下回った｡しかし.1988年から再び増加 し始め､)989年

には急増して最近10年間のA高値 O56トソ)を放 した｡ 留萌管内の増毛漁業協同組合における1984年か

ら6年間のキ7I/コウ漁凄Jt(FIE.1)も余rF機 業協同阻合 と類似した変化を示 し､】984年以降しだいに

減少 し､1989年からは増加に転 じた｡つぎに,余市EB漁兼協同掛合におけるキ7I/コウの月別漁atJL(FIg

2)をみると､11月から7月までの漁集Jtが多く､8月から10月は少ない｡また､汲艶丑のピークはおおtr

ね冬季 (ll-2月)と夏季 (6-7月)の2回みられる｡夏季のビーク時における漁獲且 は冬奉のそれに

比較して多い｡さらに､夏季ピーク時の漁集tの年変化は大きく､年間の変化と一致 しているが､冬事ピー

ク時の漁蓑Aの年変化は夏季に比較して小さく､木簡の漁獲土の年射 い土王に夏季の汲集JLの相称こ形8さ
れることが示された｡

O
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1981 1982 1983 19841985 1986 1987 1988 1989 1990

F'g1Anrrualchangeslnland.ngoILopittLSlttLLLo7LatYo.chl(closed
clrC)eandclosedllne)andMashlkeFlsherleS(openclrCIeand

brokenI)ne)Coot)erat10nfrom1981lol990andfrom1984to

1989respect)ve)y.

汝書物の拝JL範成

ihBEJの息q?した1989年と1990年の漁生砂 )大きさを検討するために､6-7月(夏季)と10-11月(冬季)

に余市郡漁業協同組合に水掛 1されたキ7I/コウの体重 (ng･3)をPlべた｡
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冬季に汎集されるキ7/コウは夏季よりも大きく､この便向は1989年と1990年の両年に共通 してみられる

が､両年の体丑組成は明らかに異なっており､1990年のキ7./コウは1989年J:りも大きい｡すなわち､1989

年のま孝には体並のモードは2kg台にあり8kg以上の個体はみられ小 ､が､1990年には3kg台にあり10kg以

上の大型個体も漁獲されている｡また､1989年では1-3kg､1990年では2-4kgのキ7ソコウがそれぞれ

全体の約80%および的60%を占めているのが特徴である｡一方､冬季においても1989年には4kg缶にモード

があったが､1990年では6kg台にモードがみられる｡

全長-拝Jl的辞

余ffi郡曲集協同風合で10月に湘定した全長と体虫の閃尉 まFk･4に示すとおりで､次に示す関係式が得ら

れた｡

BW=5.97×10~6×TL326 (r2己0,957)

ただし､BWは体ZE (単位kg)､TLは全長 (単位血)である｡

全長一体東関係から判断して､約50ロ口で2kg台.約60mで3kg台､約70Qnで6kg台に成長すると考えられ

る｡
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考 察

余市郡漁業協同組合において､キ7./コウは1983年に130トン漁差されたが,その後】986-1987年には･

約15J･/まで急汝に狭少した｡しかし.1989年には再U増加して)983年以上の水準に達しも このようにキ

7･ソコウの漁集且は大きな年変動を示すが,いずれの年にも6-7月と11-2月に2回の漁aiJtのビ- ク

がみられた｡また､雨季菊間では､漁鼓されたキ7./コウの体重鼠攻が異なっていた｡キアL/⊃ウIi政利L

Rに上って漁差されており､6-7月にはヒラノ産卵群を対象として漁業を行うた桝こ､4･5-6寸(149

～19.8m)前按のE)合の刺し網が用いられるのに対して､l卜 2月ではキ7ソコウを主対象とするために夏

季に比べて大きTiEI合 (1尺前後)の刺し網が用いられるようになる｡そのため､苦手には小さなキ7/コ

ゥが中心に漁獲され､冬季には小さなキ7 /コウの漁集が少frくなったと考えられる｡しかし､漁業者から

の附き取り鞠釜によると､1989年はキアンコウ漁業への恥肺が充分できなかったために､冬季に6寸前後の

刺し網も使用し､1990年に比べて小さな日食のものも多く用いられたようである○

キ7･/コウの年ra一成妓関取 i仙台帝 (小坂 1966)および東/ナ海 ･3(海 (時帥王か 1990)から報告

されている｡仙台荷では沸1鼓で抹2I体長が約25m､1･5iAで約4〔bであるが,東/ナ海では1故で全艮10

cm､2故で370｡､3故で54odと,両海耳の抵史は異なっている｡両桝 とも体艮凪虎のモードから推定して

ぉり､群折手法の不ji正によるものか.海抑こ上る轟かは明らかでなく､これらの縫巣に11間掛 切 る｡ し

かし､成艮且が両海域とも1年で15cm以上という点では一致しており､キ71/コウの成長は早いことが予想

される｡当海域で漁獲されたキ7ソコウの体並取成のモードは､1990年が1989年に比較して､夏季にはlk8､

冬草では2kg大きく､全戊では約10cmの垂があると推定され･l経 度の差があると考えられる○冬季につ

いては先に述べたように､両年問で刺し網の目合が共なっていることから畔純に比較できないが･夏季にお

ける漁集物サイズの年射 ヒおよび1989年に 1-3kg､1990年には2-4kgのキ7ソコウが･それぞれ約80%､

PIB0%を占めていたことから判断して.両年の漁&物が主に上皮の大きな1年抜群に上って溝成されている

ことが示唆された｡一方.漁業者の叩き取りiI圭に上ると､1989年と1990年の冬季にはキ7/コウと同時に



Table1Landlng咋g)offlounder

ParaZ乙CんiんysoJIUaCe･LSat
YolchlFtsherleSCooperation
betweenOctoberandDecernber

ffOrn198Llto1990.

Year landlng(kg)

53.832

15.498

5ト959

39.579

29.444

18.311

17.248

北海道西部沿#域におけるキ7ンコウ漁凍tの息叫 17

刺し網漁業の対象となるヒラメの漁獲Jtが少なかっ

た(Tablet)ことと.キ7ノコウが夏季に丑漁であっ

たことから､キ7ノコウへの漁集努力が増加したこ

とが示された｡以上のことから判断して､キア/コ

ウ漁集丑の増大は､夏季では生皮の大きな年抜群が

出現 したことに主に起因しているが､冬季ではキ7'

/コウ資源に対する漁集努力Jtが増加したことが大

き7'L原凶と考えられる｡

キ7ソコウの1989年の平均単価は冬季で約1.700

円/kg､夏季では350円/kgと約5倍の差があり､

商品価値は大きく異なっているCまた､夏季におけ

る漁獲Jtの増加は､冬季での漁集且を滅少させるこ

とになり､今後注意をはらう必要があろう｡

要

道西El本海に面する2漁業協同組合 (余市郡および増毛漁業協同組合)における漁獲統計から最近のキ7

/コウ漁獲量の年変化について検討した｡

1 余市郡漁業協同組合におけるキ7ソコウ漁獲且は1983年に130トL/を記鐙したが､その後急激に減少

し､1987年には15トンを下回ったoLかし､漁獲丑は1988年から増加し始め､1989年には急増して最近10年

年間の最高値 (156トノ)を記録したCまた､増毛漁業協同組合でも1984年以降しだいに減少したが､1989

年からは増加倖向に転じた｡

2 冬季に漁獲されるキ7ソコウは夏季よりも大きく､この便向は】989年と1990年の両年に共通してみら

れた｡しかし､両年の体重組成は異なっており､1990年のキ7/コウは1989年よりも大きい倖向がみられた｡

3 夏季における体脆親戚のモードの年変化と1989年に1-3kg､199畔 には2-4kgのキ7ソコウが､

それぞれ約80%､約60%を占めていたことから判断して､両年の漁煮物が主に鼻度の大きな1年級熟 こよ･)

で構成されていることが示唆された｡

4 漁業名の聞き取り鞠査によると､1989年､1990年の冬季には､キ71/コウと同時に刺し網漁業の対救

となるヒラノの漁獲丑が少なかったことおよびキアンコウが夏季に丑漁であったことから,キ7/コケへの

漁獲努力が増加したことが示された.

5 キ7ソコウ漁獲免の増大は､宮孝では濃度の大きな年抜群が出現したことに主に起因しているが､冬

季ではキ7ソコウ資源に対する漁獲努力Aが増加したことが主な原田と考えられた｡

文 献

小坂昌也 u966) キアンコウの食生活 東海大学紀要 海洋学部 1 51-69

松原苗代松 0955) 魚櫛の形億と倹策 n 窮1版 1342 石崎脊店

時村宗春 .-#田 仲 ･北島忠広 (1990) 東/ナ海 ･黄海における7ノコウ･キ7/コウの分布について

平成2年度日本水産学会春季大金講演要旨 9

上野連泊 (1966) 北海道近海の魚 227-/コウ･イザ1)ウオ･チ7ウチ/7t/コウ痢 北水5t月報
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北 海 道 後 志 沿 岸 の 海 藻 '

名 畑 進 一

(北海並立釧路水産拭輸幼)

ListOfmarinealgaefrcm theShirlbeshicoastofHokkaido

Shin-1ChiNABATA

no比aidoKLLSh汀OFl∫hen-SE甲 rLれ飢EalSta上wn･
Kd m).Eokk¢ido085.JaTm

Thepresent】lStCOmPrises233speciesol rrnrlnealgae.330lwhlChbelongto

Chlorophyceae.57tophaeophyceaeand141toRhodophyceae.andtwospecleSOEsea

grasshlthertocollectedandrecordedfromtheSh)rLbeshlCOaStOIJlokkaldo･

ToK_1DAand■入hSAKlが1959年に報告した忍路を中心とする後志沿岸の海業EI軌 ま,今日まで多くの文

献に引用されてきたoLかし30年を色点した現在では､このEl寿に新たに追加される社も多い｡本報告は､北

海皿立中央水産紬 壌増泉部海藻料が王として1985年から1986年に操典した海業横木と著者が1989年に採

集した海藻岸本(注目､北海道大学理学部標本室 (SAP)の所産海幕標本､および既往の文掛 こ上る記軽か

ら､北海道後志沿岸 (図1)に産する海藻EI促を作成したものである｡凝集33洩,椎葉57鹿､紅葉141種､

140oE 142oE 144oE146oE 事内lLD

1._損 ,

組 立

LrjF l

o t0 20b

･:海集の採集･記号地

l,海岸鰍こおける市町村の境非

図1 北海Jl後志沿#国

報文番号 A174(1991年3月25日受理)

･ 本報告は平成元年鹿北汲述+且委托研体の一部であるo



20 名 畑 進 -

海産顕花植物28Eの合計233雀を記tした｡

海藻の学名と配flJは音圧=まか (1990)に従った｡記領は学名 ･和名.産地 (採集月)-中央水釈岸本番号

一産地 (採集月)-SAP (棟木番号は省略)の脈とし､標本のfzい幼合または必要に応じて産地とさ考文献

を記した｡卓考文机まToKIDAarLdMASAJO (1959)で引用されているものについては､同文献で代表させ

た｡lzお学名右月に`印を付したものは､ToKTDAandhlASAKl(】959)の日鍵に新たに追加された62嶺

である｡

本文に入るに先立ち.SAP閲覧の御許可と御柏斗おJ:び本舗の御校閲を賂わった北海道大学理学部救援吉

田忠生tS士に心から拝謝するとともに､恵方な助書と★韮TI標本の提供をいただいた同助叔授増田道夫博士

にFFくお札申し上げる｡また兼帯石沢集の同定と紳助書を陰った同水産学滞名書救校正tl大坪博士に蔑ん

で感謝の意を袋するとともに､多くの有益なd̂助書をいただいた同理学範川井浩史tl士.小A一弘氏､北山大鞘

氏､峯一朗氏に深く謝意を衷する｡さらに*Elな標本を提供していただいた北海道立網走水産訳換壌阿部英

治氏と故 ･垣内改宏氏､および調査に便宜を図っていただいた北海道大学忍路蛭海奨換所信太和郎氏に厚く

お礼申し上げる｡

CHLOROP汀YCEAE 掠集約

CHl.OROCOCCAl.ES クF'ロコックムEI

Erdosphaeraceae エ'/｢スフ1二王ラ斡

IGo,w nt8a 7X･ZyTh.za(L̂ cERHEtM)BoRIIFrelFL̂JuULT カイ ミドリ

小縛(ToKIDAandMAs人KI1959)

ULOTRICIlAl.ES ヒt='ミドp目

UlotTIChaceae ヒt='ミrp科

2 Uんthrtafl-eyl(DILLWYNITHURETinLEJous ヒビミrEZ

忍絡 (ToKIDAandMAŝKl1959)

CJ-LARTOPJ･IORALES カユ ト7*ラE]

Chaetophoraceae カエ ト7一ラ柵

3 BoZboc･oLeon7)LZtfe71- PRtNGSHEIM◆
忍路 (小色･吉田 1988)

ULVAI.ES 7オサ目

KoTLlmannlaCeae モツキヒト工科

4 Km ma7LnLaJ甲tOde-a(KJELLMJLN)BLTDING モyキヒト-

忍措 く5月)-00027 銀推 (5月).茅沼 (5月)､発揮 (4月)-SAP

Monostromataceae ヒトユタサ科

5 MoTWStrO7naan9tCaVaKJELLMAN エゾヒ トエクサ

忍路 (4月)-00026:忍措 く3月)-SAP

6 MoTWStnma9Teu8JZeとtTHURET)WlTTftOCI( クスヒトエクサ

忍林 (ToKlDAandMASAKI19591

7 Proto7nOTWStrOTnaWdTLLattLm (WITTROCK)VINOCRADOVA シワヒトエクサ

忍路 (4月)-00016 茅沼 (Ll月)-SAP

UIvaceae 7オサ糾
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8 BZLd8779W 仇LnlTna(NよGELlinKijTZlNG)KYLM ヒノアオノ リ

忍結 く3･6月)-SAP

9 Entero,no,phaco,,VCOSLa (LINN̂ EUS)NEES 暮. ヒラ7*ノ リ
忍絡(6･8月)-00062-64･忍絡(8110･-lュ月)-SAP

10 ETtteTO,n叩 血 inteShnaL89 (LTNN▲EUS)NEES ポウ7オノ リ

忍路 (8月)-00066､横谷(9月)-00065 忍持 (11月)-SAP

ll Entero7W叩haJITLZa (LINN人EUS)JIAGARDH ウス′く7*ノ l)

忍路 (5月)100060､磯谷 (519月)-000)00006):忍路 (3･5月)､塩谷(5月)､美津

(6月)-SAp

12 EnL- ,W.7,血 proJとfqa (MuLLER)∫ AGARDH ス･}7オノ リ

忍祐 (7月)-00059

13 uZzJaPeTttLJYZKJELulAN アナ7オサ

忍絡(4･9月)-00023-24.JF苫 (9月)-00025.忍絡(5･9-to月)､塩谷(5月)､茶津

(7月)､寿都 (4月)-SAP

14 (伽- aobsC･- (KuTZTNG)GAYRJu var･叫tt乙(ARESCJIOUG)BL-DZNG ク.7ヒ トエクサ

忍路(5月)-00017.00022●祝津 (5月)-SAP
ACROSIPHONlALJi:S モ yレグサEI

AcrosIPhonlaCeae モツレグサ糾

15 57"7L90mOγPhaheterocJadLaSAKAT' イ ブ.)モツレグサ

忍路 (3･5月)-SAP:忍路 (宮地 1986)

16 STX)TL90m07,ha sax的 ゐ∫ (RupRECHT)CoLLTNS トゲナ シモツレグサ

忍路 (5月)-00028:忍絡(3月)-SAP

17 uTOSPOra7".tWIZZlfo77nl∫ (RoTH)ARESCHOUG /リオ ミrF,

忍路 (4月)-00281

CLADOPHORA上丘S /オクサ 日

Cladophoraceaea ノオ〆サf4

18 C血 etomoTPhaeTea(DILLWYN)KiJTZING タルガタゾユズモ

忍絡 (1月)-00208

19 CんαelombT下血 C'assa (C AĜ RDH】KiiTZINC ホソジーズモ

歳谷(5月)-00009

20 C血eto,,LO甲山 noTuL19m KJELLMAN タ7ジ-ズそ

忍稀 (7月)10002) 肺良 く7月)､川白 (8月卜 SAP

21 αadophoraaLbtda (NEES)KiiTZING ' ワタ ンオ〆サ

忍粘 (7月)-0026) 忍絡(7月)-SAP 小帯･肺鳥 (SAK▲IJ964)

22 CLa叫 ra/wcICtLl- 3 (MERTENSexC AcRDM)KiJTZlNG'フサ /オタサ
忍路 (7月)-SAP .永土 (SAKAI1964)

23 CLad甲山raof- SJLFu J yヤナ /yオ ブサ (-イイ pシオ グサ)

忍絡(7月)-00268､厚苫 (4月ト00259､神恵内 (5月卜00260･忍路 (7月).塩谷 (7月)

余別 (6月).美津 (7月)-SAP

24 Cl叫 n 7W IZLa SAXAT' コシオタサ
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朝里 (SAJuT1961)

25 ClodoThTa血 は AB80TT ◆ 7サ ミドリ/オグサ

赤岩 (5月)-00258,歌島 (7月)-00269 忍絡(6月)-SAP 柴国 (SJuLAH964),神思内

(垣内ほか 1983)

26 αad甲血TaSt8TrpnTtltHARVEY ' キスソオグサ

白岩 (5月)-00257:忍路 (6月)､桃内 (6月)､蘭島 (6-7月)-SAP 忍路 ･小溝

(SAKAI1961)

CODIAl｣ES ミルEI

Bryopsldaceae -ネモ科

27 Bケア7-9hypTt仇desL̂ MOUROUX オJ(ナ-ネモ

耳苫 (9月)-00032 忍路 (8月)-SAP

28 BT307mS〆 u7W Sa (HuDSON)C AcA7tDH ● -ネモ

忍路 (7･9月)-00030-31､取払 (7月)100029●神港内 (lii内はか 1983)

ChaetosLPhonaceae ケー ト/7ゴ-/料

29 fiEastoTyLy皿 rhlヱOPW REtNKE 7ワミrI)

萩捲 くToKIDAandMASAKt1959)

Codtaceae ミル科

30 Cod8LLm adhaere'tJ'(C▲BRERA)C.AGAftDTf◆ - イ ミル (tt2)

島牧 (福原 1958)

31 CbdlZLmfraSlZe (StJRINGAR)HARIOT ミル
忍路 00月)-00013-14､歌島 (7月)100020:忍路(8月)-SAP

32 CbdHm htLbbsll D̂ wsoN + -イ ミルモ tTキ

厚苫 (9月)-00013-14:忍路 (吉崎 1974)

33 Cd LZLm 3･eZbe71cc (ToKlDA)VINOGRADOVA エ'/ミル

高島 (10月)-00282

PHAEOPHYCEAE 得策N

ECTOCARPALES /オ ミtrE'EI

Ectocarpaceae /オ ミrp斡

34 Ac171etO甲 ,ra- ntta (CARMICHAELexHARVEYinHoot(ER)KoRNMANN ～

忍格 (5月)､余市 (6月)､盃 (6月)-SAP

35 Ectoea'-甲 arCtuSKiiTZLNG' ヶ ナ y/オ ミドp

余市 (6月)-SAP
■

36 Ectoc¢ケ叩 PeTtLe-〟attLS(C AGARDH)KJELLMA州 エフデ/オ ミrp

神港内 (6月)-SAP

37 EctocaT叩 ∫u8CuLow (DlLLWYN】LYNGBYE シオ ミrp

忍路 ･小樽 (ToKID̂ andMASAXT1959)

38 GoTWTL～maaeCu■08des(RosENVINGE)PEDEftS帥● ヮカJヤ rリミドp

老格 (吉田 Ⅰ979)

39 ELnCksw'nttCheuae (HARVEY)SLLV̂ ' タワラガクッオ ミドp
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神港内 (6月)､盃 (6月)､発布 (6月)-SAP

Sorocarpaceae イ ソブ ドウ科

40 BoLryleuamCrO,,LO和 BoRY イ ソプ rウ

忍路 tToKIDAandMAsJu(I1959)

41 PoJytre山 r-血Ldil(REINKE)S▲uvAGÊU- キタシオ ミ←p

忍絡 (315月)､粥島 (6月)-SAP=忍路 ･珊島 (KuROGT1978)
RaJfsLaCeae イ ソガ ワラ料

42 AnaんT- )aFK･n8CZLS(HAfrVEY)WYNNE てツモ

超路 (2月)100038:忍路 (3･5月)､張碓 (5月)､余別 (6月).茅沼 (5月),芳容 (4月)
-SAP

43 RaL/CtafunglforniS(GuNNERUS)SETCHELLetĜ RDNER イ ソガワラ

歌島 (7月)-00264

CHORI)ARIAl,ES ナ*'ITツモEI

AcrotrlChaceae ニセキズ ク科

44 Acrothrは yraCHけ KyLIN t キタニ七モズク

忍絡 (KAWAl1983)

45 Acrothrt3PaCLftcy10Ju tURAetY仙t̂D̂ inYÂtADA 二七モズ タ

白岩 (7月)-00128

ChordarlaCeae ナガワツモ榊

46 ChordarlafZa9eJZtforTn乙∫(0 FMuLLER)C AGARt)H ナガ7 ツモ
管内全域 (ToKlDAandMAsAKT1959)

47 PapenftLSSLeJZakuromo (YENDOHNAGAKl クpモ

忍格 ･鶴推 (Tot(IDAandMAsAf(T1959)

48 S戸山 eTOh cんIadlUarWata(C AGARDH)KYLTN イ ノモズク
忍路 (9月)-0012g 忍格 (8月)､銭函 (5月).蘭島 (7月),呼苫 (7月),蕊 (8月).

茶津 (7月)-SAP

E)achJStaCeae ナ さてタラ糾

49 EZach80tataenLaefoT7nけ Y･u1人DA ヒルナ ミ7 タラ

忍路 tToKlDAandM▲sAxl1959)

50 naLoLhrt,xa,njtgLa Ŷ MAD▲ ソJワケグサ

塩谷 (6月)-00130:忍路 (3月)-SAP

Leathesiaceae ネノミリモ料

51 LeaLh̀∫lad8fforT,Lけ (LTNNAEUS) ARESCHOUG ネJ'リIe

忍鮪 (7月)-00057,歌島 (7月)-00058:塩谷 (3月),余aJ(6月)､Jll自 (8月)､美津

(7月)-SAP

52 L化Lhw La TW7WL乙Ceuu血taT̂ K̂ MATSU ◆ ナ･/キ ンネJlリモ

亜堆くlN▲GAKl 1958)

53 Lealhes-aspheTOCeT- aY仙lADA ● ･ヒノネ,=1)モ

FF苫 (北海道 1975)

54 LeathestaỳzDe,LnSINACAXI コップネ.こ1)モ
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忍絡 ･髄推(Tor(JDAandMASAK71959)

55 〟yrlaCILLlasar9aSS乙↓(YENDO)FELDMANN j'/チ/リ

小樽(ToKIDAandMAsAK11959)

Myr10nemataCeae ミt)*ネ7科

56 ProtectocarpuJIST,eC乙Oj- (BgRGESEN)Ko･.NM･UNI
忍路 (ュo月)-00267

SCYTOSIPHONALES カヤモノ l)目

Scyloslphonaceae カヤモ/ リ料

57 CoJfX,7nenta血JZosaHŜ uNDERS)YAMADA ワクモ

赤岩 (5月)-00095･忍銘 (3月)､茅弔 (4月)-SAP

58 CoJ7X,'nenもaSlnW Sa(MERTENSexRoTH)DERB主setSOLIER･nCAsTAGNE7クり リ(注3)

忍路 (4･7月)-00043-44､歌島 (7月)-00045 忍路 (3月),塩谷 (8月)､余別 (6月),

筆内 (6月)､茅沼 (5月)､瀬棚 (3月)-SAP

59 Ehdrac血eI,mgha,,LlaeJ･AGARDH ■ -/くノ')

忍路 (2月)-SAP

60 PetaZontafasc乙a(0 F MiiLLEft)KUNTZE -t:イヨウ-/く/ リ

忍路 (2月)-00096 忍路 (2-3月)､肺良 (3月)､神恵内 (4月)､瀬林 (6月)､瀬棚

(3月)-SAP

61 PetaZonLaZOStenfoJla(REINKE)KuNTZE' ホ ノ,'七イ ヨウ-.,I/リ

忍路 (12月)-002511銭函 (5月)-SAP

62 ScytosLPhon Jo7nentana(LYNGBYE)LINK カヤモノ')

忍路 (2月)-0003g 忍路 (2月)､銭函 (5月)､張碓 (5月)､塩谷 (5月)､野塚 (6月)､

余別 (6月)､茅沼 (4月),茶津 (6月)､瀬棚 (2月)-SAP

DICTYOSIPHONAl.ES ウイキョウモEE

AslXrOCOCCaCeae コモンプクロ科

63MeZanoSlPhon mtest乙,uZl乙∫事(SAUNDERS)WyNNE■ キタイ ワヒゲ

忍捲 く4月)-00263

Collodesmaceae ェ /7クp科

64 CouodeS･TTLeja7XmLCaY仙tAt)A エ l/7クF]

管内全域(ToKIDAandMASAKI1959)

DICtyOSlphonaceae ウイキョウモ科

65 D乙CtyOSaPんonfoe,LICulacezLS (HuDSON)GREVlLLE ウイ牛 ,ウモ

忍路 (6月)-SAP

Punctar)aceae -,(モ ドキ料

66 Pu'LClaraaZaわfolw GREVlLLE -ノミモ ドキ

厚苫 (5月)-00126●忍路 (3月),塩谷 (3月)-SAP

67 PunctarLaPZanta9tnea (RoTH)GREVILLE ◆ -,:〆てy

忍絡 (太田 】984)
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SPJ･1ACELARIAI.ES クロガ /ラ目

SphacelarlaCeae ク.'Nゾラ料

685Th elanangtdtLZaKiiT之ING' ヮイ-)ガタ クロガ,ラ

磯谷 (7月)-00127

69 5phaceJana subfwcaSETCHELLetGARDNER ミツてタクロガシテ

忍路 (ToKIDAandMASAXI1959)

70 57hceJana yanablZl∫SAuvAGEAU 7タザキ クpカンテ

忍路 (3月)-SAP

I)ESMARESTIALES ウルソグサ EI

DesmarestlaCeae ウルソグサ科

･▲ LJesmarechaZ乙DZLlata(STACKHOUSE)LJuOUROUX ウルシグサ

忍路 (5月)100042:忍路 (4月)､茶津 (6月)､茅沼 (4月)-SAP

72 Des,wres如 t,8ndLS (MiiLLER)L,u40UROUX ケウル /グサ

忍路 (5月)-0004l:忍路 (3･5月)､野塚 (6月)､牢内 (6月)､茅沼 (4月)､茶維 (4

月)-SAP

LAMINARIALES コンプ目

AlallaCeae チガイ ソ斡

73 UThrもaPL7LTLatもfLda (H▲RVEY)SuRINCAR ワカメ

忍路 (5月)-00034､赤岩 (2月ト00070 忍路 (3･5月)､茅沼 (5月)､茶津 (7月)-SAP

Chordaceae ッルモ科

74 Cho,血flltL7n1(LINNAEUS)STACK710USE ノルモ

忍路 (5月)-00040.忍路 (5-6月)､茶津 (7月)-SAP

LammarlaCeae コンプ科

75 APan TTLCm bromTn BoRY 7ナノ

塩谷 (6月)-00048:鎖谷 (9月 打ち上げ)-00046-47

76 Costanacostata(C.AGARDH)SAuNDERS ス リノ

赤岩 (5月)-00033:忍路 (3-4月)､野塚 (l月)､茅沼 (4月)-SAP

77 La7n乙nanaC乙Chorw一d¢sMryABEinOKAMURA チヂ ミコンプ

管内全域(Tot(IDAandMAsAJ(I1959)

78 La,,L乙Ttar柑 Tel89WSaMTYAZLEinOIくAMURA ホソノコ./プ

忍路 (2･5月)100035-37 忍路 (4-6月)､朝里 (8月),珊島 (6月)､野喋 く6月)､

辞内 (6月)､川白 (8月),歌棄 (9月)､瀬棚 (3月)-SAP

Pseudocholdaceae 二t y/L,モ料

79 PsetLdochoTdaPraCもJIS KAWJuetNABAT̂ ◆ .+ノyルモ

磯谷 (K▲wJu etNABATA1990)

DTCTYOTALES 7 ミリ〆サ 日

DICtyOlaceae 7 ミジグサ料

80 DtCtyOPL-∫dlZPnCata(OKAMURA)OKAMURA エ′ヤ-メ

忍路 (7月ト00098､赤岩 (5月)-00098:忍路 (5月)､塩谷 (5-6月)､余別 (6月)､
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軍内 (6月),茅沼 (4月)､茶津 (6月)､泊 (4月)､帝都 (6月)-SAP

81DwLyotadlehotoma(HuDSON)LAMOUROUX ア ミノ〆サ

忍路 (7月)-OO】24､厚苫 (5･9月)-00122-123､歌島 (7月)-00125 忍路 (Io月)､幾堆

(7月)､塩谷 (7月)､野塚 (6月),川白 (8月).美津 (7月)-SAP

82 Dtlophw okamuraeDA､vsoN･◆ フクリソア ミン

厚苫 (9月)-0012)

FUCALES ヒJく7タE]

Cystoselraceae ウガノモ ク科

83 Coccofh,ra～-gSdbTftt(TuRNER)GREVILLE ス+'モ ク

福島 (10月 打ち上げ)100271-273 小樽 (6月)､朝里 (7月)-SAP

84 CyStOSelra血kodaLensl∫(YENDO)FENSHOLT ウガノキ ク

鎖谷 (6月)一000L19.忍路 (6月)､茅沼 (5月)-SAP

Sargassaceae ホ /ダワラ科

85 Sar9aS･-花COnfLL-7,IC･Ac人RDH 7ソスジモ ク

忍路 (7月)-00052.君臨 (1･3-4･6-719･11月).鉄面 (7月)､弼島 (7月)､野等

(6月).余別 (6月)､茶維 (6月)､茅沼 (5月)-SAP

B6 SaTPaSSu,Ahornm (TuFtNER)C AGARDH アカモク

歌島 (7月)-00050-5) 忍絡 (4･7月)､小f8(6月)､盃 (8月),美津 (6月)､泊 (8月)

-SAP

87 SargaJP5WT17,LICrOCeratzzL7n(MERTENSexTuRNER)C AGARDH ' 7シ′イ トモク

横谷 (9月)-00246

88 5argaSSLL7nm13Pbe乙YENDO ミヤべモク

忍絡 (7月)-00055-56-忍路 (3-8月).銭函 (5･8月)､塩谷 (5月)､余別 (6月)､

神恵内 (8月)､美津 (7月)､泊 (8月)-SAP

89 SaTgL,Sum仙 7.be'gtt(MERTeNSexRoTH)KuNTZE ウ ミトラノオ

忍粗 く419月)100001､000541忍格 (4-7月)､鉄面 (7月)､高島 (6月).塩谷(5月)､

坪苫 (7月)､野等 (6月)､析丹 (7月).川白 (8月)､盃 (8月)､茅沼 (5月)-SAP

90 Sar9aS皿,ayeZOmJle(YAMJu)A)YosHID̂ etT IくoNNO エ ′ノネジモク

応払 (10月 fTち上げ)-00274､揮苫 (5月)-00053▲忍絡 (416-8･10月)､高島 (7月)､

境谷 (7月)､余別(6月)､川白(8月)､盃(8月)､茅沼 (5月)､茶維 (7月).泊 (8月)-SAP

RllODOPIJYCEAE 虹薫月

PORPHYRIDIALES チ/リモ自

OQnlOtLIChaceae べ二ミrp科

91 Ba'i9Wfm S S血･tnpiα(MotuAGTJE)ScrlM汀ZinENGLERetPRANTL4 -七ウシケ/.)
## (4月)-SAP

92 SEyゐnemaaZSld" (ZAJuRl)tM)DREW べ二三rp

忍路 ･小梅1狩都 (ToIくTDAandMAS,u(rl959)

ERYTIjROPELTl】)ALES ェ リスロベルティス目

EryLhropeltldaceae エ 1)スt'ベルティス科
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93 ErythrocLadlalγre9LLZarLS RosENVINGE: イ ソ-ナビ

忍粘 く11月)-SAP

94 ETythrotTWhLam rnea(DILLWYN日 AĜ 7mH ホ /ノイ ト

小f8･符帝 (ToKlt)AandMAŝ Kt1959)

95 ETythrotnchLaLnC7'WSLataTANJuu イ ソリボl/

## (4fn-SAP

96･ETyt̂TOtnCh乙a)aft,nl- ToKID▲ ホシノオ ビ

## (4月)-SAP

97 Po77*y7V7-ccOCCmea(IAGARDHexARESCHOUG)RosEW tNCE ヒナノ リ

忍絡 .小樽 ･塩谷 ･瀬林 (ToKIDAandM ŝAJtl1959)

BANOIALES ウシケノ iIEI

BanglaCeae ウシケノ リ糾

98 BqL91aatT甲u,Pu,ea･(RoTH)CAG▲RI)71 ウシケノ リ

忍路 (2･10月)10021900277.忍拓く2-3月).余別 (7月)､神恵内 (8月).茅'沼(4月)

-SAP

99 Bm91a9Zo叩 eZtidwoJaTANAKA 7ノ リノウシy

忍路 (1月)･00230

100 Po,phracrassaUEDA アyJ(77ノ 1)

対都 (ToKIDAandMAsAKT1959)

101 Po77hyrakatadaeMIUTu■ ソノワケ7マノ リ
余市 (3月)-00211-212:余市 ･秋葉 (福原 1968)

102 Po,少yrak乙TWS乙tae(YAh DAetT人NJuu)FuKt)HARA ウタス ツ/リ

秋葉(3月)100002-3･軟禁(3-4月)､帝都 (3-4月)-SAP:余市 ･歌棄 (福原 1968)

103 Poγphy,aokamzwaeUE:DA クp/ ')

余市 (12-】月)-SAP

IO4 Po77AyraoTtO乙UEDA オオノノ リ

忍粍(4月)-00217 忍路 (3-4月)､祝辞(3月)-SAP

IO5 Po77yLyrapSeZAdoZlnreWISUED̂ ウ'プルイノ l)

忍格(】2.-1月)-00213-214､符都 (10月)-00215:忍路 (11月)-SAP

IO6 Po'〆yras･nataKJELLM▲加●ィチ7ツノ リ
余市 (5月)-00220:余市 (5月)-SAP

107 Po'phyra vanejPta(KJELLMJUJ)K)eLLM̂ Nin hus 7イ リタサ

余市 (4月)100222I祝津 (4-5月)､塩谷(5月)-SAP

IO8 PoTT*y,ayほ- 1SUED̂ スサ ビ/ リ

忍路 (2･4､･5月)-0022810021800286,忍絡 (3-6月1.或姓(3-5月)､塩谷 (4月)

歌兼 (4月)､帝都 (4-6月)-SAP

NEMAI,IALES ウ ミ/ウ ノ'/EI

AcrochaetlaCeae 7クpケチウム科

lo9 ALLdotLとneZZa血 ICSH (DILLWYN)WoELKERLINGl一

忍路 (LEE1980)
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Ilo ALLdotL8neJZadeTtm (DREW)GARBARY●
忍路 (LEE:1980)

ll1 AudoulndJa)afX)ntCa(PJLPENFLUSS)GARBATn･ ベニ7ユダヤ

小樽 ･塩谷 ･帯群(To7(TDAandMAsJuU1959)

Il2.AzLdoLL171eZZamL打 OSeOPl- (NXcELTinKijTZlNG)WoELKERLMG '

忍路 (LEE1980)

113 Audoum ùaPLtLmOm (DREW)GARG人RY◆
忍路 ･塩谷 (LEE1980)

114 AtLdDut,LenafXtT7- ea(LIGTHFOOT)WoELl(ERLTNG◆
忍路 (太田 ･鼎木 1979)

115 AILdoLLITMJJasesstJ乙∫(N K̂AMURA)GA7柑ARY ●

忍絡 ･塩谷 (LEE1980)

日6 ノJlLdotandJa∫祉btTnn eTSZm (SETCHELLetGARDNER)GARBARYetRuENESS
小樽 ･乃林(ToKIDAandMAŝJ(I1959)

BonnemaJSOnlaCeae カギケ/I)料

)17 BonnemaHY)nla血mtfeTaH▲RlOT カギノリ

塩谷 (6月)-00107､神恵内 (5月)-00106.歌島 (7月)-00108:忍路 (3月)､塩谷

(3･5月)､挑内 (5月)-SAP

HelmLnthocladlaCeae ベニモズク科

目8 Ne7naZwnyemLもCILjareSuRINGAR ウミ/ウノ/

忍路 (7･9月)100072-73.厚苫 (9月卜00071 忍路 (6-11月).祝津 (7月),張堆

(7月)､湘鳥 (7月)､川自 (8月)､兼津 (7月)-SAP

OELIDIALES テ'/グサ8

0elldlaCeae テ /グサ科

119 ccJtd乙ZuneZe9aTW 7(uTZtNG l7クサ

忍絡 (7･9月)-00142-143 忍路 (3-4･6-719月)､銭函 (8月).高鳥 (4月)､塩谷

(7月)-SAP

120 Celld一lL,P.3LLbfash91atu,AOKAh4URA ナノ7'〆サ

忍路 (2･10月)100】40-)4)

12l CeJLdもtLmZ,a9um OK･ulURA ヨt,クサ

忍路 (5･7月)-00137.00Ⅰ39､塩谷 (7月)-00】38:君島 (6月),塩谷 (6.7.9月)､張碓

(7月)-SAP

122 PIcroeLadlaCdPtlZacea(GMELIN) BoRNET inBoRNETetTHURET オ,'クサ

忍路 (7･9月)-00135-136､歌島 (7月)-00134-忍掩 (9月)-SAP

CRYPrrONEMIALES カクレイ ト日

Cora=lnaCeae サンゴモ科

123 7̂秒ITOaZOTtataYENDO● ウスカワカニノテ

忍路 (ュo月)-00181

124 BossLeZlaCretaCea (PosTELSetRupRECHTH o111NSEN イソキ 1)

qg (9j0-00)02
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125 CoraZJ乙naPIJullf打aPosTELSetRupRECHT ビリヒ,i

忍粗 く5･7月)-00103-105

126 FosJも丘L血 Jannosa(L仙10UROUX)HowE● ィポモカサ
忍路(M人S人K11968)

127 GontoんtんTLTW7mLLare(HARVEY)Post.TE イポイノモ

小楯 (ToKlDAandMAsAX11959)

128 Jan8a7187W n8ccr(YENDO)YENDO + ゥラモサズキ

神恵内 (垣内ほか 1983)

Ⅰ29 Lttho〆yZZ.- oka,nuTà FosuE ヒライポ

忍路 (Io月)-DO265

130 LIL叫 yZんmsamoenseFosuE● サモアイ yj'F]モ
超絶 (MAsAxT1968)

131 LとthoTわlltL,aye7血 L(FosLIE)FosLIE ウミサビ

管内全域 (ToKlt)AandMASJU(I1959)

132 L乙t叫 yZLzLZRyeSCOe,LSeFosLtE エ/イ yゴT]モ

歌島 (7月)-00162

133 Luんはha,n7nWn}甲 X･nl-n FosLlE ミヤべオ コ y

忍絡 (7月)-00163

134 Neo90nWJlthonsp ' イシノ ミモ ドキ属の 1種

忍路 (7月)-00231

135 Pneo〆yZJz- zoS̀erLCOZum (FosL陀)Fu)lTA モカサ

忍路 (5月)-00254､厚苫 (9月)-00253

136 TLtanOdenacoTaLんnae(CROUAN Erat･)WoELKERLING,C托▲MZlERLALNetSILVA

ヒノゴロモ

忍路 (MAsAKl1968)

137 TltaTWdeT7natunL乙血 Jtm (FosLIE)WoELlくERLING.CHJu18ERLAINetSTLVA ノリマキ

忍路 (ToKlD̂ andMASAf(11959)

DuLTIOntlaCeae iIユウキ./ソウ料

138 DLdremay2,nL,LLmaOK仙tURA ● ヒノヒビE,ウ r

椿事 (北海道 1979)

139 LhmmtlaCOTLlorta(GMELIN)RUpRECHT リュウそ./ゾウ

朝里 (5月)-SAP

)40 LhL7nOntもaSlTnPJex CoTTON -ラリュウモノ

忍絡 (2月)-00007-8･忍路 (2-3･10月)､小樽 (3-4月)､神磁内 (4月)､茅沼 (5月)､

対価 (4月)-SAP

141 nyllosLが-LaCae甲ItOJt10KAMUR̂ イ /ウノモ ドキ

忍絡 (5-6月)-00080-82､白岩 (7月)-00082-忍路 (5-7月)､小梅 (6月).高島

(6月)､塩谷 (5-6月)､珊EjI(6-7月).余別 (6月)-SAP

142 NeodlLseaye,血 naTot(Tt)A アカ,;

忍柊 (2･7月)-00004-6.00132:忍蹄 (7･10月)､塩谷 (5月)､余別 (6月)､厨丹 (7月),

茅沼 (4月)､茶砕 く6月)-SAP



30 名 畑 進 一

Endo(:LadlaCeae 7ノ1J榊

143 ClowpclhSfurnta(PosTELSetRUpRECtlT)JAGARDH 7クp/ リ

忍路 (4月)-0006g､赤岩 (5月)-00068.歌島 (7月)-00069 忍路 (3･5月)､股推 (5月)

茅沼 (5月)､茶津 (6月)-SAP

Glo10SLphonlaCeae イ ト7ノ リ科

144 GloeoT*y- koreanzL7n IK LEEetSA Yoo ' オ トヒノモズ ク

忍絡 ･島牧 ･兼国 ･祝辞 (KANEKOetal1980)

145 αow s甲 山 7- Ca7nJZarも∫(HuDSON)CAfMlCHAELinBERKELEY イ ト7ノリ
忍路 (6月)-00015.00256 忍路 (2-6.10月)､銭函 (3･5月)､珊島 (5月)､神恵内

(6月:いSAP

HalymenlaCeae ムカデノ リ料

146 Ca,7)OPdtw afftn" (HARVEY)OK心1URA マ ンノ リ

忍路 (5･10月)-00170.00221､歌島 (7月)-00169 忍路 (3･7月)､蘭島 (4月)､厚苫

(7月)､野壕 (7月)､余別 (6月)､茅沼 (4月)-SAP

147 GrateLo甲8adw aTLCataOKAMURA カタノ リ

忍路 (9･10月)-00176.00179､歌島 (7月)-00178 忍路 (3･7月).銭函 (5月)､髄鹿

(5･7･10月)､鮒島 (7月)､余別 (6月)､川白 (8月)､茅沼 (4月)､茶津 (6月)-SAP

148 GrateJoupw flJICもTW (LAMOUROUX)C AGARDH ムカデノ リ

忍絡 (4-5月)一00200-201､厚苫 (9月)-OO199.必路 (2-3･9-11月)､海谷 (7月)

-SAP

149 GrateJoZLP乙aJwldaLHARVEY)YÂ1ADA ヒラムカデ

忍路 (2月)-00189.野壕 (6月)､余別 (6月)､茶津 (7月)-SAP

150 GrateZoLP8aOk- u･TaeY仙uDA キ ョウ/ヒモ

忍路 (7月)100147,塩谷 (6月)-00148､歌島 (7月)100149 忍描 く8月),新島 (7月)

-SAP

151 GTateZoupLatuntm YAMADA yル ツル

忍路 (9-Io月)-0015L～152,美国 (9月)-00150 忍路 (lュ月),祝終 (8月)､蘭島

(7月).茶津 (7月)-SAP

152 PachymeTtWPLPlSJanceolata(OK仙tURAIYAM DAinKAWABATA フグラク(EE4)

忍路 (5･10月)-00166-167-川白 く8月)-SAP 忍路 (KAWACUCH11987)

HILdenbrandlaCeae ペこてタラ科

153 nLLdbrandhayeSSOenOtS YENDO エ ′べこ7ダラ

忍路 (to月)-00266

154 CaZJopんylZw sp

Kallyrneruaceae yカサノ リ科

トサカモ ドキ属の一種

忍路 (6110月卜00278-279

155 KaZJynentarenLfor,n89(TuRNER)JAGARDHvar仙7Wata∫AGARDH エ/ツカサノL)
小樽 (ToKIDAandMASAJ(I1959)

PeyssonnelLaCeae イ ワノカワ料

156 PeyssoTteJ一a SP･ イワ/カワ属の一種

忍路 tToKIDAandMASAX)1959)
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Tichocarpaceae カレキクサ科

157 TもChoca77W - nttZLC (GMEuN)Rup7tECHTinMIDt)ENDORFF カレキクサ

高島 (10月 fTち上げ)-00275､塩谷 (6月)-00177 忍路 (Io月)､鉄面 (8月)､塩谷

(5月)-SAP

AHNFRIJTIALES サイ ミEI

AhnfeltlaCeae サイ ミ科

158 AhnfeltLafasttgtata(ENDLICTiER)MAT(1JENT(0 ネ yキイタニグサ

磯谷 (9月)-00】20

010ARTINALES スギノ1)目

caulacanthaceae イ ソモ クカ料

159 CazLJαぐαnLhzLJIOkamzLTaeY人M A イ ノダソツウ

赤岩 (5月)-00161

0lgartlnaCeae スギ/ リ料

160 Cho7tdmSnl搾 m ICLLPYENDO 7ル/(ッ/7ク

忍路 (5.79-10月)-00224-227､年苫 (9月)-00223.忍路 (3.7.11月)､鋲函 (7月)､

朝里 (8月)､余別 (6月)､神恵内 (8月)､茅沼 (4月),茶津 (6月)-SAP

161 Cho.td†- pもTLnulat- (HARVEY)OK仙IURA ヒラコトジ

忍路 (4･9月)-00202-203,00207､塩谷 (6月)-00204,藤谷 (6月卜00205､歌島 (7月)

-00206 忍絡 (2-3･5月)､銭函 (7-8月)､川自 (8月),茶津 (7月)-SAP

162 ChoTtdmSyeTdoIY人丸lADAetMllくAMl inMIKA州 クp-ギソナソソウ (ェ ./ツノてタ)

忍路 (4･7月)-00197-198･忍路 (5月)､張碓 (5月),余別 (6月)､茅沼 (4月卜 SAP

163 G19-tとnamtemLedla SuRINGAR カイノリ

忍路 (Io月)-00175.忍路 (6･8-9月)-SAP

164 G乙9aTt17W leneuaHarvey スギノ リ

忍路 (ToKIDAandMAs人KI1959)

165 Rhodo9ZosLnTn)afX)7tもぐ肌 MIKAM1 7カバギソナン /り

忍路 (2.4.Io月)-00116-119●忍路 (2-3･5月)､高島 (7月)､'3&堆 く5月),余別

(6月)､茅沼 (4月)-SAP

Oracl】artaceae オ ゴノ リ科

166 GracLJarLaaS一at乙CaZtlANGeXXLA オゴノ リ

忍路 (9月)-00131●忍路 (8月)-SAP

167 GracもZana textorlも(SuRINGAR)HAR10T カノミノ リ

忍路 (10-11月)-0016400194､塩谷 (6月)-00165 忍路 (10-lュ月)､醗島 (7月)

-SAP

Nemaslomataceae ヒ*Jfノイ ト科

168 Sc･Atzymen乙adtLbyL(CHAt)VINinDUBY)JAGARDH ベニスナゴ

忍路 (Ll～5･7月)-00153-156.塩谷 (5-6月)､術良 (7月)-SAP

Petrocelldaceae イポ/ リ料

Ⅰ69 1̂asto化TPtLJPfXICLf乙-･(KJELLM一肌げ ERESTENKO イポノ リ

歌島 (7月)-00】09 忍路 (5-8110-11月)-SAP
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PhyHophoraceae *+･y/1)A

170 Gy,,mo90n9mSflabelJ乙formts HARVEYinPERRY オキy/リ

忍路 (9月)-00191.厚苫 (9月)-00192､取払 (7月)100193:点路 (8-9月)-SAP

PlocamlaCeae ユカ リ糾

171 PZoccTnいLTR reCZBrtJatZLmOKAMUR̂ ◆ 7牛ユカリ

塩谷 (Io月)-00074 歳谷 (北海道 1982)

PALMARIALES 〆ルス目

PalmarlaCeae ダルス料

172 PaJman apaJmata(LINNAEUS)0 KuNTZE lルス

忍粗 く2月)-00133.00195､歌島 (7月)-0(】113 忍路 (3･11月)､小樽 (5月)､張碓

(5月)､余別 (6月)､茅沼 (4月)-SAP

173 PseudbγAdod乙m ∫ nL押OTtlCW MAsuDA'べニゴpそ
忍路 (4･6月)-SAP 忍路 (MAsuDA 1976)

174 RA叫 ダ 一,WeZeSaTLS(CROÛN flat.ex I AĜ RDH)DIXON ウスフチ トリべこ

忍路 (10月)-00209

175 R柵 eTna9eOT918B̂ TTERS 7チ ト1)ベニ

忍路 (ToKIDAandMAsN(]1959,M ŝUD̂ andOHTA1975)

RHODYMENIALES-,サゴシバ リEL

CharnpLaCeae ワyナギ ノウ料

176 Bln9hmもaCaltfon wa.∫AGARDH カエルデ〆サ

塩谷 (5月)-SAP

177 C血刀7na7nnZLLa (C.AĜ RDH)HARVEY ワツナギサウ

忍拓く10月)-00】80.忍路 (8-to月).小持(9月)-SAP

178 LoThenim acateTZaLaHARVEYlnPERRY フシyナギ

忍拓 く2･10月)-00144-145:忍拓く8-9･ll～12月)､茶津 (6月)-SAP

179 Lome7tLaTtahakodaLensLPYENDO コスジフシツナギ

Rhodym enLaCeae ｢rサゴソノくり糾

180 Cんrysymenla-lghtll(H R̂VEY)YAMAD̂ タオヤギソウ

忍粍(8月)-OOllO､塩谷 (6月)-00111､耳苫 (5･9月)-000】2.0〔1112.忍路 (6-8月)

純血 (7月)､川白 (8月)-SAP

181 RAdy7ne,tla川tncata(OKUMUR̂ )OK̂ MURA マサ ゴンノミ')

忍路 ()0月)-00262･忍強 く8月)-SAP

182 R坤 enは p打t-a (PosTELSetRupFtECHTH AĜ Rt)H 7ナダルス

厚苫 (5月)-0011Ll～115●忍格(5月)､塩谷 (5月)-SAP

CF,RAMIALES イギスEI

CeramlaCeae イギス科

183 A.血血m71WrLdefectum KYuN キスイ ト7クツガサネ

忍路 (ToKlt)AandM Ŝ̂T(11959)
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184 ATLtttha7mWTLrLt7PIC-- Ŷ MAt)AetIN̂ Ĝ KT 7クツガサネ

RA (7月)-00250

185 CaLL8t血 mTuOn sp.' キスイ トグサ展の一哉

厚苫 (9月)-00285

186 CamPyJa甲山ra 打 aSSa(OK̂ MURA)NAKAMURA' 7トイ+'ス

忍路 (ュo月)100232.忍絡 (9-10月)､銭函 (8月)､珊島 (7月)-SAP

187 Ca771Pylaephora ん汐naeOtdesJAGARDH エj'ノ1)

忍路 (5･9月)100076-77､厚苫 (9月)-00075.忍路 (lQ月)､祝津 (9月)､余別 (6月)､

茶津 (7月)-SAP

188 ccTaTnHLm Od1471仇.m NAK人MURA+ マキイギス

忍路 (8月)-SAP

189 CeTa7m .Ln 叫 e,i-1GEPP 7 ミQサ

忍路 ･小縛 lToIくID̂ andM Ŝ̂T(I】959)

190 CeTa7AとZLm )qX,711-仇 OK･M URA -ネイギス

忍措 く7月)-00079:忍路 (3月)､朝里 (7月)､小持 (9月).塩谷 (6月).茅潟 (5月)

-SAP

191 ccTaTnltLm koTidLは YENl)0 イギス

君臨 OO月)100210､塩谷 (6月)-00078:忍路 (2-3･6月)､銭函 (5月)､破推 (5月)､

塩谷 (6月)､神怒内 (4月)､茶維 (7月)-SAP

192 ccγa7nLuTnPantCZLZatlLm OKAト1URA .･リイギス

忍路 (7-8月)-SAP

193 CnffttSもaJaPOnLCtLOKAMURA カザ ノダサ

忍路 (Io月)-00270

194 Re,7)OCho.tdT柑 de,Ltata(OKJL11UR̂ HTONO コスジサェダ

塩谷(ToIくTt)AandMAsAlく11959)

195 EeTP OChondrとaeLe9m,(OKAト1UR̂ HTONO サユダ

塩谷(ToKID̂ andMAŝIくr1959)

196 PZaLythamrLWTtyeZDenSeINAĈ T(T ヨyガサネ (ヲY,(〆サ)

忍路 (4月)-SAP

197 PZeo7W 甲 n払TnSe9aWaeYosHlDA ' -ネクス〆.'

忍路 (I.YAhIADA1980)

198 PhJota/a-na∫AGARDH ク/ペニヒノミ

忍蹄 (9月)-00090､塩谷 (6月)100091:忍路 (6月)､rj&堆 く3･5月)､小樽 (5月)､

塩谷 (5-6月)､桃内 (5月)､茅沼 (4月)-SAP

199 PhJotapLac･eZocqr7mdesA ZINOVA コ′1ノク/ペニヒ,.I

磯谷 (6月)100092､余市 OO月 TTち上げ)100276.塩谷 (5月)､挑FFl(9月)-SAP

塩谷 (M ŝuD̂ andSAsAt(日990)

200 Rem仙 zLlZasc血LtZtaTW (REZN80Lt))DEToNt■ チ 1)モ ミジ

盃 (6月)-SAP

201 Tokidaeacorheata(Toz(lDA)YosHJDA べニ-ネモ

厚吉 (9月)-00252 忍路 (7月),塩谷 (6月)-SAP
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Dasyaceae ダリア料

202 LhyacoIJabe7W HooKERetHARVEY●
小樽 (8月)-SJu)

203 LhJlylSeSS-2ISYAMADA ェナソダリア

忍路 (79-Io月)-00241-243･00245､JT苫 (4-5月)100247-248 忍路 (7.9月)､

破推 (7月)､珊良 く7月)-SAP

204 EeteTOSり血mla)aZm 乙n YENDO イ ノ.･ギ

塩谷 (6月)100249､呼苫 (4-5月)-00247-248:超絶 (2-3･8月)､塩谷 (5-6月)

-SAP

205 ReteTOSt7hnla 7XLJchγa (OK人MURAIFALKENBERG yマクリ 7

鎖谷 (6月)-002Ll0:忍路 (2･8月)-SAP

IkLessenaceae コ/-ノリ科

206 AcrosontLm ZX･∠yneu-,,IOK人MUR̂ ' スジクス.く/L)
忍終 日0-11月卜00086.00196-忍路 (11月).桃内 (8･12月)-SAP

207 Acroson Lun yendoiY▲M̂ DA -イウスバ'/I)

忍路 OO月)-00087､塩谷 (6月)-00088.枚津 (8月)､塩谷 (5･7月)､桃内 (8･12月).

肺魚 (6月)､JI苦 く7月)､茶津 (7月)-SAP

208 Branchl甲 Joosu,AnanzLm IN▲Ĝ KT ヒJムラサキ

忍路 (10月)-00168:忍絡 (日月)､破催 (5月)-SAP

209 DeJesser一a Sem ZatarHARVEY :スノ-ノ1)

白岩 (5月)-00】90､I?貰 (5月)-00085､赤岩 (5月)-00084:忍路 (3月)､銭函 (3･5月)

敬礁 (5月)､祝津 (5月).福島 (4-5月),小樽 (5月)､桃内 (4-5月)､塩谷 (5-

6月)､余別 (6月)､神恵内 (4-5月)､盃 (6月).茅沼 (4月)､岩内 (4月)､帝都

(4月)-SAP

210･Nwh51D7*yLLLLn,Rとdder血小 目RupRECHT)WYNNE ナガコノ-ノリ

忍路 ･銭函 .淡推 .塩谷 (ToKtDAandM ŝAKt1959)

211 PhycdTyS rad8COSa tOKAMUR人)YÂ1ADAetZNAGAlくTinYAMADA ヒノコノ-ノリ

塩谷 (6月)-00089:忍路 (3･10月)､桃内 (3･5-6月)-SAP

212 SoreJZarepenJ,tOKAMUR人)HoLLENBt:RG ウスべこ

忍路 (3.6.8月)､塩谷 (5月)-SAP

Rhdomelaceae フジて yモ料

213 Benzaとte71Laye,WSAlmeTLP乙∫YENDO べ./テ l/千

塩谷 (to月)-SAP

214 ChondT乙a CraSStCaZLムsHARVEY ユナ

忍路 (9月)100160.厚苫 (9月)100158.歌島 (7月)-00159▲忍路 (9･日月)､塩谷

(5･7月)､余別 (6月)､美津 (7月)-SAP

215 EneJ乙u OSl〆〃TLW hakodateTtJllS(YENt)0)SEGt てキイ ト〆サ

厚苫 (2月)-00157 忍路 (3月)､北島 (6月).余別 (6月)､茅沼 (4月)-SAP

216 La- encta -ptluZ乙fOT7n乙SYAMADA' 7ル ソ/

忍柊 (9-10月)100235-236.FI苫 (9月)-00233 忍路 (SATTO1967)
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217 LalL,TeTWもamteTTnd8a■YA入lADA+ クf･'//
塩谷 (6月)-00239 忍路 (3月)-SAP 忍絡 tSA1TO1967)

218 LauTeTtetaZntn CalaLAMOUROUX●モyレソ′
忍絡 (8月)-00255

219 Law mc乙aTtlP7X･rLLn YAM▲8人 ウラソ'/

tt島 (7月)-00234:忍絡 (4-6･8月)､畿推 (6月)､朝里 (6月)､小fB(6月)､塩谷

(6月)-SAP

220 LazLreTtCW ObtLLJu (HuDSON)LAHOUROUX TギL,ソ./

忍路 (7月)100283:忍路 Ol月)-SAP

221 Latげ eTtCとa Okm raeYÂ1人DA+ ミツデ ソ/

忍粘 く7月)-00238､厚苫 (7･9月)100236-237:忍路 lSA汀019671

222 LatLTeTtClaPLnnataYAMAt)A● -ネソ/

歌島 (7月)-00284:寿葡 (]ヒ海道 1982)､島牧 (北海道 1979)

223 NwTん血meZaacuLdaLa(PERESTENT(0)MASUDA フジてツモ

厚苦 (9月)-00101､歌島 (7月)-00100:忍路 (3･6･8月)､塩谷 (5･7月)､肺島 (7月)

FI苫 (7月).余別 (6月)､川白 く8月)､茅沼 (5月)､美津 (6月)-SAP

224 NwrhodoTneLaTTIZLnとta(PERESTENKO)M ŝuDA イ ト7シシ7ツ

塩谷 (6月)-00099.忍路 (6月)､小掃 く4月)､野J# (6月)-SAP

225 PoJyStPho,LLabrod乙ael(DlLLWYN)SpRENCEL オオイ トグサ

忍路(Tot(lDAandMAsAJ(ll959)

226 PoJysIPhのLla)afX)nWa HARVEY キプ1)イ トグサ

忍飽 く5･7月)-00183-185､l事苫 (9月)-00182:忍格 (9･日月).銭函 (8月)､朝里

(7月)､茅沼 (4月)､茶津 (7月)-SAP

227 PoLysl〆- W ,M 汀OWもlHARVEY モロイ ト〆サ

忍路 (5月)-00183､厚苫 (5月)-00187､赤岩 (5月)-00186.歌島 (7月)-00188･忍路

(2･7･12月)､張推 (5月)､朝里 (4月)､塩谷 (6月)､肺島 (6月),野卑 (6月)､

余別 (6月)､革内 (6月)､茅沼 (5月)､刀都 (4月)-SAP

228 PoJysl〆 仇 Ia Se71tLCuZoscrHARVEY シ･'ク.}Tウケ/I)
忍路 ･JH8(ToIくlDAandMASAK11959)

229 PoJyctphonlayendo8SEGI エ'/r:ウイ トグサ
忍抱 く7･10月)-00】71-173-厚苫 (7月)､川白 (7月)､美津 (7月)-SAP

230 Sym7AyocL血 aZaLLLLBCZLZa(HARVEY)Y▲M̂ D▲ イ ソムラサキ
忍絡 (9月)-00093.忍路 (3･6月),銭函 (8月)､卸店 (7月)､野壕 (6月)､余BIJ

(6月)､茅沼 (4月),美津 (6月)-SAP

231 SymfyLyoeLadLa ,- C血 nLwLdes(H▲RVEYinHooKER)FALKENBERGinENCLERet
PRAがTt.+ コザ ネモ

耳苫 (9月)-00094

MONOCOTYl,EDONEAE 斗子軸 物R

HELOBTALES オモ〆カEI

Zosteraceae 77モ斡
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232 ZosteraasもahcaMlKl+ オオ77モ
忍路 (10月)-00229

233 Jhylbsァ血 は 1山 一TZStSMJLF(lNO スガモ
J?% (9月)-OOOlg

注1 本報告に使用 した北海道立中央水産妖挨場の海業標本は､緑藻23種､祖業33唖､虹業93乱 海産顕花

細物2億の合計151輔､286標本であるO

注2 北海道産のCodtzLmLlLhaerenJl(-イミル)は､C･血Lかu(-イi'レモドキ)と況l司されている

可能性がある (牛氏､私信)｡

往3 北海滋産のCoZo7)0,ne,llaSLnWjYl(7ク- リ)は･C･pere9n'Laと混同されている可能性があ
る (小色氏.私信)｡

注4 本IlまPachy7nm 甲StSye,dot(7カ-メ)とされてきたが.7カ-タはKAWAGUCJil(1987)

に･1りP･eulPltca(タン.:/リ)と区別でき/Jく､また北海道には産しないQ

考 察

ToKTI)A andhlAŝ KIu959)は忍路を中心とした後志沿樺の海藻B母として. 監護類を除くと177牡

の海藻と】種の海産顕花植物を記tしている｡ しかしこのEl軽のうち下記の9種は､書EBはか (】9851990)

の日本産海轟El軌 こ従うと次のように整理される｡

◎ Pon)hyrayezoe7W" f･k87WSltaeは､P･kと7WSttae(ウタスyノリ)である｡

◎ ptlJotapect乙TtataEILttoraJIS(コパノク/ペニヒJ')は･P･phaeeloca77別desである○
従って上髭2種が追加される｡また.

◎ SPTlダmO.PhaTCtaはYENDO(1915)が小軌 こ産することを報 じ､同日やlこ記載されているが.こ

の牡はその挨記tがなく.S･sarat乙〟Lfの間違いとされる｡

⑳ ErythroITtChtarefJはa(ユミガタ十/ノオビ)紘,E.carnea(･+･yノイ ト)の異名である｡

◎ TratuleZlai,LtnCata(クマノイ ト)は､Bonnemat∫onw haTntfera(カギ/リ)の四分拍子
体である｡

◎ El本産のC乙9arh,LaOChole,wiS(ホソイポノ1))は､Ma.StOCYZ77W 7neLf乙mS(イポノリ)と同一
種である｡

◎ Cho.d7W amatLLT(トゲツノ7タ)紘.C･pLn.LuLatLLS(ヒラコトリ)の変種である｡

◎ 日本産のLazEre7- a9Za.血ムfeγa(オオソ′)は･L･,LtfP ,L乙- (ウラソ'/)と同一倭である｡
◎ PoLySlPho,tlaSenわcuLbsaとされていたムツイトグサは･P･,W汀 OtLJ" (モロイ ト〆サ)と同一億
である｡

このことによって､上記7唖が削鼓される｡さらに､

⑳ 吉田 u978)は]臓 道産のSar9aSSumkUeJJma,tとanZL771(--キモク)と･S･,,LlyaL･el(ミヤベモ
ク)は同一麓であることを報告している｡

◎ KAIV̂GUCHl(1987)の報告によると･Ca77X,7XZh∫7-LLfeTa(コノ/I))Ji北海道に産 しない○
このことによって､上記2種が削鼓される｡

従って ToKIDA andhtAsAlくI O959)の海藻E]蝉は171鰍 こ軽壊され､本報告の233領との嘉の62鍾

那,このR掛 こ追加されることになる｡なお新たに追加された確の約40%は/オグナ尾 ･ンオミドp料 ･オ

ーデュイネラ尻 ･サソゴモ料 ･ノl/尻などのもので､最近の海深分戟学の発展にともなってその分布や生pff
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が確認された唖である｡

一方､BL在の忍路渦は､稲垣が1933年に報告した海3'用とかなり相違がみられ､また近年汚内ではチヂミ

コソ7'が全く見られTLくtr･3ている (信太氏､私情)｡さらに律志沿岸では点近 ｢放射 ナ｣が大きな規模で

進行しつつある｡本報告ではrroKJDA andMASAKJ(1959)の報告以降､実際に生育を疎放していない柾

も多く､また忍絡汚以外は周年にわたったZI丑がなされていTrいので､後点沿岸の海藻用について今後も詳

細なII壷が必要である｡

要 約

北海道立中央水産釈換鵜の海幕唐本と､北海逝大学理学謙拝本宅 (SAP)の海藻標本および既往の文鰍こ

よる紀穀から､北海道汝志沿梓の海藻EI穀を作成した｡揺謙33機､柏葉57種､柾謙141磯､海産朗花細物2

税の合計233唖を記載し､rok)DAandMASAKI()959)が報告した海藻El矧こ新たに62種を泊加したQ
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M ŝAKl.T.(1968) StudleSOntheMelobeslOldeaeoEJapan･MJ爪.PAD.Fwh･.



38 名 畑 進 一

nokkaはoUTLIV, 16 1-80

NASUT)A,M.andM 0HTA(1975)ThellEehlStryOIRhdoTdyse7naPeOrgu BATTERS

(RhodoT,hyta･C,yptonem.ales)Jol̀Tn･Jap･Bot･,50 1-10

MASUI)A.M.(1976)OnanewredalgalgenusPseudorhododtSCZLJt･ActaPhytota2,･

Gwbot,, 27 123-132

宮地和幸 (1986) 日本産モyレグサ属 (Spon907nOrPha)の分類学的研究 北海道大学学位論文
大田雅隆 ･熊木宗尚 (1979) 北海道産柾藻JLtLXLochortoTLfXLTPureum (lJIGトITF)RosENVINGE

の生活史について 集炉 27 16ト167

大EEE雅隆 (1984) 北海道産の筒音-′こそ｢キ属(Punctana)の分類学的研究 北海道大学学位論文
SjLlTO.Y (1967) StudleSOnJapanesespecleSOELaureTWLa,Wlthspeclalreference

tothe.∫comparatLVernOrT)hology･〟e77L･Fae･Ftsh･,EOAkauoUnlU, 15(1) 1-81

SAl(AJ.Y (1964) Thespec.esofCZadopAo'aErornJapanandltSV･Cm ty Set･ Pap･

Inst Ju9DJ･R̀∫･,Fac･Scl･Hokkaldou… - 5 )-104

ToKIDA,J.andT MAsAKI(1959)AllStOEmarlnealgaecollectedlnthevIClnltyOl

oshoroMar)JleBIOloglCal StatlOn,atOshoro.HokkaldoJapan･血JZ･Fae･PBSh-
Hokka乙doUn一t'., 10 173-195
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北海道苫小牧沿岸におけるホッキガイ漁場の

環境特性と二枚貝幼椎貝の分布

凄 井 泉 ･ 官 本 建 樹

(北海道立両虎水産就振切重捕ま功)

高 橋 和 寛 ●

(北海並立収培漁業投合七'/クー)

EnvlrOnmentalcharacteristlCSanddlStrlbutLOnOf

youngblValvesinJapanesesurfclambedoff

TαnakomalCOaSt,Hokkaido

lzurnlSAJ(URAl.TateklMIYANOTO andKazuhlrOTAKAHASHl●

JJz- ra,iBTan CA.EokkaidouakodaÈ Fts血丁- E甲 γ̀･men･taLStaL1071,

〟- ,a,L◆Hokkaido051,Japa'L

'no比a-dolw tLt払te0/〟arLCuLlu' ,̀

Silkabe･Hokkaid6041-14,JafX27L

MaCrObenthlCStructureandstd)mentarychaTaCterlStl亡SOftheslla))owsandybottom

offTorrLakorrnl■SOuthvesIHokkaldowerestudledln relatlOntOaJapanesesurfclam

(Psed 飴ardltLn JybLL血 )bed Theresultsaresumzmr･zedasfo)Lows.
(1)ThesedlmentPartLCLesIZeCOmpOSlt10rLShowedZonalorpatchydlStrlbutlOnSOEPV

type(llnetOVeryELneSand)ori type(ned)atetoveryfLneSand)partlCleslnplaces

sha日owerthan5rndeepandotVtype(veryfl爪eSand)partlCleslnP)acesdeeperthan

5m.

12)SedlmeTttSCOntaLnlngrTDrethanO･15%tohlcarbortwerefoundlnplacesdeeper

than7maridatthezT氾LdhsoENishJtaPpu RiyeT･andKoltoIRlver Sed)zTCntSCOntalmng

morethan025‰ totalnltrOgenWerefoundtnplaces9-llmdeep.aJtdthosecontaLnLng

lessthaJIO･15‰nttrogenoc(:urredlrLSomephceso15and9rndeep
t3)sevencommun)t)es(Al-A4,Bl-B3)oIsmaH slZed r氾CrObenthosandfour

comlnunLtleS(Nl-N3.E)ofurgeslZednucrobenthoswereldentlfledlnthlSareaaCCO卜

dlngtOtheMoUNTFORD'sgroupaveragesortlngmethoduslngtheKIMOTO'ss)rnl)arlty ndex

l4)ThecommunltleSOEsrmllsLZedrTul:rObent九oswerecharacterlZedasdomlrLantpr-

esenceoEEohatwtorLtLS仙 ∫.∩AlI SLPAono-Lw LaM bqL- inA2･･Urbthò 9'L仇αLdlL
報文番号 A175く1991年3月25日受理)
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andE･wLLJ .nAい U･9mmaLdllandSpLO/tZLJomw ･nA4･MeSarLSuZu'拙nuLo∫zLStil.

SLL19ZLbaLlalnt12and〟acLrachl'LenCl∫lJIB3 ChangeofdornlnantspecLeS .neach

commurHtyWasdependentonseasonallluctuat10nOEeachpopulat10n

15lThecommunltleSOflargesIZed macrobenthoswerecharacterlZedasdonLnant

presenceoI〟･t-払JosJLJ･inTllISaLEalnN2IJIIChme,i.M .nN3andSeaPheL･itmLS9T-

1∫fJW lnE･TheNLCOrnrnunltyWas COnStant)y found 帆 pLaces shalLower thart7n･

andtheEcomnunltyoccurredlnSomeplaces5-7mdeep･lnplacesde印erthan7rn.

thedoJTHnantSPECIESChangedbydeposltoEa0-year-oldgroupofJJcALnm SLS･

(6)YongsurfclamsU'･SybtLZLZ') ･nhab,tedtheI"ttomshallowertTlan5mwhe,ea)f

A2.andNICOrnmunltleSWerefoundwlthsedlr71entOEFV tyT)eCOntalnlnglowcarlヵnand

nltrOgen

m Younghenclams(JJ.ch乙rte7WLS)lnhabLted(hebottom deeperthan7mwhereB2,

B3,N2andN3COmmtJmtleSWerefoundwlthsed】mentofvtype(orl-Itypelnthesa-

zd typed】agrarTI)containl喝 h】ghertotalCarbonandnltTOgenthanthatoltheyoungsu-

rfcLambed.

(8)YoungnortherngreatteLILnS(II,L川kLosLLS).nhabLLedthebdtom sha‖owerthan

5rnwhel-eA2.A4,Bl andNlCornrnun)tleSWere EoLndwlthsed)RentoEPtypeandPV

type(orL2andVtypelnIhesandtypedlagram)contaLningtotalnitrogenOfat泊ut

O･ZO‰andsLnl)artotaleartnntothatoltheyoungsurfclambed･

緒 言

ホブキガイ Ps血 ard-msybtllae(VALENCIENNES)は.北海道から東北沿梓の砂丘齢 こ分布する寒
海性の大型二枚111であり､北海道ではホタテガイに次ぐ主筆な二枚Jl弊源であるl)｡汁こプキガイは受構後約

25日間の浮速幼生脱を過ごした律I).漁朝の比較的沖合軌 こ沈潜するが2)､波浪､#淀あるいは轟砂等の物

理的な力によって次窮に沿粒域に捗Plすることが知られている3･1)e そして.このような他動的な移動の間

に大きな減耗が起こり.2年只lこ成艮するまでに99%以ヒは死亡するといわれる5)｡また,7･フキガイ幼椎貝

にはバプチ状に分布する帆 岩'】がみられ2ふ6)､池場環境中にパッチの形成を壬だする要田が内在するものと

考えられる｡その1つとして.これまでに波浪の影Vが考えられてきた4)｡漁場の環境因子としては､この

他にも氏Zlの理化1_的要因や漁場の生物学的要因があげられる7)｡高九らは北海道東部海域において.漁幼

の塩tは 墳および氏生Jb物の帝恥yt道と.+,キガイの生息背鹿の関係を明らかにしている8)-12と道南海域に

ぉいては､林ら2)ぁるいl捕 馬ら5.13･=)がホ,キガイ漁場の乾生動物用について述べていbl王か､中尾15)那

ホブキガイ漁切における底生動物群熊の炉型化を試みているが､これらの報告はホッキガイ幼稚Aの分布域

と環境要田との関掛 二は触れていない｡また並南太平洋海域においては.ホブキガイ漁薬で況鼓されるJIカ

ガイ NactracAt,Le,tSLJ.やサラガイ M甲Q'tguZLL'PerLuZwLLS も産業tLとしてqi要祝されている｡そこで

著者らは北海道苫小牧西部海域のi･･ブキガイ漁場において､氏や環境と氏生動物群牡の季節的変化を統計学

的にW TL､これらとホブキガイ､バカガイおよUサラガイの幼推見分和域との対応的係について検附した｡

報告に先立ち､多毛筋と端脚頬の同定についてご助言をいただいた北海道大学水産学部中経繋助叔授と山

口宏史氏に謝意を&する｡jI左遂行にあたり多大なるご協力をいただいた苫小牧漁業協同取合および苫小牧

市役所のBQ係老各位に深く感謝する｡また､iI査にご協力していただいた胆振支庁水産課､巷珊地区水産技
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術普及指事所の関係書各位にお札申しL:げる｡

材 料 と 方 法

1989年8月22日.11月18EIおよび】990年3月6Elに北海道苫小牧市西部海域において､海岸線6krI間に6

粥査投を設け.各J8水深別に3n､5lTI､7m､grn､11mの5点,合計30謁査点を設定して粥圭を行った

(FI昔l)｡スミス･79キンタイヤ型採泥蕃 (採集両群0.05rrP､以下SM塾採泥告と略す)を用いて.煤

泥を各地点で2回行った｡採泥と同時に雑 用の小型桁網 (桁暗50m､目合4m.以下訊換桁と哨す)を約

5m曳網し､鑑It動物を採熊した｡札 マクロべ/トスは並立によって小型､大型に分けられるが16).本報

告では辞躯解析に個体教を用いているので､便宜上SM型採泥掛 こより操典された底生動物を小型17クpべ

/トス､妖換桁で採焦された氏生動物を大型7ク.,べ/トスとした｡また,前者に含まれる二枚貝を椎貝､

後者に含まれる二枚貝を幼稚只とした｡

採収した氏泥から.粒度鼠庇と全放棄および全重来含A分析のために扶料約100gを挑 した後.成りの

氏泥を1RD目合のふるいを用いて海水中でふるい分けした｡ふるい上に盛った動物を､5%･i'ル'71)ノで固

定した後､穐軒別に計数した｡粒度分抑 二は､乾式法によりlhnから0.063JlmEl合の5段牒恥分析ふるいを

用いた｡庄泥の全駅窯および全窒素含Jtの分所には､柳本MT500型CNコ-ダーを用いた｡

底生動物辞典を解析するために､採難された氏生動物のうちN阻比串が0.1%以上の鉄についてKlhlOTO

のC7r指が 7)を各地点毎に計斉し､MouNTFORDの平均遠軽法17)を剛 ､てクラスター分析を行った｡

氏Fの粒定型を解析するた桝こ､WENTWORTHの定款18)に従った粒径を定掛 ことり,採躯池魚を変数

としてQモードの主成分分析を2成分まで行った桝 ｡また､佐藤の Sand-typeDIagram20)によって

も改野の粒度型を分類した｡

140E 145E

Flg･1MapshowlngthesampllngSlat)OnS
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結 果

1 庄tの理化学的Zl捷

a､I立正組成

主成分分析の冶鼎を成分座標軸上に示した (Fig.2)｡8月q王将の各成分の寄与串は､第 1成分が54.0

Ⅱ

FI92 PrLnClPaLComponentanalystsOrdlJlationo130stat10nS(Qmode)oncomponent

TandⅡ･NumberslnOrdlnatIOnSrepresentthesampIIngStationnumbers･
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%.餌]成分が25.9%であり.折口成分までの果併寄与串は79.9%であった｡3月Zq査時の各成分の寄与串

は.孝‖ 成分が66.3%,荊n成分が213%であり､群 u成分までの某所寄与串は87･6%であった｡散布図上

における各区分の粒度乱文とその特徴から命名 した粒度型を,TabLelに示 した｡ Fy型は.細砂と捷細砂

の比率が8月鞘走時ではそれぞれ43.8%と50.2%.3月網査時では細砂と捷細砂が46･8%と45･9%であっ

た｡V型は.捷細砂の比串が8月調査時と3月的近時でそれぞれ653%､698繁であった.そのほか､8月

調査時では中砂の比率が717御′)lI塾と､3月桐近時では中砂から捷細砂で構成されるF型があ･,た｡

主成分分析により区分された粒度型の水平分布を,Flg3に示 した｡8月閑韮崎の庶Tiは､全体的に鵜細

Table1 partLC)esLZeCOrnPOSltlOn(罪) oEthreesedlnenttypes

A噂.1989 Vtype FVtype lltype

Coarsesand 13±1-0

medlumSand 1.8土10

ElneSand 283土3.6

veryflneSand 65･3土3･9

sllt-C)ay 3.2土0･9

2.2士12

27士08

438±39

50.2=4.0

1.1=0.8

Mar,1990 Vtype PVtype FtyT)e

coarsesarld

medlumSand

fmesand

veryflneSand

s11卜clay

09士09

19士07

24.9士4.8

69.8士49

24士07

26士2.3

38士2.0

468土52

45.9土6.2

0.9土05

40士18

229士4.6

48.2土04

24.6土6.6

03上0.2

ValuesrepresentlTだarL±standarddeviatlOn

August22.T989

J･(I､

⊂コvryp. 匿ヨ FV'".
EE≡ヨF仰 ⅢⅢ ～ 'yp.

FIg.3 SpatlaldlStrlbutlOnOfparticlesIZeCOmpOSitLOnCLassllted

byprl爪CipalcomponentanalysISalongtlleTorrukorTLaicoast
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T8blB2 ConperisonbetyeensedJTnenttytKSCLassLlIedbyprlnCIPalcomponerttann)汚lS

andthosebySato'ssand-typed)agrarn

Sedlmenttype Sato'ssand-type

V type

PV type

F' type

〟 type

(923).D12(51).N-I(2.6)

(529).D-1(41.2).Ill(5.9)

(667),t-1(333)

(loo0)

Va)ueslnparenthesesrepresentthepercentageoEsand-typeattJleSedlrnerLttype

砂の卓越するV型で占められていたが.水深5m以扶lこ部分的に細砂から康細砂でf一成されるFV型の在宅

沖側ではV型がそれぞれ海岸親と平行

中砂から横細砂で熊成されるF型の氏耳がみ二 t __I:'- ::.∴ _f~:'一t一 丁

られた.

佐#のSand-type Dlagram に上る粒度型を､主成分分析による枚度型と比較 した (TabLe2)亡V型

の粒度型を皇する広軌iSand-typeDlagram ではn-1製 (書卦 こね汰された細砂から捷al砂)～b-2型

(非常に良く軸汰された箆細砂),Ⅳ-1型 くね決の悪い砂)に分類され･それぞれ923%･51%･2･6%

.rl .∵ l∴ ∴ J L:!l': ':: .t:-I:q;i.:-:.ll二言 ..さ… ∴

る[_2型 (66.7%)､l-1型 (333%)が含まれ･N型は1-l重 く甘掛 こ粕汰された中砂から細砂)に対応

していた｡

b､底Xの全庚兼およU全宝兼含t

1989年8月に採取した底泥の全炭窯と全室乗合且の分布を･F.g 4に示 したO脚 寺含免は内在区域全体

竺 空 竺｣』も汀丁 ､
'-･･. ′′T＼巾 ･5

二 二 二三 三 二 三 ､

Flg4 Spat)aldlstrlbutl0nOE totalcarbon(upper)andtotalnLtTOgen

(lower)lnSedlmentSalongtheTomakonalCOaSt･
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で0.10-025%の範囲にあり著しい差はみられないが､水深7m以深と河口付近に015%以上の地点が存在

した｡宴来合丑は網走区域全体で0.09-027‰の範囲にあり､水深9-11mに0･25‰以上の地点が存在し,

水深5mと9mに部分的であるが､0.15‰以下の地点が詑められた｡

2 底生th物群書

a､小型マクロペントス群♯

SM塾採泥終により採非された底生動物の唖名を AppendlXTablelに､クラスター分析の結果をデソ

rpクラムとしてFlg5に示したOこの総菜から′J､塾マクロペソトス群射ま､輝似度04-05をEl安とし

50

^
)
J
J
e
J
J
L
u
.Js

50

^
)
.JJ
e
J
J
L
u
JS

50

^

J

JJ
e
J
J
u
J
J
S

August22,1989
B2

__ = I l一言
226915202Zl25104 5182214 83

I.I-I

..
.
='!'.:.=

.:

November21,1989

戚 適 品

March6,1990

読

A

三 二 ≡ 二 三 ≡ ~二

ん
⊥

日
日

=
m

StatJlonnumber

FIg5 Clusterana]ysISOf30statlOnS aCCOrdlngtOtheabundanceofspeclesonsmaIl

sIZedrnacrobenthos.CTrIndexEorslmllarltyandMoUNTFORD'smethodwereused.

Thestabonswereclustered IntothreegroupsateachLnVeStLgatLOn'reSpeCtlVe)y･
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Table3 Componentspeclesn thecommunitiesoEsmaH s12edEmCrObenthos･

Aug･1989 Nov.1989 Mar.1990

Blcommunlty A2COmTntJl)tY AICOmmunlty
〟e9a'LStuZLS yのLLZAPW (7812) SIPlの OeCdw La,w bens.∫ U･9nmaZdu (4419)
Stん9- aL上a (9･1) (542) SftLtfo,,nl∫ (23･6)
Sca7)heĉ8,LW 9nSeW (715) ]l ve7uLZostLS (28･0) E.eow (12･9)

E.dOW (5.2) JJ.uen払Zosw (9.0)

AICOrnrntlnLty A3COmmunLty A2COmmunltY
EohawtTILL9-OW (506) uroLhò 9nTnaZd" (17･3) 5.tanabensLS (53･1)
SaLta (16･5) E eoh9 日63) U･9TI'naJdLl (165)
伽 上o机edL一aSp. (7.1) M.LJdnLLLostw (80) 〟 .zJ■RtZLZo∫tげ (12･5)

SoÈ71上TW.nJì rルー (519) NLPんtyp eaLea (7･7) E･.ozLD (7･2)
II･vmuZosLL,S (5･9) Mort好LLZod･んmwphlLLLSt(5･7)

57,lO/.Ztfor別. (57)
S･9rl9-0 (5･3)

B2I:Ornmulllty B3COmmLnlty A)COmJTL)ruty
S.aLLa (55.6) NacE7･aCit'teTW tS (27.8) E.α LLJP (46.3)

S･krLL3tWl･r7u (14･9) u SnmaaL. (1113) u･gnれaLdu (166)
M･L'e7udoSZtC (63) E.一OLLP (9.1) M CAtnqLP一S (9I)

N,cawa (7.)) N.eou4 (5.0)

DLaSt〆07"W 血 W3m l (6･8)
Phoxo{ephaLldiesp･ (6.4)
NoLAnaAoZobTaTtChlala(5.1)

ValuelnPrentheslsrepresentstheTatlOOfeornposltlOn (渇)lneachcommuJqty.

臨 Al 闘 BI [=コez

匹 】 7̂ 匹ヨ AJ 皿 】B3

∴-_-::･,:L:.=t:･表 ::I::;- :-:;-二一一一一

四 AI Ea A2 E三IA'

Flg.6 STnL･aLd■stntNtlOnO†smalls.Zed rrLZK:FDberthos

cornmun)(1eSalongtheTomakomalCoastI



北海Jl苫小牧沿掛 こおりるホyキガイ漁qLのす姓特性と二枚貝幼拝見の分布 47

てTabLe3に示す7つの群集に区分された｡肖,名辞美名は端脚原が任占するクラスターをA､二枚貝がeE

占するクラスターを8とし､それぞれのクラスターにおけるBF占領を相帯種として番号を付けた｡

区分された群集の水平分布をFlg16に示 した｡1989年8月には､水深5m以決にサラ*'イ MeSa71gtJLW

ù718血 zLJPの椎貝の月払比串が著 しくか ､Bl群集と､水深7rn以掛 こオオミソガイ StL叩tW aLta とエ

Ir'7テガイ SoL.n上- nJì T7Ll の椎貝でfI成される82辞典が♯掛 こ分布した｡B2群集の広がる水深

7m以疎には､嘩抑類の E血 twL-吋 一肘 の串良比串が約50%のAl群集が点在した｡

同年11月には､鵜柳原のスナクダヤドム/ SIPA｡7tO- t付 LanD血- が捷占するA2群集､竣榊原の

てルソコエビ UTVL血･gn,naLd..と ElLOLL.' の月患Jt串が比較的高く､サラガイや多毛類の-ヤテyp

ガネコガイ Ne7)̂Ly,caeca が生息するA3群集.Jiカガイ 肋ct,aCA▲肌 ･l' の椎貝のG扱 比串が高

く.マルノコエビおよび E･̀ozLJ･や-ヤテ/ロガネゴカイが主なtI成唖となるt13群集が,それぞれ水深

3m以津､5-7m､7m以深に帯状にみられた｡

1990年3月には水深5mを掛 こ､陸側にスナタダヤドムシが捷占するA2群集が､沖鰍こE.EOZLS の月

払比率が約50%のAl辞典が分布した｡また水深3mの純多牲川河口と小糸糾 廿河口に､7ルソコエビや多

毛塀の7ドカスピオ Sp18JtLtfoTmW の平取比串がか ､A.群集がみられた｡

b､大型マクロペントス

粕 桁により採集された氏生動物の種名を AppendLXTable2に示 した｡ 大型7ク.3ベ･/トス群集は､

クラスター分析の結果から期似度0･3-04をEl安として4つの動物群集に区別された (Flg.7Table4)0

尚･各耶娘名は二枚貝が捷占するクラスターをN.-イイp-ス/-カソバソ ScaphecA川tQgrLPetLO が

便占するクラスターをEとし､小型17タロべ/トスの辞典名と同様に便占種を指標唖として番号を付けた｡

区分された節水の水平分布 をFLgBに示 した｡

1989年8月は水深9mを境に､沖側にオオミゾガイやノ{カガイの幼椎貝の編組比率がか ､N2群集､陸側

にサヲガイの幼稚且が康占するNz群熊が分布 した｡水深5Jll域には,-イイp-メ/-カノバ･/の籍乱比

Table4 CorhpOnentSpeCleSlnthecommunltleSOElargesIZedrrncrobenthos･

Augl1989 Nov･1989 Ⅳbr-】990

NJCOmmunlty Nlcommurnty

MeSanStLLuJI V･,tLL血 EW(87･3) M･川.tLLLw LLS
ScdrPhe亡山-997W eZLC (6･7) S.dLta

E cornmunlty E commumty
S･9TLSCLLS (7011) N .thmZLl即 -
N ･ L･e'ttLL卯 LLS (28･2) Sl9nSLeLLS

M.C血 TtLnS一∫

N2COmmuJl)ty 六riCOTIVT)u爪Iqr
SILLq- aLLa (602) M.CA一ne旭J･

N)comTnUnltY
(85.8) )I,zle71tLZootw
(5･4) S･9nSetLJI

E cornLnun)ty
(L15･9) S 9nSfuC
(ill.)) Al.L'enZLん szLS
(7.2) LLt.ci一nの∫1∫

N3COrTVnunlty
(30.0) JILchLne7trW

〟ochLaeん 77e71SW (23.2)S.aZta (175) M.LrdTILLLo∫払∫
N ･tJeTtuLw LLS (6.3) SoLerLAw wIJm t (15.0)

N.tJC仙 LoJW.P (125)

Nq,htyoeaJCa (10･0)
CTan90.Iajf,L一∫ (75)
PSeudα a,dH- 3yblJLaL (50)

2
8

4
2
6

0
ワ
一

8
3

5
4
9
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率が非'/7.'に芯く､サラガイの幼稚只の個体数も多いE辞典が海岸線と平行に分布 した｡

同年日月は､サラ*'イの幼椎貝が康占するNl群集が水深7m以掛 こ､/くカガイの幼稚只の編Rtt:串が高

く､オオミ/ガイ､-′マテガイ.サラガイの幼椎貝やノ･ヤテンpガネゴガイが生息するN3群集が水深9
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Aqu.,22..9"…
匿…ヨNl 【≡≡∃ N2 ■I
NoyeJ77ber21.1989

団 JVl qIDIIJV3 -I

二三 二 二 二二~~I
国 Nl l皿 N3 -E

F198 SpatlaldlStrlbutlOnOtlargesはednucroberLthos

eommunLtleSalongtheTor伯koLTulCOaSt.

m以深に広がり､それぞれが肺状分布を畠した｡水深5m城にはサラガイの幼椎貝と-イイE,-スノ-カン

パt/の鞘軌比串が高いE群銀が存在 した｡

1990*3月は,水深7mを境に､沖dllこノ:カガイの幼椎貝が任占するN3群集､陸跡こサラガイの幼椎貝

のtl占するNl群集が分布した｡-イイp-スノ-カシJ'ンのGi#L比串が非常に高く､サラガイの幼椎貝の

個体数も多いE群射 1､水深7rlI域に1地点存在した｡

このように当海域における大型7ク.,ベントス帝都の特徴は､サラガイの拍舶比率が著しく高いNl群集
が常に水深7m以法に牧羊され､-イイp.､スノ-カyバンがgt占するE群集のバッチが水深5m～7mに

存在することである｡また水深7m以珠では夏期にオ*ミ′ガイの箱阻止率が高かったが､冬期～春Blには

当年発生只の加入により,:カガイがtl占唖となった｡

3 二枚貝幼稚具の分布

稚 桁で採赦された*17キガイ､バカガイ､サラガイ幼椎貝の叡妓机康をF.g 9に示 した｡また､拭輸

桁で採光された1曳網当たりの･i-プキガイ､′くカガイ､サラガイ幼稚只の分布をそれぞれFlg.10､11､12

に示 したO
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a､ホyキガイ

操典された個触土.忍皮に刻まれたリングの軟と資長阻成 (Flg･9-a)から,すべて1988年に発生した

1胎只と判斬された｡

8月鞘査時に水深3-5mを中心に1曳網当たり1-7個体の硬度で存在した幼推月の分神域は､11月桐

査時には鈷多特川河口を矧 こ分析された｡すなわち.7.,1ロ西側の水深9rn以注と東側の水深5-7rn以淡に

認められる分布域である｡このような併向は3月ZI査時にも沈められた｡

b､バカガイ

採集された個体は､8月はすべてl酌只であったが､11月と3月には1齢月のほかに当年発生只も含まれ

ていた｡

幼稚月の分布域は､8月Pl走時は水深7m以珠に存在 したが､11月と3月では的査区のほぼ全壊に認めら

れた｡11月と3月Fi当年発生Aの沈卦 こより.1曳網当たりの個体か ま増加した｡

C､サラガイ

本種の幼椎貝の年齢は査定方法が確立されてい/Lいので､年齢の推定は行わなかった.3恒Ⅰの調査期間と

も､幼稚則土井に水深7m以掛 こ分布し､枝くなるにつれて生息密度が増加する使向がみられた｡

4,漁廿のZt姓特性と二枚貝幼稚具の的孫

a､庶tす塊

漁場の底質と餅扱桁で操典された二枚只幼稚月の分布常雄との関係を,Table5に示した｡主成分分析に

より区分された粒度型と二枚貝幼稚只の分布硬度の馳係をみると､Py型の皮矧こ生息するホブキガイの分

布'密度が他の佐須塾と比較して各粥査時とも高く.2.3個体 (8月)および2.I僧体 (3月)であった｡ノミ

Table5Relat10nShlpbetweenthesedimentcharaeterlSticsandthedensLtleSOlyoungbll･alves

specles P･sybL〟 EZe lIch17te7Wl∫ 〟 ･UenuZosu･S
sedlment

characterlSllc Aug 旭r･ Aug. Mar. Aug. Mar

sedlnent P type O･7 17 2473
type F'V tyT)e 213 21 1･0 86 3L1715 285･5

V type O･7 0･7 316 679 485 1517

[-Itype 00 I
Sato's I-2type l･O
sandtyT*u-ItyT)e )･0 14 3･6 5

V type 2.0 12 00
total 015% > I3
Carbon 0.15% ≦ 09

一
一

8
9
t
3.

一
】

193･0
497

total 0-】5‰ > ).3

nltrOgen 015-0･20‰ )･2
0･20‰ < 0.0

ト7 23.7
2.5 15ト6
6.3 37

VaLueT'ePTeSentSmeanOILndLVLdua)slnaCOILecn0nbydredge
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カガイ幼推糾 土各関釜時ともV型の庶fZに多く､8月は3.6個体､3月は679個体分布した｡サラガイ幼稚

只は8月には PV型の底質に347,5個体､3月にはF型お上U PV型の皮質にそれぞれ247.3および285,5

個体分布 した｡

佐#の Sand-typtと二枚艮幼椎貝の分布密度の関係をみると､ホブキガイ幼稚flの分布密齢ま8月には

V型の丘頂上で210僧体と他の丘質塾と比較して応かったが､3月IiSand-typeと分布密度との間に明it

TI対応関係はみられfrかった｡/=カガイ幼稚jlの分布硬度は,2回の詞壷ともn_l型の丘質上で他の氏可塑

と比較して高く､8月が36個体､3月が59.6個体であった｡サラガイ幼稚且の分布密度は､各氏21型とも

非常に苅いが､中でも8月はV型の鑑札 3jhまL2重ゆ 珪Hにそれぞれ538.3､3470個体と高密に分布

した｡

決済および窒乗合Rと二枚只幼椎貝の分布聴皮の関係は､淡紫および窒素含丑の値が褐い地点ほど､ホッ

キガイでは低く/こカガイでは高い値とlrった｡IJ.ラガイは淡紫含Jtが015%以下で､窒繋含Jtが015-8.25

‰の屯田に多くみられた｡

b､JE生th物群1

小型マクロペソトス群集と二枚貝幼稚只の分布密度との関係をTable6に示 した｡･ホブキガイの幼推則i

8月にはサラガイのtf占するBl撤 内に24個休､日月と3月にはスナタダヤドムシの徒占するA2群集

内にそれぞれ1･2､2･6個体と比較的多く分布した｡ノ､カカイ の幼推則ま､オオミ/ガイがeE占するt12群

集内 (8月)や E･eotw の絹阻比率が高いAl群雄内 (3月)に多くみられ､矧 こHjnt当年先生只の沈

掛 こより自らが倭占する群非を形成 した｡サラ*'イの幼稚只は､8月には自らが康占するBl辞典内､11月

と3月は端脚椴の編組比串のか ､Aト4辞典内に非常に補熱 こ分布した｡

大型ヤクpペソトス群集と二枚月幼稚只の分布密度との幽床をTabLe7に示 した｡ホッキガイ幼推只の分

布杏度は.8月はいずれの辞躯内においても1地点当たり10-1･3個体であったが､11月と3月はN-群

集内で1地点当たりそれぞれ.11個体､1.7個体となり,他の群射 こ比較して満かった｡ノミカガイ幼推月

紘.8月はN2群集内に多く､1日】と3月は当年発生月の沈卦 こより水深7-9m以床に捷占種として分布

し､N3群集を形成 した｡サラガイ幼稚月は､8月は水深9m以決､11月と3月は水深7m以決に 1地点当

たり100個体以上存在し､捷占鹿としてNl群集を形成した｡

Table6 Relat10nSh)pbetweenthecommunltleSolsmallsIZedmacrobenthosandthedensltleS

ofyoungblYalves

specleS P･ByL,.Z血 JJ･cAHLe7tJ･1. JI･y川 tLZw ELC

COmmunlty Aug Now MaT･ Aug NovI Mar- Aug Now Nbr

AtCOmmunlly

A2COmmunL(y

A3COmmunlty

A4COmmunlty

tllCOrnmunlty

t12COmmtlnlty

t33COTnTnunlty

ValuerepresentsmeanoEmdLVldualslnaCOllecLLOnbydredge
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Table7 ReLat10nShlpbetweenthecommunltleSOlurgeslzedrn∝rot*nthosarLdthe

densltleSOIyoungblValves,

spec-es P･syb.L血･ M･cAlTte7Wけ M･W71tLlo･LLS･

comnunlty Aug･ NovI Mar･ Aug･ Nov･ Mar Aug･ Noy Mar

NICOrnmumty

N2COmmunlty

N3COmmunlty

E cornmuruty

7

3
一

一

4

.4.

9

9

5

0

0

6

9

7

3

8

一
3

7

1

8

7

3

5

一
8

一

6

2

3

1

0

∩nV

7

2

9

8

一
〇

Valuerepresents汀治anOIlndlYlduaLslnaCO日ectionbydredge･

考 察

十,キガイ漁場の民fE環境としては.粒度型が0乱 Ll乱 l-2型および111塾のSand-type を量し8･

15)､炭窯含圭が03%以下で空襲含tが0.2‰以下が責当な粂件であると言われる)5).本粥査区域の駅東

および望乗合丘は各地点ともすべて03%および0.3‰以下であったが､t･フキガイ如椎貝の分布とSand-

type との間に明確な対応関係は監められなかった｡しかしIIがら､主成分分析による粒度区分ではホフキ

ガイ幼推貝の分布との問に対応朗係が認められたことから､二枚貝の分布と漁功の粒度取成との対応を考え

る串合､授産型の表現を裁つか試み､海域毎に長も二枚貝の分布と岩倉する表現方法を見出す必要があろう｡

今回の訴圭では,漁場の理化学的市境特性として正賞の投資型.炭窯および窒窯含土を考え､これらと二枚

只幼稚貝の分布域との的休を検討した｡その結果から,ホブキガイ幼稚只の生息掛 ま炭素および窒素含Jtが

ともに低く.細砂～捷細砂で構成されるPV型の皮質を皇する漁場に形成されると考えられる.バカガイ幼

椎貝の生息域は､.ホブキガイに比べ氏2tの炭窯および窒窯含Iが高く.康細砂が卓笹するV製あるいはu-1

型の転質を有する漁場に形成されると思われる.サラガイ幼稚只は､丘賞の炭窯含JLが･+.プキガイと同様に

低く､窒乗合Jtが0.20‰附按で､中抄～庫細砂でM成されるFl塾やTV些あるいはV型や )12型の在野の分

布する漁毛かこ生息域が形成されると考えられる｡

氏耳の粒度kl庇は海域の水理学的状態を反映 しており､二枚Aなど底生動物の多 くは.粒度取成に対応 し

た分布をすることが知られている8119･2122)｡上述した対応関係も､二枚貝幼椎貝の分布が波浪や瀬流

あるいは弄砂等の物理的要田によって決定された結果の表れと思われる｡

当海域における小型7クE･べ /トス群射 ま､各軍蔀とも二枚月経月と端脚類が主事Tl構成我となっている｡

しかし､個々の群集の捷占種は種個体群の季節的な増強にJ:って交代するo例えば,8月にBl群集 (佳占

機サラガイ)が見られた水深3m軌ま､Ⅰ‖可にはA2群集 (康占種スナクダヤ ドム/)に変わ･3た｡これは

サラガイの個体故が8月とH月とではほとんど変わらなかったのに対し､軍朋～秋期にかけてスナクダヤド

ムシが繁殖期にfIり23).その個体鼓が相対的に荊くなったためである｡また水深7rn以拝では､8月にはB2

帝熊 (gE占息オオミゾガイ)であったが､11月にはB3群集 (CE占包Jくカガイ)とrrった｡これは/(カガイ

が8月には民生移行直後であり21)､1mEl合のふるいに盛らなかったのが､11月には成長 して採集されたた
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めである｡そしてこの水深芋削ま､3月には EeozLS の個体薮の増加によってAl辞鰍 こIr･3た.官にオオ
ミl/ガイの個体数が日月と3月に減少したが､これは自然死亡のはか,二枚貝は一般に成艮lこ伴って潜砂深

度が深くTLるため25).sM型採泥解では採処されにくくなったことも原田として考えられる｡このことは､

この禍査方法による採如拙媒からの群JJ!ポ析lこ際して注意しなければIzらない点であろう｡

中尾は東北 ･北海道沿岸におけるホッキガイ弛助の小型氏生動物辞典について､二枚貝群雄とカ/バン群

躯は各汎協とも央血 した棟が主構成幾となるが､甲殻析尉掛ま各漁場で俳占唖が異なり､それぞれの水域で

特徴的な柵成を示すと述べている15と当海域では､二枚只群雛を構成する唖はサラガイ.,=カガイ､オオミ

/ガイおよびェゾマテガイであり､これらは中尾15)や柄九ら8)が報じているホッキガイ軌跡 こ生息する二枚

貝と共通 していた｡石丸らは北海道兼部太平洋沿岸のホブキガイ漁掛 こおいて､E.̀仙' のgE占する端脚斬

群柴の存在や､7ルソコエビの出現とこの唖のBE占する帝躯を明らかにしている9~12･26)｡当海域におい

ても Eeotw や-7ルソコエビが端脚煩辞難として主構成磯となっていることから､北海道太平洋沿岸のホ

ッキガイ漁を馴こおける端卿朝鮮射 ま､共通した種が康占掛 こなると考えられる｡ただし､スナJ7〆ヤ ドム /

が夏期～秋期に繋施して水深3m域で捷占種になることは､北海Ri東部太平洋沿岸とは異なった現象である｡

ホッキガイ漁場の大型てクF,ペソトスに関しては､これまでに東北およU北海道東部太平洋沿岸について

の報告がある9.27)｡これらの報告と当海域の大型-Zクリペソトス相を比較すると,サラカ.イ､,:カガイ､

オオミl/ガイ.ェ/マテガイおよびホ-/キガイの5種類は各海域とも共通しているが､エ′-マグl)Lwcy-

mafJwtwsa､ェゾイ/カゲガイ Kee,LCeard川,nCaJLfw,Lie,LSe､ エゾヌノノアサリCaZJもthacaada-

nLSt およびコタマガイMac,idl∫eZLSmda,Laegl∫ は当海域では採集されなかったことから.当海域の

二枚貝群集は種の多様度が他の海域に比べて低いものと思われる｡ただ､採集方法が各々の海域で異なって

いるため､一触 二は断定できない｡

今回の飼査では,漁場の生物学的環境特性として小型マクロベントス群生および大型17クE,べ-/トス群集

を考え､試験桁で採集された二枚貝幼椎貝の分布域との槻係を検討 した｡その結果､二枚貝幼椎貝の分布と

底生動物群集には対応関係が認められた｡すなわちホブキガイ幼椎貝の生息域は.水深5m以按のB)､A2
およびNl群集内に形成され､ノミカガイ幼椎貝の生息域は､水深7rm以深のB2､B3､N2およびN3群

躯内に形成された｡またサラガイ幼稚只は､水深5m以技に存在するBl､A2､^4およびNl辞典内に

生息域が認められた｡

底生動物群集の二枚貝の分布に及ぼす影Vとしては､沈着前後の懸濁物食掛 こよる捕食28･29)､沈着後の

氏家泥食者あるいは雑食者による捕食29)ぉよび健在性動鰍 こよる表層錐a30,3T)や機内飲争7)があげられる｡

物理的要因の影Vもあわせて考えれば､二枚貝幼稚只は海域の水理学的条件によって分布域が決定され､そ

の分布域内では上述 した生物相互作用による均衡のもとに生息域を形成していると思われる｡本鞘壷では生

物相互作用の具体的な例を明らかにしなかったが､これは今後の課題である｡

今回の調査で苫小牧沿粒のホッキガイ汲協の環境特性が把超され､3健類の二枚只幼椎貝の分神城との対

応関係を検討したが､今按は底質環境や庶生動物辞典の形成適齢 こついて解明しなければならない｡そして､

そのように形成された環境因子の個々が､二枚只個体群の丑的変動にどのように影守するかを究明する必要

があろうC

要 約

北海道苫′j＼牧沿岸のホッキガイ漁場において､底質環姥と政生動物の釈盤を行い､次の結果を得たC

】 底質の粒度型は､水深5rrL以枝にはFV型やF型の底質が席状あるいはパッチ状に分布 したが､水深

5m以潔にはV型の底質が常時存在 した｡
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2 良頂の成業合Jtは､水深7n以珠と河口付近に0.t5%以上の地軸̀ ;虚められた｡珪石の窒架台Jtは水

深9-11rlIに0･25‰以上の地点が存在し､部分的であるが水深5mと9MはO.15‰以下わ地点が認められた｡

3 KIMOTOのC7r指教を用いて調達地点間の舶似皮を井出し､MouNTFORJ)法に従ってクラスタ-分

析を行い,7つの小型7クpペソトス群躯と4つの大型-,タロベントス辞典を料た0

4 当海域の小型マクロベントス群雛は､各孝帝とも二枚fl幼稚只および端封煩群集で耕成されていたo
また､唖個体群の季節的な増強によって個々の群集のtf占種が交代した｡

5 当海域の):型,'QPペソトス辞典は､Nl群集が'#時水深7111以法に観音され,E群集のバプチが水
深5rn～7rnに存在した｡また水深7m以床では,:カガイ当年畢生只の沈耕により,BE占鏡の交代が牧寮さ

れた｡

6 ホ7キガイ幼稚只の分布域は､水深5rrL以漠に存在するBI.A2およびNJ群JJ!内に形成された｡

また､炭窯含里と窯来合JLがともに低く､細砂～庫細砂で糾成されるPV塾の庶ffを呈する漁場にホッキガ

イ幼推只の生息域が形状されると々 えられた｡

7 ,{カガイ幼椎貝の分布掛 土､水深7m以深に存在する82､B3,N2およびN3群賂内に形成され

た｡また､′くカガイ幼推Jlは､,ホブキカ'イに比べ底質の放棄含量および襲来含Aが高く､捷細砂が卓越する

y塾あるいはu-1製の正平を有する漁功に生息すると考えられた｡

8 サラ*'イ幼椎貝の分布域は水深5m以決に存在するA2.A4､Blお⊥ぴNl群熊内に形成された｡

また､サラガイ幼推Flは､氏竹の決来合tか･+プキガイと同様に低く,窒素含まが0.20丸'前後で,中砂-捷

細砂で構成されるF丑やrV型あるいはV里や L2型の丘2Iの分布する漁場に生息すると考えられた｡
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Ⅲ.変態期幼生の沈着
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Studies on the artlrlClalseedproduction

oftheseaurchin,Stron9yZocentrotus-ter7nedtuS

n.The collection or meta山orphosed larvae

Ken-lChlrO TAJIMA. Koelsu YAMASHITA

and MakoloFuKUCHI●
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'silka血 Bra7W ん･nokhido^9LLaeLLZtu,eD-ueLop'机tALLtho,tly.

SんLkaん.llokkaldoO41-14.Japa'I

TTlePresentStudyalrnSateStab)lSJMgeffect)vemethodtoco‖ectmetamorT九〇sed

LarvaeoEtheseaurchin.SL-1gyZ-nL7dLLSLnL｡rm d̀lLLJ･･Theexam-nallOnSOlCo‖ectlng

Jaryae were perIorlTled lnthelJYeStepsotthesea watertemperatureaJlめng9℃ ard

21℃.Theselarvaewereproducedfrom theadultseaurcJllnSOrthePaclflCOceanccLaS-

taLwatersard theJapaJISeacoastalwatersznIもkbLdo.Twometl10dsoEseltlngthe

col)ectorboards.horlZOnlaLtylX:ard vertlcaJtyTXt,Werealsoexamlned.The larvae

transpcrtatLOnSWereCarrledout26tlmeSfrom 1983to)986.

TheresultsobLalnedareasfollows.

l TheLarvaeofthePaclfl(:Oceancoastwere(.oJlecLedmostOntheco日ector

boardsaL18℃.AndthelarvaeoftheJapanSeacoastwerecoHectedmos(st12℃.
2 Morelarvaewerecollec(edontheuppersldeofthehorlZOnlaLtyl光 tm rds

thanontheOPFX)SILeslde.

3 hbrelaryaewerecolJectedontheJ10rlZOnlaltype boardsthanonthe vertlCaJ

OrTeS.

報文番号A176(1991年3月25EI受理)

'北海道立水産軒化切えりも支額 (grim Branch,HokhldoFishHatchery,ErLrnO.HokJ{a･do
O58-02.Japan)
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4 ThetlmeTlqurLedtotransprtthelarvaefroFnOurlnstltutetOOtherhatch-

erLeSVarledEr仰15mlnUteStO13hours.

5 TherewasnoslgnlFICantCOrrelat10nbetweentheLransportatlontlmeand the

larvaecoLIectlOnrate.

り二期の浮遊幼生の沈着条件は人工機首生産や天然採酉の技術開発の中で次第に明らかにされてきた｡化

学的刺戟,沈潜する来面の状態および旬気的刺激1)や無断石灰集2)付着珪藻3)海藻4)の存在などが沈潜

の要因として毒内飼育乗鼓で確証されている｡また.ェゾ,I7ソウニ(5Lrの9yZoeeTttTOtLLS川ter'nEdLZES)

の天然採否では､変態期幼生出現時期の2-3か月前に採酋器を海中に設置すると沈着教が多くなり､採甫

許の材質は裏面の凹凸の複雑なものほど多く沈着することが知られている5)｡ウニ頻の人工種苗生産での採

首肯の設置法についても,i7I/ウニul仇 W e'LtrOtuSPtLJcAerrlmtLS)2)､7カウこ(PcetLdwent'vt払S

d叩,CSsuC)2･5･6)ぉJ:ぴキタムラサキウニ (SLmuyLocdnt,OIw .ltLduc)7)などで種々の知見が得ら

れている｡

著者らはェ ゾノ17I/ウニの人工穐苗生産研究を進める中で､非来所などで比較的冊単に東施できる方法と

して温度刺激による沈着率の向上および採酋用コレクターの放置方法による沈着串の向上について就族を行

ったE,さらに､浮遊幼生を道内各地に虎布して効率的に磯苗生産事業を行うことをEl的として､変態期幼生

の艮拒鮭檎送についても試鼓を行い2､3の知見を得たので報告する｡

本文に入るに先立ち.愉送筑掛 こご協力いただいた泊村､熊石町.耕丹町.南茅部町,知内町､福島町､

伊達市､広尾町､えりも町の各種商生産施設と北海道立小樽水産高校古平実習場の皆様に厚くお礼申し上げ

るO

材 料 と 方 法

1 温度別の沈暮

変放期に連したエゾ′こ7ソウニの浮遊幼生を.温度条件を9.12､15､18､21℃と変えて沈潜させた｡用い

た幼生は収培漁業総合センタ-の通常方法8)で採卵し､20日間程度の飼育を行って得た｡卵 f期間中の水温

は粥始時に18℃.沈着直前に15℃となるJ:うに徐々に降下させた｡親として用いたユ/ノ17ソウニの産地は

噴火湾を含む太平洋沿岸の鹿部町､南茅部町およU豊浦町と､津軽海峡と日本海沿岸の知内町､松前町およ

び大成町である (図1)｡ただし､南茅部町産と知内町産は9℃と21℃､10月20日の大成町産は21℃ につ

いてそれぞれ実施していない｡

変態期に適した浮遊幼生を駒込ビペプトで吸い取って肉眼によって計数し､22腰高ソJr-レに100-300

個体を収容した｡ /Jr-レ内にはあらかじめ7ワt='モ(U∠ueZZalens)のよく繁茂したポリカ-･1-:ネイト製

波板 OOxlO)を一枚ずつ入れ.軽い通気を施したOユ､2､3､4,6､24時間後に沈着した椎ウニの数

を肉眼で計赦した｡その按も､施瓢町産は96時間後､豊浦町産は72時間後､松前町産は48時間後まで同様な

計数を24時間単位で継成 した｡収容した幼生政に対するこれらの沈着した椎ウニの累計の百分率を沈着革と

した｡

2 コレクタ-の投t方法別の沈*

7ワt:'そのよく繁茂したポリカーボネイト判波板 (58×30cm､以降コレクターと休す)15枚ずつを､120

e容のコ/テナーに図2に示したように水平にあるいは垂直にしてコL,ククー枠にいれて設置した｡それぞ
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Elll'
E110' El･12'

国 I tLウニの採暮地 (A丸)とませJA浮頚幼生の■送先 (白ヌキ)

1枚日

5枚目

10枚目

15枚巨

t dl Jl '､~'~ヽ一､ノ､-′､-ノ

水 平 型

固2 コレクタ-の投7万法

れ沈着時の水温を18℃と10℃の2段階とした｡これらのコソテナーに変態期に連した浮遊幼生5.400個体ず

つを収容し､2日間は止水として軽い通気を行った｡2【=かこ水平設Eのコl/テナーでは上から1枚EI,5

枚目､10枚EI､15枚日の4枚について両面に沈着した維ウニの計数を行った｡

叔培漁集拐Jq公社足部支所 (以降鹿部支所)で､ji甫用いている30枚入りのコレクター砕10個ずつを､コ

レクターが水平にIxるようにして収容した水緒2基 (A､B桔)に､変態朋に連した浮遊幼生を投入した｡

15El掛こA相の10個の枠について.それぞれ上から5枚日､15枚目､25枚8のコレクターを抽出して.肉限

で椎ウニの計数を行った｡B槽の10個の枠についてはA槽と同様に5枚目､15枚臥 25枚目のコレクターを

抽出して､上下面別に計数を行った｡
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3 幼生の■送

変態邦に連 した浮遊幼生を飼育毎水と共にポリタ'/〟(20e昏J983年7月20日～11月4El)あるいはポ

)〆ル (70e容.1983年11月28El以降)に入れて自動串で格送した｡NXX13プラ'/クト./ネフト地を用い

て衝撃を与えないように漣過 しながら､.i･:I)タ/クの坊合には250eの飼育海水を40Cに,ポリタルの場合

には500Cの飼育海水を150-200eにした｡t点送先は泊村､熊石PT､伊丹町､南茅部町,知内町､7B鳥町､

伊達市､広権町､えりも町および鹿部支所のJDか所のウニ,7ワど の態苫生産施設と古平町にある小樽水産

高校乗習幼とし (図1)､1983年から1986年の間に延べ26回乗施した｡各施投とも7ワt='そのよく繁茂した

コレクターを神棚して沈兼させた｡沈着時の水温は15℃ を基準とした｡Il送時間は幼生を運搬車掛 こ移し変

えてから,輪遠矢の沈分水軌 こ入れるまでの問とした｡

沈着後､10ElElに肉眼で推ウニの計衣を行った｡原則として720枚のコレクターに対 し30枚程度を抽出し

て計数した｡

結 果

1 温度別の沈*

濃ウニ産地別の各水温段糖における沈着串を袈 1に示した｡水温段緒毎の沈書串を比較すると､箆部rT産

の沈着事は18℃で点も高く､ついで21℃であった｡15℃と9℃では最高値の1/3以下と沈着串は低かった｡

南茅部町産は15℃で長も高く次に18℃であり､JL浦町産は18℃で長も高く､ついで15℃の15となっていた｡

このように噴火滑を含む太平洋側を産地とする双ウニから得た浮遊幼生の場合は､3例中2例が18℃で､1

例が15℃で点も沈潜串が高かった｡

一方､知内町産､松前町産および大成町鹿 (10月22日)の場合は.12℃で長も禰I､沈着串を示 し､15℃あ

るいは18℃がこれにつぐ｡ただし､大成町産 (11月21日)は21℃で点も高かった｡津軽海峡を含tJEl本海側

を産地とする親ウニの場合は4例のうち3例が12℃で長も高い沈着串を示した｡

蓑1 8ウニ産地 ･水ユ別のエゾパフンウニ稚ウニの沈暮串

親ウニ産地 年 月 日
水 温 (℃)

9 12 15 18

大 政 策 rr 1984年 4月17F1 287% 487 343 93

平 南茅部町 1985 4 2 - 430 513 46

洋 丘 柵 町 11 21 365 290 390 47
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2_ コレクターのt2t方法別の沈暮

蓑2にコレクターを水平､垂直に設■した切合の上下､表素面別の沈着故を18℃と10℃の温度別に示 した｡

水平設丘の幼合の沈着推ウニの計数法具をみると.18℃での4枚のコレクターでは上面が64-433個体/

面､下面が6-11個体/面と上面の沈着政が多かった｡10℃の場合は沈着後の止水期間中に7ワビその範子
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放出が見られ､沈着串が低下したが.上面で32-211個体/面､下面で8-22個体/面と18℃と同様に上面

の沈着薮が多かった｡

垂直設書の場合､18℃での4枚のコL,JPタ-は表面に87-131個体/面.事両に38-】62個体/両 と比較

的近い値を示した｡10℃の場合も表面に89-133個体/面､表面に96-228個体/面と.水平静定のコレク

ターに比較すると､両面の沈潜政の差は少なかった｡18℃での1枚当りの合計の沈着故は水平設定の方が多

い便向にあった｡

兼2 コレクターの陛t方法とエゾバフノウニ稚ウニの沈+赦

18℃ 10℃

東面

垂直--書面 89 122 162 38 228 96 133 118

汁

上水平-..

下面

汁

鹿部支所における水平放任コレクターについて.A相の深さ別の沈着教とBFqの潔さ別､上下面別の沈潜

政を表3に示した｡A楢の5枚Elと15枚目との沈新政を比較すると.158-654個体/牧､平均413.8個体

/牧と､181-500個体/牧､平均301.5個体/牧であり､かなり,:ラツキはあるもののやや5枚目の沈着

表3 水平投tコレクターにおける深さ別.上下面別のエソバフンウニ稚ウニの沈*鼓

福相 竺 平均値

A 5枚El 413.8l5枚EI 301.5

25枚El 238.3

8 5枚用 ヒ而

下-di

汁 607.1

15枚日 上向下dii

汁 296,8

25枚日 ヒ面下面

汁 213.7
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故が多かった｡また､25枚EIは87-360個体/牧､平均238･3個体/牧で5枚Elや15枚白に比較すると沈着

赦はやや少なかった｡Bfqでも剛 かこ比鞍すると､5枚日では422-971個体/牧､平均607.I僧体/牧､

15枚EIでは156-390個体/牧､平均296･8個体/牧､25枚E]ではll4-301個体/牧.平均213.7個体/

牧と深さが稚ナにつれて沈*政が少なくなる偵向がうかがえた｡

また.上下面別の沈*故は上面で89-900個体/乱 平均320.4個体/面であり,下面は15-94個体//′乱

平均52･1個体/面 とコレ〃ター毎にかなりのJ:ラy牛はあるものの,同一コレJPタ-では上面の沈着教が常

に多かった｡

3 幼生の■送

幼生始送の年月日､NI遠矢､時臥 そのときの拝並幼生の長大長の平均値､七長胃径の平均値お上U10E]

後の沈着革を表4に示 した｡Il送先は時間でみれば､鹿部支所が七も短く5分､広尾PTが点も長く13時間 を

要したot大庄は大半が900Jlれを越えていたが,一部600-700JLn台の場合もあった｡胃径は大半が300

iL爪以上ICあ･3たが.一部210･-23DJLm樫皮の幼合もあった｡沈着串は大半が30%を越えていたが､15%

以下の場合もあった｡

兼4 エソ/(フンウニ浮iB幼生■送の集件と沈暮串

年 月 日 強運先 鵬 剛 点hわ長 J等 pJff 沈(莞)半 片 考
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年別に見ると､1983年は平均で121%であったが､鹿部支所のほかは15%以下と沈着率は低かった｡1984

年は平均で493%であり,10月9日のす丹町は57%と低かったものの､ほかは378%～95.5%と比較的

高い値を示 した｡1985年は平均で45.9%であり.10月22EFの知内町を除いては30.0-74.5% と前年同様蛾

的高い値を示 した｡知内町の場合は沈着直後に7ワビモの胞子が大tに放出し､その後に沈着 した推ウニの

死亡が観察された｡1986年には30.0-67.5%で平均は438%となっており､比較的安定 した沈着串を示 し

た｡
輸送時間と沈着串との関係を図3に示した｡輸送時間と沈着串との相B4係数はrニー0.1009であり､相関

関係は認められIzかった｡

最大長と沈着革との関係を図4に示した｡長大長は900-1,000/川 に集中し､900pm以下 あるいは

1･000/1771以上は少なかった｡1983年分 と事故のあった知内町 (1985年10月22EE)を除くと最大長が900-

■1983年
●1984年
▲1985年
'1986年

汰

着 50

翠

0
700 800 900 1000 1looJL77I

点 大 長

図4 *送放散に用いたエソJtフンウニ幼生の+大長と沈*革の開床
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1･000JL･nでは沈着串が30%を下回ることが無く､900JLm以下あるいは),000JLm以上の取合に比較して

沈着串は高い仰向にあった｡

長足胃径と沈着串との閑簾を図5に示した｡最良博徒が270J… を増えると沈着串が30%以上となり.290

FLれを越えると半裁近くの沈着串は50%以上となった｡長堤胃径と沈着串との相関係かまr=0.5047とな

り.～送時rplや七大良よりも高い用的床我が認めら(,た｡

200 250 300 350 /…

長 長 官 怪

図5 輸送拭散に用いたエソパフンウニ幼生の8長Il徒と沈*串の朋休

考 察

ウニ塀の人工種苗生産における採百方法は水fq内にコレクターを設定して変態直前まで飼育した浮遊幼生を

尉背水とともに注入する方法が一般的であり､その際には沈着串を向上させるために様々な方法が取られて

きた2･3･4･6･7)｡著者らは北海道のエ′′く71/ウニは太平洋沿岸と日本海沿岸とで生殖周期が異なり.帆

者は水温上昇の晩春から初秋にかけて産卵し､接着は水温の低下する秋に短期間に産卵するという生腰的知

見9)から､両者のそれぞれの最ji沈着水温を知るEl的で奨輸を行った｡

著者らが今回乗よした及ウニ産地毎の水温別の沈着括巣から､太平洋沿岸産の親ウニに由来する変態直前

の浮遊幼生の場合は18℃と15℃で比較的多く沈潜する横向にあることがわかる｡変態直前の浮遊幼生の腕育

温度は15℃に保たれており,これより約3℃商いか同等である場合に沈着串が商いということになるE.これ

とは反対に日本海沿岸産の場合には12℃で沈着等が高く､幼生Gl育温度上り3℃庇いときに沈着革が高くな

る｡このことは放流した人工種苗生産ウニの生難局伽 ;その親の生朋 朋を引きjBいでいるのと同様に9)､

太平洋と日本海のエ′′こ7I/ウニの特性であう可能性も考えられる｡今回の京浜では上記の推ZAに当てはま

らない場合もあるが.今律さらに知見を故み兎ねて､より効率的な沈潜のたわの水温条件を明らかにする必

要がある｡

コレクターの故■方法では水平型の鴇合は上面に沈着する僻件が多く.下面に比較すると明取/L叢が認め

られる｡垂拡改定の場合には両面での沈着掛 こ差が認められfzい｡水平設定と垂直設産の沈着政の合計は18

℃でみると､やや水平設臣の方が多く､採否効串の点からすると水平にコレJ>クーを静だした方が有利であ

ると考えられる｡
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角田2)はノ17ノウ二､7カウニでは水平的な付着面を増大させることにより幼′tiがより付着 し易い状態に

なると推論 している｡大穂ら6-)はキダム7サキウニでは採首掛 ま底面に垂跡 こおくより水平となる横艦さに

した方がウニ稚仔の付新卒が糾 ､と,また,伊東ら7)は7カウニでは水平加 】または斜め方向に設促 した方

が採商卒が高いと報告している｡このように捻 じてウニ煩の人⊥唖苗生産の幼合は､コレクターは水平設置

の方が垂直設腔よりも沈潜率が高いと判断できるであろう｡ただし､今回の水平設世コレクターの上下面の

沈着教の比較からすると.上下の面では康端な推ウニの沈着数の差ができていた｡伊東ら7)は7カウニでは

遺文にJ:りと下面の垂を解消できるという結果を示 しているが,著名らの今回の工./′く7ソウニの場合は通

気条件下にもかかわらず上下の蓮が出たOこのことは-′パフー/ウニと7カウこの種の違いによるものか､

あるいは通気技術によるものかは不明である｡また,深さによっても沈着故が災なることも今回の結果から

得られている｡こうした点を考膿すれば､コレクターの水平恐虻にJ:るェ/,:7/ウニ幼生の採苗に当って

は,辞退幼生の半数を沈着させた後､数時間以上経過 してからコレクターを枠ごと反転させた上で残りの半

数を沈射させるfIどの手法を取る必要があろう｡

一方､こうした水平設置のコレクタ-は維ウニ沈着後の早い時期に垂rli設置 しないと､付着珪藻類の丑那

不足することもあり､また､コレJ?クーを水平に設催するための水軌 ま従来の椎ウニ飼育用に用いられてい

る型式 (10×1.5×0.5m)と異なることなどから.現在､北海道内の多くのウニ種苗生産施設において､

コレクターの水平設置は技術的に一般化 していない｡

幼生の愉送には様々な条件が考えられるが､嶋適中の温度の変化と輪送常軌 まここでは検討 しなか･3た｡

また､受け入れ施設の用意 したコレクターの状態は一定であるとは考えられないが､それは条件から除き.

変態朋の浮遊幼生の状態と輸送時問に限って巧えた｡今回の訳鋲中に沈若率が30%を下回ったのは1983年に

Ll回､1984年と1985年に1回ずつ祈った｡特に1983年の妖艶では20eポ1)チ/クを用いたため､積送から沈

着にいたるまでの幼生の取扱などに適切さに欠けることがあつたとも考えられる｡)984年10月9Elの研丹町

の場合は最長胃径が著 しく小さく､1985年10月22日の知内町の場合は椎ウニの沈潜掛 こ7クビItの胞子放出

があり､推ウニの死亡が確認された｡

輪送時間と沈着串との間には相閑が認められず､少なくとも13時間以内ならば,適切な^法による幼生の

輸送は沈着串にほとんど影Vを与えないと考えられる｡最大長が900-1.000/川 の勘合には沈新卒は比較

的高い値を示 し､).000JLmを越えると沈着率の高いものが減少する較向が沈められた.また900〟JTL以下

でも沈弟率の高いものは無いOこのことから散大長が900-1.000/… という値は変態期の幼生が沈着する

ときの最適値であると考えられる｡浮遊幼生の成長は沈君する2-3日前に最大に達し､その後萎縮するこ

とが知られておりJO),最大艮900L川 以下の場合とともに､1.000/川 以上でも変態するまでには十分発育

していなかったとも考えられる｡艮大官径は沈着率との関連が認められ､最良門径が大きくなるほど椎ウニ

の沈着率は向上する恢向にある｡

今回は幼生輸送条件のうち,偵逆時間と最大長および最大胃径で鼓される浮遊幼生の発育状態に限ったが､

輸送容器,照度､温度などについても検討する必要があろうO

要 約

ェ/バフ/ウニの変態期に適した浮遊幼生を効率的に採甫するため.沈着時の水温とコレクターの設匠方

法および変態期に連した浮遊幼生の輸送について沃野した｡沈潜水温は9-21℃の5段掛 こ設定 し･用いた

浮遊幼生は噴火再を含む太平洋沿岸産と津軽海峡および日本海沿上..生産の祝ウニから通常の人工種菌生産の方

法によって得た｡コレクタ-の設置方法は水平あるいは垂屯としたO幼生の輪送訳奴は道内の11か所に向け

て､延べ26回乗施した.長も遠い場所は広尾町であり,13時間を要 したC
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得られた結果は次の通りである｡

1太平洋産の浮遊幼生はその6情水温 (15℃)より高い18℃で､津軽海峡 ･El本海産の浮遊幼生は飼育水

乱より低い12℃で,それぞれ沈着串が比較的高い傾向にあった｡

2水平投■のコレ〃タ-は下面と比較して上面に康めて多くの推ウニが沈着したが､垂直設dEの*合には

両面での叢は認められなかった｡また.沈着水温が18℃のときは水平設tのコL,ククーの方が垂直没■に比

較して沈着政が多かった｡

3■送時間の長さに上る沈着串への形ffi認められIr､浮遜幼生の発育状席が沈着串-影Vを与えていた｡
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描

水温や日長の内節に上る魚類の成熟 ･産卵の柳 に関して､淡水魚では救銭の魚捷1)について報告がなさ
れている｡fIかでもキ/ギ ,2)､ドンヲウ3)については日長変空に上る産卵制御技術が確立され.実用化に

まで至っている｡しかし､海産魚での研究は少fiく､てダイ4･5)でいくつかの報告があるにすぎない｡ヒラ

ノでは､水温桐節にJ:り産卵時期が天然より早まることは知られているが､計画的に産卵期の調節が出来る

技術は末だ開発されていない.

--Jl､近年木瓜に於いても､ヒラノ増集成に対する債庫的な取りiLみがみられ.ai甫放流,海中孝允妖鋲

が日本海沿岸各地で盛んに行われつつある｡本道における天然ヒラノの産卵J抑ま6月下旬から7月下旬と言

ゎれている6)那.太逆でヒラノを年内に帯鼓装着が可能となるICbl以上まで育成し､故泳するためには､そ

の年の4月から5月に採卵する必章があるので､水温預節によるヒラI(の成熟 ･産卵の制御について.1984

年から1988年までの5カ年間にわたり鼓奴を実先した｡このrEllに縛られた2､3の知見について報告する｡

材 料 と 方 法

供託魚 使用したヒラノ(PqaEl叫 ∫OLwacettc)親魚は､1982年～1984年に産れた3年抜群で､その由

来は次の通りである｡

(Il1982年秋田県栽培漁業七/クーで採卵,横笛生産後､同県の温水糞稚七'/クーで2歳まで飼育された

もの (200尾,性比l.1,平均全艮4(也 .平均体重750g) を1984年5月13ElにZ*り受けたヒラ
メ (以下82年産魚と崎)｡

(211983年EF本栽培漁業協会宮古事業韻で採卵､機首生産され､平均全長2cmで道センターへ虎和された

ヒラノ (以下83年度魚と崎)｡

(311984年秩EE県栽培漁業センターで採卵､逝七'/タ-ヘ受輔卵の段階で輸送され.鐘甫生産,中間帯成

されたヒラノ (以下84年産魚と略)｡

飼育水槽 :82年産魚と84年産魚は自桃色楕円形30トンFRP水措 く有効水深12址､175rrT)で､83年産魚

は黒色角形6tソコンクTJ-ト水結 く有効水深07m､86rFl)で各Jt飼育された｡

給餌と甘晋 .冷疎イカナj'を摂餌状況に応じて､RI3回多少鼓餌が出るくらい与えた｡なお.1987年5月中

旬から親魚の果菜状態の改善のため､イカナゴにピ タミグクスC､E (マリl/プF'ジ-クト杜繋)及Uユ

ベラフード5)(ユイザイ杜も)をエサコートP (71)ノブF7}ェクト祉袈)で展着し冶申した｡丘掃除を

毎日午前中に､サイ･+ソで行った｡

給排水 書文相を飼育水汁の片方に設置し､そこを通った海水が飼育水相の一方から落下式に給水され､も

う一方の端の低層と妾層から排水される様にした.換水串は0.5-10回/時となるように調節した｡

温度凪理期rrLl天然海水温が8℃に低下した時点から飼育水の加温を開始し､20-25日に1℃ずつ界温させ､

天然海水温が15℃に上界するまで水温鞠節した｡その後は.天焦水温下で飼育した｡なお､横井水温 (℃

･日)は､一日の平均水温と日数の餅から井出した｡82年産魚の姓哩朋rulは､1984年12月へ4985年7月､

1985年12月～1986年7月､1986年12月～1987年7月,】987年】2月～1988年7月であり､83年産魚と84年

産魚は､ともに1986年12月～1987年7月､1987年12月～1988年7月である｡

集卵 ･水ft内で自然産卵された卵は､表JF排水｡と皮膚排水口を為して水け外に設けたlト/角型FRP槽

に斗き､ff内に倣った直径70m､深さ5ぬ山のゴ-スネットで受け､靭 ･夕2回収り上げた｡採集された卵

はポリェチレ./製､8台0.51-0.田一の網を通して十分に洗浄しながら混入したゴミ等を収り除き､円it

形1002の卵分書付へ海水とともに移し入れ､約1051静iEL､浮上卵と沈下卵に分#した｡なお､洋上卵
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革を次の式から井出した｡

Pl上即JL

浮上卯串 - 浮上卵Jt+沈T卵t X 100 (%)

生殖腺指数 (GSI)の内杢 82年重点を使用 し､1986年12月-1987年7月まで5回行った｡毎回雌雌5尾

ずつ取り上げ生棚 五tを詞べた｡fiお､GSIは次の式で計井 した｡

GW
GSI-- x lOO (%)

tiW

但し､GW 生殖腺兎Jt

BW :捧壬

結 果

(T)1985年度

1984額 1月下旬から腕首水温が8℃以下に隆弘しないように温海水を給水 し､水温調節した (FLg1)｡

その抵果､初回産卵が1985年4月17日に確認された｡採卵Aは4月中は少なかったが､水温が14℃台となっ

た5月に入り急増した｡
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1985年4月中旬から7月中旬までの採卵tをFlg･2に示 した｡水温が14℃台を推持した5月中旬から下旬

にかけて増加し､15℃台に連した6月中旬から下旬にかけて長大と/rった｡

温度地理を開始した1984年11月下旬から1985年4月17日までのBt井水温は1,36】℃ .日であり,6月下旬

の産卵盛期では2.401℃ ･EIであったC採卵を中止した7月下旬では2.924℃ ･日に遠 していた｡

浮上卵串は産卵期が進むにつれて低下する仰向にあった｡

(2)1986年度

温度丸理をしたⅠ985年】2月58から1986年7月31日までの飼育水阻の変化をFlg.3に示 した｡温度地理を

開始 した1985年12月5日から1986年4月14日までの錬井水温は1.354℃ ･日であり､このときの水温は13･2

℃であった｡産卵盛期の6月下旬では2.454℃ ･日であり､折井水温2,000℃･Elに達した日は6月2日で

あった｡一方､採卵を中止した7月下旬では2,954℃ ･Elであった｡

FLg.4に】986年4月中旬から7月上旬までの採卵Jtを示 した｡一日の軽採卵J (浮上卵と沈下卵の合計)

は水温が14℃に上昇した5月下旬から急増し､その珠多少変軌 士あるものの､15-16℃を推持 した6月上旬

から7月上旬にかけて14.5g/局/旬に安定 した｡

浮上卵串 (Fig4)は前年 0985年度)と同様に.産卵期の終わりになるにしたがって低下 した｡
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(3)1987年FE

飼育水温は,温度調節を開始 した1986年12月下旬及U1987年3月下旬に､83年産魚の水けが他より約 1℃

低くなった他は.ほぼ同様の水温憤向で井乱 していた (F嶋.5)｡即ち､各fQの飼育水軌 1.】2月-1月上
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旬で8℃.1月中旬から9℃､2月上旬で10℃､2月中旬で11℃､3月中旬で12℃､3月下旬から4月上旬

に13℃に調節した｡

各年抜群ごとの赦且産卵の確駄目は､82年産魚で3月29日(水温Ⅰ3･1℃)､加温開始律の折井水温は),151

℃ ･日,また産卵最盛期及びその時の堺井水心は6月中旬で2.293℃･日であった｡83年農政では4月9El

(140℃)､1.305℃･日.5月中旬.2.016℃ ･日｡84年産魚では4月26日 (1318て),1･532℃ ･日.

6月中旬.2.295℃･日であった｡

産卵丑と浮上卯革については (Flg.6)､82年産約では4月中旬以降採卵量は徐々に増加し､5月上旬以

降で急増した｡5月中旬で約100g/尾となり､以扶7月中旬まで,平均で136g/尾となった｡なお､Pl

間中の稔採卵Jlは1,120g/尾であった｡浮上卵串は4月上旬から中旬にかけて､37､27%であったが.以

後減少し､ほぼ10%以下となった.83年産魚では､5月中旬から6月下旬に旬平均で200g/尾であり,那

間中の浮上卵串は21-33%の範囲にあり､比較的安定していた｡84年産魚では､5月下旬から6月上旬まで

の間に､旬平均で264g/尾で､期間中の稔採卵JLは144g/尾であった｡採卵開始期の4月下旬から5月

上旬の浮上卵串は42･巧1%であったが､それ以降漸減し､7月上旬には9･4%となった｡n]間中の平均浮上

卵串は2ト5%であった｡
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(4)1988年度

82年度租と83年虎魚lこ対する温度凪助士､例年どおり､俵低水温を8℃として､12月上旬から徐JH=昇温

し.4月上旬で13℃と成るようにし､その後15℃を維持し.天然海水温の上矧こしたがった｡

一九 84年産魚については､1月上旬に6℃まで水温を下げ.1月～2月は6-7℃を維持し､3月上旬

から5月上旬の約2カ月間で8℃から13℃へ丹荘させた｡ したがって､上記82年度及び83年産Atこ比べて･

約半分の期間で､温度上昇期を1邑遵させた (Flg17)｡

各年抜群毎の敢1産卵の確認日は､82年産魚で4J‖1日 ()37℃)､軒井水温 1･376℃･E]､産卵盛期は

6月上旬で2,220℃･日であったC同執こ83年度魚では4月12日(135℃)､l･391℃･日･5月下旬･21075

℃･日､84年産魚では5月2EI(】2･5℃)､1.136℃ ･日､6月中旬.lr786℃･日であった○

採卵豊と洋上卵串については (F'g.8)､82年度魚では鹿産卵Aは5月下旬から急増し､6月中旬から7

月上旬がビ-クで旬当り､約500g/尾であり､それ以後息漉した｡一方､浮上卯丑は全産卵Wlulを通して

旬当り平均671g/尾で.余り変化しなかった｡浮上卯串は産卵開始の4月中旬～下旬で32-36%であった

が､5月⊥旬～6月上旬で19-21%､7月下旬では10%台 とfrった｡83年底魚では.浮上卵色は4月下旬か

ら6月上旬まで､旬平均 117g/尾であり､洋上卯串は平均49%で安定していた084年度魚では･鹿産卵Jl
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Table1 SummartzedresultsottheexT)erLrnentS

GTOuP Fishbrnln1982 Flshbornln1983 FLShbornln1984

Year 1985 1986 】987 1988 1987 1988 1987 1988

Watertemp.atthe

lnlt払)Spawnlng CC)

Accumulatedwatertemp.at

thelnltlalspawmng (℃･day)

Accumulatedwaterternp･at

thecllmaXSPWn]ng (℃･day)

TotalamolIntOLeggs

spawned/ ferrulefLSh (g)

Am ountoEbuoyanteggs

spawned/ femaleEISh (ど)

AveragerateofbL10yant

eggs (%)

138 132 13.I 13.7 14.0 13.5 13.3 12.5

1361 1354 1151 1376 1305 1391 1532 1136

2401 2454 2293 2220 2016 2075 2295 1786

532 1114 1122 3708 1136 1404 144 1269

42 48 92 7I0 279 654 28 345

126 68 126 26.2 26.2 44.8 245 27.2
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vert)calbarshowlngS･D
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は5月下旬から7月上旬まで殆ど変化がなく､旬平均186g/尾であった｡一方､浮上卵Jtlま5月下旬に78

g/尾でピークにfrワ､以後徐々に戎少し､7月上旬に8.7g/尾であった｡浮上卵串は､82年産魚と同様

産卵期の始めは､40%代で比較的高い値を示 しているが､6月中旬以降凍少した｡なお､期間中の平均浮上

卵串は27･2%であった｡以上1985年皮から1988年度までの採卵総菜をTab)elにまとめて示したC

(5)生糊 付敷 くGSl)

GSlは雌堆ともに､12月から直線的に上昇し､5月中旬に浪高低を示 し､その挨7月下旬には低下した

(Flg g)｡hlJ阻Dfl始から最高値を示した5月中旬までの横井水温は､約2.000℃･E3であった｡

考 案

各年度とも最低水diを8℃に設定し､20､･25E]おきに1℃ずつ昇犯させることで､4月上旬の水温13℃か

ら産卵が開始されることが如 lつた｡したがって本並における天然ヒラメの産卵期6)i:り約2カ月早く採卵出来

たことになる｡こ仙ま冬Al間加温烏有を行った高楕ら7)の括巣にはlト 致した｡産卵の盛期ii5月中旬から

6月中旬で､加温開始からの錬耳水温は約2,000℃.E]以上となり,GSI値も最高となった｡

1988年度に､84年産魚の飼育水温を載低水温6℃とし､3月上旬方･ら5月上旬まで10日rEllで1℃ずつ昇温

させた場合でも､5月上旬から7月下旬まで産卵がみられた｡このことから､加温期間を垣庵することに上

る経資節減の可能性が示映された｡

1988年度において､浮上卵JL 浮上卵串ともに各年抜群とも増加 した｡特に.82年産魚では前年比と比較

して浮上卵生が約7倍に､浮上卵串も2倍以上増加した｡一定の年的迄は､成長とともに産卵丑が梱れるの

は当然であるが,この様に産卵成漢が大幅に向上したのは､1987年5月から行った親魚用併科に対するピタ

ミt/剤の添加による効果が現われたものと推定した｡

今回の試鞍で､産卵期間中の平均浮上卵串は6,8-44.8%と､他県の結果8･9)と比較して低率であった｡

また､飼育水fqlこより､浮上卵串に違いが認められた.即ち､82年度魚を飼育したFRP水f8と83年産魚の

コンクリ-ト水相では.同一年F3時の浮上卵串で36-38倍､同一年度で比較した場合でも17-2.1倍

の差があり､コ1/ク1)-ト水槽の方が洋上卵串が高い頼向にあった｡今後は親魚の折 粂件､例えば､水村

の材質や内科の2r等と卵封との関取こついても更に検討する必要がある.

本道においてもヒラノの兼鬼が盛んになり.早期採苗に対する技術開発の要盟が強まっている｡西E]本方

面では水温だけでなく.日枝地理に上り日～)2月に採卵が行われている仙11)nしかし.ヒラメの萌合.末だ

水温やEl長などの外部頚gt華因が､性成熟にどの様に形Vを及ぼす糾こついては.十分に解明されてい/rい｡

今後は吐成熟を完全に制御して､周年採卵のための技術を確立することが陳腐である.

要 約

3歳から6故のヒラメ親魚を用いて､冬期rL"の加温飼育を行ったところ､天然魚に比べて約2カ月早い4

月から産卵させることができ､早期産卵技術開発の展91が得られたo産卵粥始期の水温は13℃であり.加温

泉育開始から産卵開始及び産卵盛期までの折井水温はそれぞれ的1,300℃･日と2.000℃ ･日であったo

浮上卵串は各年抜群ともに､産卵帥始期は比鞍的絹く､その後徐々に減少する偵向があった｡また､飼育

水縛の違いに上り､浮上卵串が異T=る可搬 が示唆された｡

今挨水温iI帝だけでなく､E]良変更frど外部環攻安田とヒラノの性成熟の関係を訴べ.周年採卵法l=つい

ての検討が必要と思われた｡
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ScIRep･HokkaldoFISh･Exp･Stn

水産物を原料としたエクス トルージョン･クッキング

第 4報 クッキング温度の違いによるタンパク質の

sDS-ゲル漉過とsDS-PAGEの比較'

北 川 雅 彦 ･ 飯 田 訓 之 ･ 信 太 茂 春
(北海道立釧路水産試験場)

StudleSOntheextrus10ncookingofmarlneproducts

IV.ComparlSOnbetweentheSI冶一gelflltrationpattern

andtheSI娼-PAGEpatternoftheextrudatesobtained

underthedlfferentextrusionCOndltlOnS

MasahlkoKITAGAWA,ToshlyuklIIDA and ShlgeharuI(OBUTA

nokkazdoK-A- FIChenw E甲 n mのtaLStatwn,

KmSh- IHokkauo085,Japa'L

ThecomparlSOnbetween廿IeSDS-gelflltratlOnPatternandtheSDS-polyacrylarnldegel

electrophoresIS(SDS-PAGE)TntternOEtheextrudatesothnedunderthedlfferentextrusl｡n

condltlOnSWereStudled Rawrnaterla)(RM)wastheml刃hlreOEsur)mllTndeEromAlaska

pollack(Then9raCha/ct'9ra7'Zma)ar-ddeEattedsoyproteln(DSP)attheratlOOf7030

(W/W)ImoISturedto60%･ Ex150.Ex170,andEx180WereexlrLdedbyatwln Screw

extruder(KOBELCOTCV-SOL,L/D-24)equlppedwlthcoollnglongnozzledle,at50

rpmwlththethirdbarre)temperatureof150･170,and1801C,respectlVely.

RM andextrudatesweresolublllZedwlthSDS-urea一mercaptoethanolrnedlumtOanalyze

theproteLTISubunltSCOmpOSltlOnbySDS-PAGEandSDS-geli)ltratlOnusing Sephadex

G-2DOwlthSDS-phosphatebuffer

SI)S-PAGE gelsoEEx170andEx180weredyedunlforrnlyandtheorlg-nOfgelswere

dyed rernarkably lneveryeXtrudatesMyoslnheavycluln(denotedasHC)wasnotobserved

andapolym erwhlChcouldn-'tpermeateIntothe1.8% polyacrylarnldegelwasobserved

lneXtrudates･ButltWasnotSarneaSthepolyrnersoErn),oslnHCwhlChlSOtBerVedln

suwarlgel･TheorlglnalJnOlecularwelghtbandsobservedmRMwerenotobservedlT)

SDS-PAGEofEx170andEx180 CertalnprOtelnSWhlChhadownmobllltleSOnSDS-PAGE

werefract10natedbySD S-gelflltratlOnlnEx170andEx180.andasthefractionnumber

報文番号 A178(1991年3月25日受理)

+本研究の大要は平成2年度日本水産学会春季大会で発表 した｡
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Increased.theproteinmovedtowardthefrontolelectrophoresIS

TheseresultsproposedthatthegelatlOnmeChanlSumOfprotelnSlntheex【rusLOn

cooklr)gWasdlfEerentfromthatln thernaklngOEkamabokowhlChshowsthecross-Llrtklng

oErnyoslnHC.

ま え が さ

前報 l･2)Cは押 し出し物のSDS一.il'L)7クリル7ミドゲルqE気泳動 (SOS-PAGE)バターL/において

タノバ Q2lの分子皇分布に変化が生じたことを報告 した｡ナIZわち､エクストル-)ヲソ･クッキングによ

り阻織化された押 し出し物のSDS-PAGE/くクー/には原料で見られた間有の分子量を持つタンパJ,男の/て

/ドが見られず,ゲルが一様に染色され､ しかも泳動開始点が著 しく染色されることが観察された.

エクス[ルージ7/･タグキ/クにおけるタソバク質の変性を把握することは､高温 ･高圧下で加工され

た食品の消化率向上や柴考価の劣下の有無､安全性の閉局などについて検討する場合､また､このような加

工粂件における適切な原料を選択する場合の基挺となるため､食品加工において正夢な課壌となっている｡

しかし､このような原卿 こおけるタンJlク質の変性については詐称 こ検討されておらず､不明Tl点が多い｡

今回は､その基硬としてエクスt,L,一･}ヲ/.タブキソグ前掛 こおけるタンパク質の挙動を萌ペることを

El的として,150-180℃のタブキノダ温齢 こおける押 し出し物の組織化状態と,ク7キ-/グ前後における

タンパク即 こついてSDS-PAGE､およびSDS存在下でのゲル沌過により比較検討を行った｡

実 験 方 法

1 原料の均製

原料の調製行程をFlgllに示した｡スケ トウダラ (Alaskapollack･ThEr甲'aCんaZ叩 ,¢棚 )すり

Note ThegradeoEsurlmlWas

FA,processedandfrozenlnaShlp

Flgl1 FlowcharttorpreparatlOnOfrawnaterla)I
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身 (洋上FA扱)と脱脂大豆タ'/Jlク (商品名 .ソルt'-壬600､日清製油㈱製)を70･30(lV～) に混

合し､水分を60%に執漉したt)のをタ7十 /グ原料とした｡原料の混合には7-rミキサー (㈱愛工舎製作

所恥)を用いた｡

2 エクストルージョン･クッキング

使用 したエクス トル-タは､㈱神戸製親所製 食品用2牡押 し出し練TCV-50L塾 (L/I)-24､D三50

■)で､冷却p/〆ノズルダイ (全長500■■､出l)頼35-､出口のJIさ5-)を演者 した｡

スタリ1-お上びニーティンタディスクの組合せをFLg 2に.またエクス トルージヲソ･タブキ-/タの条

件をTablelに示 した｡スクリューは全て71ワーT:(前送 り)スク リューとし､-t-クー何より75044の

点から800tlの位亡に､輝き125RJnのニーディL/グディスクを4枚抱み込んだ｡ クフキ'/グ条件は第 1バ

レルから如3′くレルにおける加熱温度を3棟桁設定 した｡すなわち第 1J(レ,i,-約2′:レル-第3バレルの

加粗 度をそれぞれ､130-145-150℃,1501165-170℃､160-175-180℃とし､また.この粂件において

縛られた押し出し物を､それぞれExI50.Ex170､Ex180とした｡スクリュー回転数は50rpm､ダイ･+･ル

y(DH),タイ l(Dl)､およびダイ2(D2)の加恭温齢 i､130､120おJ:ぴ120℃ とし, ブレーカープ

レート(50lLXP55u､A4.5■の穴が24個朋いている)をダイ1に包み込んだ｡ホブJ1-..Iレル (HB)

およびp./タノスルタイは､水道水にて冷却を行った｡

3 分析方法

一般成分､DHおJ:び色調 水分は常温加熱敗妹法 (105℃)により､粗タ'/バクはケル〆-ル法による

金宝架丑に625を乗じて凍めた.全服FはBLIGHandDyt:Rら3)の方法により抽出して定Jtした.pH

はガラス電捷ノーターを用いて測定 した｡色E剛ま㈱EI本電色工業製自動色差計にて淋定 した｡

Feedport Barrels Die

Hopperbarrel
Screw pllCh (mm)

ScrewelemenlS
Lengthofscrew (nm)

0 300 900 1200

Il F:Forwardscrewelement

+2 KD･K爪eadLngd)sk(12.5LdlthlCkdlSkx4)

FIg 2 CombLnat10nOEscreyelerTtntS
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Table1 CondltlOnSOfextruslOnCOOklng･

TemperatlJre (℃) Pressure(帆 )Breaker
Exlrudate Ssr'1

(rpm' H占2㌔ 誉ri;1sBa3nd,di!sD･r5,2 BT tei',a■S｡｡ Ba三r,e'andDdHIe

plateL6

Ex1567 100 15 130145150 130120120 132】49126 27 28 0

Ex170'8 100 15 150165170 130120120 144169137 22 24 0

Ex180'9 100 15 160175180 130120120 154180144 21 21 0

H Ssr:Speedofscrewrotatl0n

+2tIB:Hopperbarrel.

+3B Barrelequ)p一edwlthheaterandcooler
●4DH:Dleholder

*SD Dleequlppedwlthheaterandcooler･

+6 Breakerplateequlppedlndle1(Dl)wasa501Ⅶ thlCkdLSkof551皿)ndlameterwith

twen ty-Eour45m dlameterholes.

'7Ex150･ExtTudateextrudedatthetemperature oEthetllJrdbarre)150℃･

■BEx170 Extrudateextrudedatthetemperatureottheu-l√dt泊rre)170℃1

'9Ex180●ErKtrudateextrudedatthetemperahJreOfthethtrdbattle)180℃.

Note:HopperbarrelandlongnozzledleWerebe)ngcooledwlthwater Lengthandsllt

measurementoElongnoz壬ledleWere500ltnand 5x35Jn . reSpeCtlVely

yルの可溶化と可酎 ヒ率 :関ら4･5)の方法に準じ､原料および押 し出し物を細切した後,その04gを掃

拝し､ユOmlの2%SDS-8M 探索-2% 2-ノルカプトェタ/-ル-20mM TrlS-HCl(pH8.0)

溶液 (以降､可溶化液と均す)を加えて捷拝 し､100℃で2分間加熱練さらに室温で2(時間維持可溶化させ

た｡可削 ヒした駄科溶液の一部を用いて､全タ/バク質JLを求めた｡つぎに残 りの試料溶液を1500×g 2∩

分間遠心分#し､上清液中のタンJlク質量を求め､遠心分触前の試料液の全クノJtク質量に対する相対値(渇)

を可溶化串とした｡原料および押し出し物とも可溶化革は 100%であった｡

タン′ミグ質の定JE.タ/バク質量はビウレット法6)により定生 したが､尿素､21ノルカプトエタノールを

含む試料のタソJlク質且は､関ら4･5)の方法に準じて定Jtした｡すなわち.可溶化した試料液､あるいは遠

心分催 して得られた上酒液を可溶化液で10倍に希釈し.希釈液 1.OmIに60rnLの15% ト1)クE,P酢酸溶液を

加え､さらに5nlのH20を加えて室温に30分開放区後､1500xg､20分間遠心分#して沈澱を集めた｡こ

れに1.OmLのlNNaOHを加えて可溶化し､ビウレット試薬40mは 加えて30分後560nmで吸光度を測定

した｡

sDS一ゲル浦過 ･閑ら7)の方法に準じ,可酎 ヒさせた各試料の遠心分#(1500×g､20分間)により得られ

た上清液5-6mLを0.1%SDS-5mM リン酸&砺液 (pH7･2)に30時rul(3ex2回)透析 した後.遠心

分催 (1500xg､20分間)により得られた上清液をゲル浦過に供した｡透析によるタ/バク質の不溶化の有

無を確認するため､逮抑 こ対するタ/バクfEの可酎 ヒ率を測定した｡すなわち､透析按の駄科の遠心分位節

後におけるタンパク質丘をビウレット法により定見 し､遠心分離前のタンパク解卦 二村する遠心分析按の上

滑液のク/バク月旦の用対値 (%)を透析における可酎 ヒ率としたOいずれの飲料とも透析における可溶化串

は100%を示 し､透析によるタ/バクftの不溶化は見られなか･)たD得られた上紙披6nll(タン/くク質量38
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-45喝)をーあらかじめ01%SDS-5ETLht1)/酸静術液 (pH7.2)で平衡化 したSephadexG-200ゲルカ

ラム (425dJ)×85(刀)に供 し.平衡化に用いた経衡液で溶出した｡フラタン7ノコレクタ-で3mげ っ分

取 し､各西分の280mmにおける吸光度をPI定 した律.分酉された各百分についてt='ゥレグト法に上る各画

分中のタ/バク方の定量と5%および6ht尿素を含む1.8%ポ')7クリル7ミド〆JL･を用いたSDS-PAGE

に供 した｡

sDS-PAGE 5%または61順 索を含t11.8%ポリ701)ル7ミけ ,L8)を用いて 恥 BER and

OsBORNら9)の方法により行った｡染色は012%CoornassleBrllllantBlueRによって行い､脱色は

50%ノクノールー7%酢鰍 こよりゲルの背紫が透明にtzるまで行い､その後7%酢酸中でゲルを保存 した｡

結果および考察

Platelにそれぞれ得られた押し出し物､Ex150､Ex170､Ex180を示 した｡ これらを官能的に評価す

ると､Ex150は表面､内部とも成型状態が不良でもろく､一定の方向に沿って割けやすい性矧 士認められな

かった｡一方､Ex170､Ex180では表面が滑らかで,押し出 し方向に沿って裂けやすく組織化されていた｡

また､クツキノダ温度の上昇に伴い､押し出し物は褐変し､Ex180において長も祐変が蛮かった｡

Fig･3に押し出し物の併斬力 (wldthwLSefracturestrength)と推断力 (LengthwIS-efracture

Ex150 Ex170 Ex180
∵

~

‥
｣

･■
l

弧｢
=

即
ト
l

_

｣.㌦
ト.i

.

.

- L ･｣ ■- . I

PlateI PhotographotextrudateEx150,ExI70,andEx180

FIg 3Fracturestrengthd)rectlOnSandfacestothedlreCtlOnOIextrus.on
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strength)測定の位世関係を示した｡銑斬力は押し出し物を押し出し方向に対して垂直に破斬する力･縦

断力はそれに対して平行に破断する力とした｡

Table2に掛られた押し出し物の物性および明らかtr方向性と組秩性を持つ市販品のp-スけ キン.穀

臥 鮮足かまぼこの物性を示したoEx150では､燐斬力と縦断ル土ほぼ同じ値となったが･Ex170､Ex180

では明らかな遠いが認められ､肪斬力と縦断力の比W/Lは2倍前後の値となり､押し出し方向に裂けやす

いという官能評価を支持する能楽となった○また､Ex170とExI80の物性値はロ-ストチキンと比較的ち

かい値を示 したo

Table3に押し出し物の一般成分､pH､および色視を示した｡ エクストルー),ソ ク̀ッキングによる

一般成分の著しい変化は認められなかった○色卸 まタブキ/グ温度の上掛こ伴い･明度 (L値)･日渡 CW

値)が減少 し視変が進行したことが耽められ､官能評価をか rLlる揺巣となった｡

T8blo2 CondJttOnSOfextrusLOnCOOklngandpenetrat10n,fracturestrength

ofroastchlCken.roastpork,andtexturlZedlood･

土JITd■● sLr'】 hrr山 LLLLr仙 Ot/Eb I"什←L- - Cd tL-o
(rpm)B]02-B]B卜 DH･3 (g) VLdhvLl亡 Ltngth-C L extrtJ]aLe'4

B3 DH (W) (L)

E115015 100 )30-150 日9-125 27 28 日】 2B3 2Ll3 115

Ex170●6 100 150-L70 169-137 22 24 日5 699 310 225 0
Ex180●7 100 160-]80 180-144 212】 】3[ 766 423 181 0

RoaltChLktn - 155 2740 1L16 1877

Roa■tpork - 146 320 195 164

lr71lta(looCrab- 36 660 53 1215

Ltg'8

Z Ssr'SpeedofscrewrotatLOn･

･2 B;Barrelequlppedwlthheaterandcooler･

｡3 DH-Dleholder.

.4 ExtrudatecondltlOnOnflbrousstructureandcoれt.nu.ty･ X･nOgOOd･〇･good,〇･
excellent

.5 Ex150 Extrudateextrudeda= hetemperatureo= hethLrdbarrel150℃･

.6 Ex160 Extrudateextrudedatthetemperatureolthethlrdbarrel170℃

.7 Ex180 E丸rudateextrudedattheternT'eratureOfthethlrdbarrel180℃･

.8 TexturlZedkamabokolnaShapeolcrableg

Note:HopperbarrelandlongnozzledleWerebelngcoo)edwLthwater.Breakerplate

equlpPed.∩d■et(Dl)wasa50m thLCkdLSkof55m .ndlantterWILhtwenty-four

4.5m dlameterholes LengthandsLltmeaSUrernentSOH ongnozzledleWere500

mnland5x35m,TeSPeCttYely
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Table3 MoISture.prOtelnCOntent.llpltCOntent.PHandcolordjtEerenceolextrudates･

CoLordlfEerence

Extru血te MoISture Proteln LIPld pH

(%) (%) (%) L

7.ll

781

718 5JI.2 27 14.6 180

706 529 5.3 15.5 )63

6.96 39.6 9.2 162 6.5

･】 Thegradeofsur)mtwasFA,processedandfrozenlnaShlP

'2 RM･MIXtureOIsurlmlanddefatted soyproteln(DSP)attheral100170:30

･3 Ex)50: Extrudateextrudedatthetemperatureofthethlrdbarrel150℃･

･d Ex170･ ExtrudateextrudedatthetemperatureolthethirdL泊rreI170℃･

･5 Ex】80 ExtrudateextrudedattheLernperatureofthethlrdtxlrrel180℃

▲EI T . I

AFや DSP Flu EJL150EJT70EJ叫

一 一-- r
NC-･- -

■

こ 暮 I

L卜 ' ザ 義幸

SPS-PAGElS/GELI

plate2 SDS-PAGE(5% polyacry)arnldegel)ofsurlmL(APP)

r伯defromAlaskaTnllack.deEattedsoyprotem (DSP),
raw rnaterlal(軌t)andextrudates(ExJ50.Ex170･and
Ex180).RM,rrllXtureOrAPPandDSPattheratioof

70･30 (W/W), Ex150,extrudateextrudedalthe

teJTPeratureOlthethlrdtnrre))50℃;Ex170.exlrudate

exLrtJdedatthethLrdb去rreltenperahre170℃,Ex180,

exLrudate extrudedatthethlrdtnrreLten)erature180
℃,HC.myoslnheavychaln,Ac,actln.
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plate2にスケトウ1ラす り身 (APP)､ 脱齢大豆タ'/バク(DSP)､タブキ/〆原料 (RM),お上U

押し出し物Ex150.Ex170､Ex180の5%,fリ7クリルアミドゲルに上るSDS-PAGEバターンを示した｡

いずれの押 し出し物も.原料で見られた ミオ/ソ東銀 (HC)は観察されず､ ケ㌧L,上端部 (泳抑 始点)那

著しく染色され､yル中に移動できない成分が観察された｡また､Ex150では7クナ'/､ および脱hi大豆

タ'/J<ク由来のJi/ドが詑められたが､点1織化良好なEx170とEx180はほぼ一様lこ染色され､原料で見ら

れた固有の分子Jtを示すバンドを明瞭に観察することができなかった｡

Table4にゲル斗卦 こ供した原料と押 し出し物のタ/.り すの供筑i､回収且､および回収率を示 した｡

原料､押し出し物とも回収串ははば100%となり.供鼓したタンパq質はほぼ全Jl回収された｡

Flg.4に広汎 押 し出し物のゲルat過により分自された各i5分のタソJ{クfrをt:-ゥレフト法により定Jtし

たゲル強過継出バターンを示 した｡原料と押 し出し物を比較するとEL クの位tが-奇異TLる部分があるが､

著しいバターンの変化は認められなかった｡また､回には示さなかったが紫外証吸収ポ定(280nrn)に上る

杏出バタ-IJも､これらと同様な薦果となった｡11お.原料のゲル434溶出バク;/に示 したHCとAcは･

それぞれ分由されたミオソ-/東銀､7クチソを示す｡次にFig･4に示した矢印のii分を5%ポリ741)ル7

ミドゲルに上るSDS-PAGEに供 した｡さらに原料､およU押 し出し軸の自分47-57については.6M尿兼

を含tlト8%ポ.)7クI)ルアミドゲ′りこよるSt)SIPAGEに供 した｡

plate3､nate4､Plate5,およびPlate6にそれぞれ原料､Ex150,Ex170､Ex】80のゲル補過

に上り分白された各面分の5%ポリ7クリルアミドy′レによるSDS-PAGE.くタ--/を示 した｡各Plateに

おいて､Dを表示 した原料おJ:び押し出し物は､透析撲ゲルdE卦 こ用いた駄科で､いずれの駄科とも透析に

TablB4 TheamountoEapplledandrecoveredproteln.

andrecoyeryratelngetELLtrat10n

Prote)n (喝/mI)

AppIIed Recovered (%)

-

●
50

●
70

●
80

2

=

I

I

胤

6｡｡6

別

個

.] RM:MLXtUreOfsuTLmLanddefattedsoyprotetn(DSP)aLtherat100E70'30

･2 Ex150:ExtrudateextrudedatthetemperatureOtthethlrdbarrel150℃

･3 ExI70 ExtrudateextrudedatthetemperatureoEthethlrdbarrel170℃

･4 Ex180 Extrudateextrudedatthetemperatureolthethirdbarrel180℃･

Note:GelltLtratlonyasearnedou(onSepTladexG-200wLth

O･1% SDS15mhtphosphatebLdfer(pH7.2).61TlIoEdlalysed

raw l1℃terLal(RM)andextrudates(Ex)wereapplledtoa

COlumn(25b I.d.×85(⊃)

lu3JaH!p
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FraCtlDnnLIlnber

BQIS 78

FractIOrlnUmhlr

Fractl0nnUITlbtr

■二二二
･L:-LrHL-l一･･･l･日･l･･.-L･二･二l･･H l･--lLL･l二二日lH･｣

FractFOnnulTIber

Flg.4ElutIOnPrOfllesofSDS-solubleprotelnOfrawmaterlal(RM)and

extrudates(Ex)InSDS-getflltrat10n

6nI(38-45昭 proteln)ofdlalysateswereapplledtoacoLumLl(25m

Id x8507))oISephdexG-200eqlllbratedwlthO･1% SDS-5mMphosphate

buffer(pH712) TheprotelnWaselutedwiththeabovebufferatroom

temperahlreand eluatewascollectedln3mLEract10nS Voldvolume(Vo)

lndlCatedwLththearrow wasdetermlnedbybluedextranandproteln

concentrat10nOleachfractlOnWasdeterrrunedbybluretmethod･Fraction

lndlCatedbyarrowwlthnumberwasappILedto0.1% SDS-5%PAGEand

fractl0nfromnumber47to57werealsoappL)edto0,)%SDS-6Nurea-

18%PAGE

RM,mlXtureOfsuT'lrnlmadefrorzTA)askapoHackanddefattedsoy

protelnattherat100f7030 (Ŵ ),Ex150.extrudateextrudedatthe

temperatureofthethlrdbarrel150℃,Ex170.extTudateextrudedatthe

tenl㌍ratureOfthethlrdbarrel170℃.Ex180,extrudateextrudedatthe

temperatureoltheth)rdbarrel180▲C,HC,myoslnheavycha.n'Ac･託tln･
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Plate3 SDS-PAGE(5% polyacry)amldegeJ)

ofeluatesofRM lnSDS-gelfLltrah0n.

Thenumbersonthetopolge)sIVere

thefrac110nnumberslndlCatedLnFLg･
4.RM wasanI)dureofsurlmimade

fromAlasb lX)LLackanddela(tedsoy

protelnattherat100†70'30 (W/～)･
RMt)wasdlalysateofRM andaT)pLled

toSDS-ge)l･)trat･on･HC.myos.∩
heayychal°.Ac.actln

Plate4 SDS-PAGE (5% po)yacrylamldegeL)

ote)uaLescLEx1501nSDS-ge)llLtra-

tlOn ThemュmbersontheLopoEgels
werethelractlOnnumbersLndlCated

lnFig･Ll･Ex150wasextrudateexlruded

atthetemperatureoEtheth)rdbarre)

)So℃.Ex150DwasdlalysateofEx150

andaT)PlledtoSDS-gelfl)LratlOn･HC.

nyosLnheavyChaln,A(:･actln･

LjE､ JL JlL ′ ,. 一 ､ J 二It.

plate5 SDSIPAGE (5% poLyacTylamldegel) p[ate6 SDS-PAGE (5% poLyacrylamldege))

oEeluaLeSOIExI701nSOS-gelfll-

tratl0n･Thenumbersonthetopotgels
weretherractl0nnumberslndlCaLed

lnF1g 4 ExI70wasextrudateex-

trudedaLthetemperatureofthelh=-d

tnrreL170℃･Ex170Dwasdlalysate

ofEx】70andappIledtoSDS-ge)

flLtT･atl0n HC.myoslnheavychaln;
Ac,actln

olellBteSOEEx180InSDS-gelfl)-

tratton･ThenuETtbersonthetopof

gelswerethefral:t10nnumberslndl-

Cated lnFlg 4 Ex180㈹sextrud-
ateextrudedatthetemperatureoEthe
thlrdbarrel180-C.Ex180DwasdlaL-

ysaLeofEx180andapplledtoSDS一

geltlLtratIOn･HC.myosLnheal･yehaln,
Ac.actln.
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Plate7 SDSIPAGE(1.8% poLyacryLamldegel)

ofeluatesofRM lnSDS一gelflltratlon

Thenumbersonthetopofgelswere
(helTaCtlOnnumberslnd】QtedlnFlg
4 RMwasam lXtureOfsuTlnlmade

FromAlaskapoHackanddeIattedsoy
protelTlattherat100f70 30(W/W).

RMDwasdlalysateofRMandappL)ed
toSDS-gelflLtrat10n･HC.myosln
heayychatn,Ac,act)n
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Plate8 SDS-PAGE(1.8% polyaCrylarnldegel)

ole)tAteSOEEx1501nSDS-gelllI-
tratton.Thenumbersonthetopol
gelswerethefractlOnnumbersLndl-
cated lnFlg 4 Ex150wasextrud-
ateextrudedatthetemperahlreOE
theth)rdtnrrel)So℃.Ex150Dwas

dla)ysateofEx150andapplledt｡
SDS-gelEiltratlOn･HC,myoslnheavy
Chaln,Ac.actln

P一ate9 SDS-PAGE(18%polya(:rylamLdegel) Platt〉10SDS-PAGE(118% polyacrylamldegel)
ofe)uaLesotEx)701nSDS-ge)fLl-

trat10n･Thenumbersonthetopof

ge)sweretheFracll0nnuTnberslndl-

cated )nFlg 4･Ex170wasexlrud-
ateextrtJdedatthetemperatureot
thethlrdbarrel170'C_Ex170Dwas

dulysateofExI70andapplledto

SDS-gelflLtratlOn liC.myosln;Ac.
actln

ofeluatesoEEx1801nSDS一gelIllt-
ratIOn Thenurnbel'SOntheLopof

gelsweretheIradlOnnumberslndl-

catedlnFlg 4･Ex1801VaSeXtrud-
ateextrudedatthetemperatureofthe
thlrdbarrel180℃.Ex180Dwasdal-

ysateol Ex180andappHedtoSDS･官el

Eiltrat10n HC.myoslnheayychain;
Ac.actln.
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よるタ//'クTlの分子立分布の変化は見られなかったD原料については画分51､531こミオ/ソのHCが,画

分67に7クチノが溶出した｡いずれの画分とも原料由来の固有の移動度を持つタ/バ ク質が分画された｡E

x150では画分51,53はゲル漣過溶出Jtクー'/lこおいて原料で観察されたミオノノHCと同様な溶出位置に
あるがSDS-PAGEではミオノノHCは認められなかった｡ しかし､ゲル上端部が著しく染色され､ゲル中

に移動できない高分子成分の生成が伺われた｡画分60以降では7クチノ､脱脂大豆タンパク由来のバンドが

分画された｡Ex170でも西分51,53にミオシンHCは認められず､ゲル中に移動できない成分が生成した｡

各画分には原料由来の'(/Fは見られず､yル中の一部が幅広く染色され､画分番号の増加に伴い低分子側

-移動するのが観察された｡Exユ80でもExユ70の勘合と同様な結果となった｡このことから押 し出し物の

SDS-PAGEでfP.寮された一様に染色された部分は､特定のタノバク質のテーリノg'や実験操作の不手際に

よる汚れによるものではなく､さまざまな移動度を持ったタ-//(ク質が集合した結果､連続的に染色された

ことによるものと推刺された｡

plate7､P)ate8､PLateg,およびPlatelOにそれぞれ5;1:料､Ex150､Ex170､Ex180のゲル漣過

により分画された画分47から57までの､6hl探索を含む18%,TIリ7クリル7,rゲルを用いたSDSIPAG

EJ{クー-/を示 した｡LIス料では画分49から57までミオ/ノHCの明瞭な,い/ト■が認められ､いずれの画分と

もゲル中に移動でき11い成分は詑められなかった｡Ex150でI軸講料で観察されたミオ//HCの明瞭なバン

ドは認められず､HCの位牡の上下に幅広く染色される部分が観察された｡ゲル上端には著 しく染色され

I8%.i-'lJ7ク1)ル7ミドゲル中にも移動できない高分子成分の生成が認められた.また､この高分子成分

は画分番号の増加に伴い､染色感度が低下することから､その溶出泣軌 まボイ ドポ1)ユーム (Vo)付近で

あると推測されたQEx170､Ex180の場合も同様な結果とTLった｡

沼倉ら10-]3)は､スケトウダラ塩すり肉 例 糊)の坐り過掛 こおける筋原始推タソJ'ク質の変化について

検討 し､ゲル強度の増加と同時に肉糊中のミオ/ノHCが交差結合してその多且体を形成すること､また､

ミ*ノンHCの多量体増加に伴いミオノ/HCの減少が見られる一方で､7クチ'/はほとんど減少 しないこ

とを報告している｡エクストJL,-ノラ./･タブキングにおいては､このようなねり恥晶の坐 り過程中に観察

されるミオノ/HCの選択的重合が生 じていないこと.さらにHC多生体の明瞭なノ:ノドが確認されなかっ

たことから､かまぼこの場合とは興なったノカニズムでタンJtクfiの変化が生 じているものと考えられた｡

今臥 SephadexG-200を用いてゲル淵過を行ったが､ミオ ソ/HCとそれ以上の分子且を持つ成分を明瞭

に分継することができなかった｡今後は.さらに高分子のタンパク質を分鮭できるゲルや､高漉鹿の尿素や

メルカプトエタノール存在下で使用できるゲルを選択 してy'ル減退を行うこと､超遠心分椎や高速液体クp

てトタラフィー等の分析方法も併用 して行 うことが効果的であると考えられた.

本研究は水産庁委託事業である水産物健康性曲絶有効利用開発事業 (水産脂fEと琵白TI間の相互作用の解

明一砧温､稲旺処理中の魚肉における脂質と蛋白fi問の相互作用)によって行われた｡

雫 約

スケトウダラすり身に脱脂大豆タノバクを混合 したものをクプキ/グ原料とし､150-180℃のクッキン

グ条件で得られた押 し出し物の組織化状態と､クッキ'/グ前後におけるタ//{ク質の挙動についてSDS-

PAGE､SDS-ゲル浦過による検討を行った.

1 クッキング条件として3塩類のバ レル温度 (窮 lJ(レル-節3バレル 130-lらo℃.I501170℃､

160-180℃)を静定 し､縛られた押 し出し物をそれぞれEx150､Ex170､Ex180としたoEx150は鼓し織

化不良であったが､Ex170,Ex180は親株化良好であった｡

2 原料およびいずれの押 し出し物とも2%SDS-8M尿粟-2%2-ノルカプトユタノ-ル-20rnM
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TrlSIHCl轄液 (pH8.0)に対する可帝化串は100%を示 し､可藩化した試料は0.1%SDS-SmN リソ

軌鼓折衷 (pH72)を用いた透析においてもタ/バクZtの不溶化は見られなかった｡

3 原料と押 し出し物のSDS-PAGEを比較すると､原料で現察された固有の分子JLを持つタソバク2tの

I;/ドがEx170､Ex180では詑められす､泳動M始点から終点まで一肌こ染色され､泳動開始点が著 しく

淡く染色された｡Ex150は､ ミオ//HCが見られず､泳脚 始点が著しく染色された他は､アクチ1/や脱

洞大豆タンJtタ由来の,(/ドが見 られた｡

4 タ/′くクTlのゲル漣過溶出/<ターンは､原料､押 し出 し物ともにBl等な基は見られなかった｡ゲル8(

過により分画された各画分をSDS-PAGEに供した括柴,原料では各i5かこ原料由来の.:/ドが分由された

那,Ex170､Ex180では各西分はゲルの一部が染色され､自分番号の相加に伴い､その染色部分が泳動終

点方向-移動 した｡このことから押 し出し物のSDSIPAGEにおいてyルが一肌 こ染色されるのは､さまざ

まIz移動度を持ったクー/′くク耳が集合 した結果､連携約に染色されるたわと推alされた｡

5 -クストルージ▼ノ･タブキソ〆で得られた押 し出し物には.1.8%ポリ7'クリル7ミrゲル中へも

移動できない高分子成分の生成が認められた｡

6 ェクス トルー.}ヲソ･タブキソタでは､スケトウダラ塩ずり内坐りia居中に起こるミオシンHCの男

択的土合や､HCの多*体の明吸なJて'/ドがSI:6-PAGEにおいて観察されなかったことから,ねり製品の

場合とは異なったノカニズムでタ1/バク賞の変化が生じているものと考えられた｡
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外套膜が短いスルメイカ (短報)

Ll 見 達 也

(北海適立中央水産茨換韻)

AbnormalJapaneseFlyingsquid･Todarodespaclf乙CuS

STEENSTllUP,Withashortmantle

Tatsuya TA_KÂH

nokkazdoCenL,aLF'lCんTLeS E甲 r川'ntaLSLaEw71.

YotciLIEokkaEdLo046.Japa'i

イカ朝の奇形に関して､外套瑛前掛 こjA月抗をもつもの (本rtll･矢田 】960,笠原 ･沖山 1974,北浜

･西村 1975,名角 1975)や.腕が触合 (豊原 ･沖山 1974.名角･中井 )981,0KUTANIand

KAIVAOUCH11981)あるいは分枝(OKADA1938)しているものが知られている｡本報告では､外套膜の

短いス′レノイカが漁獲されたのでその形態的特徴を述べる｡

これらのスルメイカは､北海道西部日本海でいか釣 り漁船に上りそれぞれ1982年7月22EI(2個休､以下

標本A､B)､1990年10月31El(1個体､標本C)に執筆された (Flg1)｡ 棟木の外形を生鮮時に観察し､

10%ホル71)/杏演で絹定検､外套背長､d頼､体兎､抗と吸盤の形状をiIべた (Table1)｡また､棟木

Cと同時に漁鼓されたスル}イカ1倍件の外套背長と廿特を生鮮時に撫 ≡した｡

いずれの個体も外套帆 ま生鮮時には平滑で.背面に明蚊な晴色の挺帯が認められた｡解Ⅰ尻の吸盤角2!環

の半局には歯がなく､歯の中に穐左聖_冬のはためられなかった｡坂浜大吸8の角井Blには一定の間隔をおい

Flg･l Abnormal'rodarodespqlJICtLOSTEENSTRUP.wLthashortrnantle(dorsalv･ew)

ThespecimensWereCOHectedonJuly22,1982(Aandtl)andOctober31･1990(C)

ThernantleoftheBspec)nenwascutyentrallyandopened･

報文書号 A】79(1991年3月25日受理)
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Tab)el･ MeasurementsoEahlOrn甘lJapaneseflyingsqt･Jd･Toda7VdesTNICVteELS

STEENSTRUP,wlthashortmantle

Spellmen Date Sex
Dorsalmantle Bodywetght Finwlddl

length (LD) (g) (JLL)

A July22.1982 FemaLe* ]46 243

B Ju)y22.】982 Male 147 183

C Oct.31.1990 Male+ 166 212

+ThesexwasdetermlnedbyexarnlningthecopulatlonaTldhectocotyl12at10n･

てほぼ同じ大きさの由が並んでいた｡また､ff本B,Cの右第Ⅳ兼は交連義化していた｡以上のようJt形態

的特故から,これらの個体はスルメイカと同定された｡

スルノイカの外套背長と件丘との関係 (対EE 1978)によると､外套背技がそれぞれ約227A､2101■､

219●■の葛合に.本*告の3棟木の体重である243g.183g､212gとrrる｡これに対 して､本棟本の外

套背長は146m､14711､166■正であり､関係式から考えられる外我背良J:りそれぞれ81山､631■､531)短

かった｡また､これらのスルノイカの外套背良に対するh特の割合はそれぞれ0.78､079､0.74であり.

このスルノイカと同時に汲集された個体の057(外表背良219Iq､JJ特125■■)やこれまで報告されている

049-0･58(WORMUTH 1976)と比較すると､これら3個体はLJ掛 こ対 しても外套管長が短か･'た｡した

がって､これらのスルノイカは正常な個体に比べて外表膜が短いと考えられる｡これまでにEl本で同様な報

告はなく､本邦における外套膜が短いスJL,メイカの最初の例と考えられ,る｡

なお､これらの3棟木A.B､Cl土日立科竿tl物鰍 こそれぞれ軸 番号 NSMT-N067032､NShlT-N0

67033､NSMT-Mo67034で廉存されている.
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が亡･ZLん71laHoyL.F.･JlnTtOt･ZooL･Ja7,0,t･･17(1)193-94
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EarmlyOmmastrephldaei･.thePat)(icOcean･BLLLZ･SOT.押SI7LSLl0C化no9T･

CaLLfoT."aU7"U･･23:1-90
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新 しい標識を用いたサンマの標識法 (短報)

今 井 義 弘 ･ 成 田 治 彦

(北海道立釧路水産試輸%L) (北辰九)

A new tagglngmethod forpaclflCSaury,

CoZoZad乙SSa乙γa (BREVOOlrr)

YosblhlrO IMAI and HaruhlkoNARITA◆
HoA=kauoKzLChm FL∫her一ccEZPen7nentalShlto71,

+R一∫eaTehVesceJRoktwhとnJJaTl↓

Kwんm ,llokkauo085,Japa't

サ ノマの標識放流については､1931-1974年に北海道立水産試換幼､東北区水産研究所が1)メ/型､

矢 じり塾､ .)ソグ型などを用いて実施しているl･2)｡ しかし､サ/7の熊が剣推 しやすく､魚体も髄つ

きやすいた9)に､標敦とその装着方法などにおいて間宙が残されていた｡著者らは､サ/7の疎放放流

では使用されていなかった標灘と漁具を剛 ､て､魚射 こ触れることの少ない標乱放流を試みたので､その漂弘

方法を紹介する｡

報告に際 して､標識放洗作美に当たった北海道立釧路水産就輸鶴羽亜船北辰九の乗阻貝各位に感謝の

意を衷する.

Flo.I Thesauryw'thatagg(A)ard thetag首(ら).

雑文商号 A180(1991年3月25日受理)
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材料および方法

使用 した拝軌 ま.プラスチソク魁の標BI弟をナイp/背骨で魚体に巻いて姓蔚ナる迷子札塾である

(F.g.1)｡ 庁議票は中心に穴のあいた円盤で,iB径がlOLL､揮さが05-1･0岬である｡席敦の炎熱こよる

魚休の損dBを防ぐたわに､ナイロ1/背骨を群議票の穴に通さず､その一端をナイロ'/糸で帯鼓票に結んだ｡

故放免の採集漁具には滋h洗網 (海qlBi設時の網長30m､約丈34m､網地ナイF･/テグス)を用い､

その梓子方を尊化プラスチック製の竿に細いE,-プで鮎U､投 ･弟粥の作弟が迅速にできるようにした｡

また､今回の試韓では､大型魚 (体長290-310cl台)を主なだ孟対象魚に特定して､故洗試輪を行

う前にEI合37■■と48JIJLの溌網2嶺を用いてサソ7の採集を試み､採集効果の良かったEl合37叫の溌網を

用いた｡

標識放流では､夜riり(1920-03.00)､魚群を発見した後に停船 して船It7右掛 こ躯瓜灯で瓜群を堆

め､船尾から船首方向へ脈次､消灯することにより､あらかじめ右舷側から張 り出しておいた流網にサ

/7を済尋 し､羅PIさせた｡次いで､魚体が掛岳しないようにtTi意を払いながら網を船上に引き上げ､

粥を破ることに上って魚体が甲齢こ触れないJ:うに努めた｡この状態を保ったまま､ね曲底部後方で集

約してAIの封片の少ない個体の中から目視により大型HIを選択 し､桐畑遊郭から長大体商都までのrLJlに､

房jA泰が背t郎こ付くように留意しながら､ナイpノ背骨を界状にして頭Nから魚体にはめ込み標点を蕪

bした｡その際､人手が魚体に触れないように注意した｡その後.体局部の網地を切断して岸鼓す/マを網

から外し､海水を入れたパケyで受け板って随時､左艦側から放渡した｡

結果および考察

1990年 7月17-34日､千島列島の沖合40030'-46°28'N､149923.-)59b38rEの海域において

釧路水茶所属調査船北辰丸 く2】LH I/)に上り標義政凍紬 を行い,8地点で計570尾のサンLTを故放した

(Table1)｡

Table1 Releasedataforsaurytagg川gln1990

Date Poslhon Number(〉fEISh NuLTlberof

reJeased reJeases
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24
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4

2
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9
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7
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･1
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9
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5
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'
5

5

5

4
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N7

0

2

9

3

2

1

3

2

3

3

りん

3

3

3

3

6

LJ)
4

3

1

Il
0

0

4

4

4

d
.
′｢
d
.
4

4
.

_7

ほ

相

加

S3
23

23

2

y 8

3

5

2

3

6

2

2
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サ/マの群れは訳扱期間を通 じて灯付きが悪 く､躯群密度の低い′j､群または10-20尾を確認できる凝

度であった｡

7月20日に採兆 したサ ノ7は体長230-340｡中台にあり､大型.qlの<LFl令が52%であった(F.g.2).

(
%

)
^
9U
anbaJ
】

:___ I_千 ~二
Bodylength(crTl)

FLg 2 80dylengthfrequencyofsaury

caugthbythedrIftglHneton

July20,1990

襟鰍 まifl体に触れずに乾点できたが､ナィ｡ソ背骨を綴れすぎTrいJ:うにTE意を要 した｡船上に引き

上げたサ ンマの中には､嘘菜の前方で軌 こ掛かって損傷の少ない個体が数尾みられてお り､これについ

ては､海水を入れた水槽の中で標義 を装着 して放旅 した｡ しかし､網地が的舶益邦iを越えて腹掛 こ適 し､

熊の剥離の激 しいもの､網地が腹掛 こくい込んだものなどは牒削 flから除外 した｡瓜群を揮網させて漂

為 を装着 し､放流するまでの一腰の作業は､1皮に2-12回行われた.1回の標識作美には5-10分を

要 した｡

著者らは､放流屯後に非標鼓魚に混 じって本船の周辺を遊泳する標識魚を確認 し､7月20日23 30に

は放流から15-30時間後､放流地点から西方に37イ′レ群れた胡所で本標識瓜の 1程を再描 した｡

サ /ては輔がとれやすく､ift体も髄みやすいとされており2)､今回の淡島では､この点 を考慮 して標

漁とその装着プI法および放流約の採集方法を検討した｡ その結果､Art体に人手の触れることの少ない状

態でサ/ての標識 を行うことができた. しか し､故流 した個体にはその樫度は少Tlいが､網の絡んだ体

luq部に塀の剣雌がみられていた｡今後.脱粥 を少なくするた桝 こ､網地の材質の検討 を弊するo今井 .

小甲3)は､胴周にひもが巻き付き､鱗が剥離 しながらも生存 していたサ/7を採躯してお ｡､脱鎖が成

長や生残に及ぼす形守についても研究する必要がある｡今回は､短期再楯があったものの､船上での飼

IfF乗取などを行わなかったので､釣棚基部後方が最適lL原意部位であるか､庁議魚がどの機臥 生存す

るかについては不明である｡この点についても､今後､研究が必要であろう｡

文 献

1)祐桶章策 (1975)サ/7の標識放沈 刺 ヒ水研ニュ-ス 9 1-4

2)高域帯策 (1977)サン17の習性を利用 した一棟熱盤 刺 ヒ水研研報 37 19-24

3)今井義弘 ･小甲興治 (1990)標識サ/･Tの発見か? 釧路水訳だより 64 2-3



恐妻海椴におけるスケトウダラ産卵軌 こ対す

る刺し辞の満 目it択性 第 1報 iZ択性 曲

強の推定と漁獲物の件長 ･年R親戚の補正

上 田 善 幸

1985年3月13日および1986年1月26日に板葺海

峡でスケトウダラを対鮫とした5種目合 (73､79､

88,97,109nJl)の刺し網を用いた漁獲夢:輸を行い､

石田 O962)の方法を用いて網呂選択性曲線を推

定した｡推定した各曲線から漁集物の体長 ･年齢

鼠戒を補正して親日による選択性を排除した体長

･年R組成を求めた｡その結果､補正した体長は

340-550Irの唯調にあり､モードが410uのゆ

るやかな右ナそを持つ払戒を示した｡このことか

ら商業沢の目合では大型(平均体長430-450■▲)

で高齢の個休を選択的に漁集しており､はえJtに

上る漁煮物体長丸皮 (平均件長390-420■■)と

の違いは漁具の選択性によるものと判斬した｡

A172 北水試研搬 36 1-ll1991

北海道西部沿岸域におけるキ7ンコウ漁♯

AO)ttl

書 永 tF

滋西日本海に面する2漁集協同抱合 (余市郡お

よび増毛)における漁秘 計から叔近のキアンコ

ウ漁集tの年変化を検討した｡余市郡漁業協同抱

合における漁集JLは1983年lこ130ト-/を記やした

後､急鼓に減少 したが､1988年から増加し始め､

198抑 こけ156ト'/に適した｡本社は要事と冬草

に2回の盛漁期があり､夏季の漁獲tが多い｡

1989年と1990年の謀孝にはそれぞれ体重1-3kg.

2-4kgのものがヰ越して漁獲され､両年の東軍

の漁獲物は主に上皮の大きな1年綾群によって柵

成されていることが示唆された｡一方､冬季では

叩き取り調査からキアンコウへの漁凄努力が増加

したことが示された｡以上から､漁集JLの息Jlは

夏季では土度の大きfz年抜群が出現したこと､ま

た､冬季では漁集努力JLが増加したことが主な原

因と考えられる｡

A173 北水鼓研報 3613-17】991

北海道後志沿岸の海St

も tFl4 -

北海道立中央水産拭牧場の海集原本と､北海過

大学理学界簾本妻 (SAP)の海藻標本.および

既往の文軌 こ上る紀舟から北海道律志沿岸の海業

日毎を作成した｡

緑藻33種､確謙57税.紅葉141種と海産開花撒

物2種の合計233嶺を妃tしたB

A174 北水鼓研報 3619-381991

北海並苫小牧iQ書におけるホッキガイ漁g-

のす境特性と二枚且幼稚具の分布

横井 及 ･官本捷約 ･満祐和X

北海道苫小牧西部海域の･ホブキガイ漁1かこおい

て､氏賓の粒度il成.炭素含土および窒素含JLの

分析と民生.動物の辞兼解析を行い､これらの結果

と二枚貝幼稚只の分布域との対応鵬係について検

討した｡当漁場における皮質の粒度抱虎は､壬に

細砂と捷細砂で熊成される皮質と康細砂の阜虐す

る良質で占められ､庶2Iの炭素含丑および豊栄含

iはそれぞれ03%お上び0･3‰以下であった｡

民生動物群射ま､二枚貝椎貝および端抑煩IC熊成

される7つの小型7タロペソトス群集と二枚Fl幼

椎貝および-イイp-スノ-カyバ/でf一成され

る4つの大型マクロベ/トス群集に分類され､事

節約にそれぞれの辞典の援占租は交代した｡また､

良質環隼および丘生動物辞典と･+･プキガイ､JIカ

'̂ィ､サラガイ幼椎貝の分布域との帆こ対応的係

が認められた｡

A175 北水試研報 3639-591991



エゾJtフンウニ人工稚苗生産の研究

皿. 変態朔幼生 の沈*

田6位-邸･山下辛悦 ･福地 奴

エ′J17ソウニ変態風幼生の沈着時の水温とコ

レクタ-の投書方法および沈着直前の輸送につい

て稚 した｡沈着水温は9-21℃の5段階に救定

し､用いた幼生は太平洋沿岸産と日本海沿梓産の

親ウニから紺た｡太平洋産の幼生は18lCで､El幕

海産の幼生は】2℃で沈潜串が比較的高かった｡コ

レクターを水平に牧丘した場合には下面より上両

に捷めて多く沈着したが､垂直設置の場合は両面

での蓋は認められなかった｡また､水平牧tの方

がコL,ククー1枚当りの沈着教が多い位向にあっ

た｡

幼生のNt送鼓猿は道内の11か所に向けて､jEペ

26回東施した｡長も速い地所は広尾町であり､13

時間を要した｡NL送に上る沈着串への彰Vは認め

られなかった｡

A176 北水餅研報 3661-701991

ヒラメの採卵に関する研究

第 1軸 温旋処理による産卵の制御

*#爺推 ･森 立成･草刈第時 ･三浦宏妃

3蒙から6故のヒラJ親魚を用いて.冬期閥の

加温飼育を行ったところ､天然魚に比べて約2カ

月早い4月から産卵させることができ､早Jn産卵

技術開発の展望が得られた｡産卵開始期の水温は

13℃であり,加温Fl育開始から産卵開始及U産卵

盛期までの市井水温はそれぞれ約1.300℃ ･日と

2,000℃ ･日であった｡

浮上卵革は各年抜群ともに､産卵粥始J抑ま比較

的高く､その後徐･tに凍少する傾向があった｡ま

た､親背水竹の速いにより､浮上卵串が只なる可

能性が示唆された｡

今後水温掬都だけでなく.日長変更Ilど外部環

境要田とヒラメの也成熟の関係を預べ､IRl年採卵

法についての検討が必準と思われた｡

A177 北水飲研報 3671-79】991

水産物を原料としたエクス トルージ ョン ･

クッキング 第4軸 クッキング温度の速

いによるタンパク某のSDS-ケルiA過とS
DS-PAGEの比較

北川雅彦 ･鹿田訓之 ･倍大茂春

スケトウダラすり身+脱胎大豆タソJiク三7

3 (水分60%湘毛)を原料とし､クッキング温度

150､)70お上び180℃で押し出し物を縛た｡こ

の時のタブキ/〆温齢 こよる組織化状態およびク

I/バク頚の挙動をSDS-PAGE.1タ-ソとSDS

-ゲルdLjAの溶出J(クー/から検討した｡押し出

し物の担特性については170℃以上で良好であっ

た｡押し出し物のSDS-PAGEバター'/を比較

すると､クプキ･/〆41度170℃.180℃では原料

由来のタ/バク賞のJい/｢が消失し､y/レ全件が

一様に染色され,I.8%yル中さえも移動できな

い高分子成分の生成が認められた｡また.yルaI

過の溶出,!タ11/も上記のSDS-PAGEの括巣

を支持するものであった｡エクストルージ.,I/ ･

タブキー/タでは､SDS-PAGEにおいて塩ずり

肉の坐り過程中に起こるミオ/ノ瓜親(HC)の

選択的取合やHC多五体のノミノドが観察されなか

ったことから坐りかまぼことは典Irったノカニズ

ムでタノバク質の変化が生じているものと考えら

れた｡

A178 北水洗研鞍 3681-941991



外套朕が短いスルメイカ (短軸)

bt見 達 也

北海道西部日本海でいか釣り漁船によって漁獲

された.外我快の短いス,L･ノイカ3個体の形態的

特夜を記述した｡

A179 北水St研報 3695-961991

新しい襟fkを用いたサンマの横地法(短軸)

今井義弘 ･成田治彦

本報では､サンマの帯紙放流では使用例のない

席漁を用いて､魚体に放れることを少なくした康

敦放流の方法を検附した.

この標漁法は､袈甘凍網 (日合37Lb)にサ'/7

をiX粥させて船上に引き上げ､粥を張った状態で

放流に讃する個休を選択して1尾ごとに漂着 (逮

子礼垂)を装着し､放流するものである｡この方

掛こIつて.1990年7月17-24日､千島列島沖合

の8地点 (40030'-46928●N､149023'-159038'
E)において大型魚を主体とした計570尾のサン

マを故溌した｡

A180 北水鼓研叔 36 97-99 】991
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